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午前 10時 00 分開会 

○平賀貴幸委員長 おはようございます。 

 本日の出席委員は15名で、全委員が出席してお

ります。 

 ただいまから、本日の委員会を開きます。 

 それでは早速、本日の日程であります一般会計

の歳出のうち、労働費、農林水産業費、商工費及

びその特定財源に関する歳入の細部質疑に入りま

す。 

 質問者、挙手願います。 

 永本委員。 

○永本浩子委員 おはようございます。公明クラ

ブの永本でございます。 

それでは、私のほうからは予算説明書の64ペー

ジ、季節労働者生活資金貸付事業についてお聞き

いたします。予算が100万円となっておりますけ

れども、この事業の内容をまずお聞かせください。 

○田口徹商工労働課長 季節労働者生活資金貸付

事業でございますけれども、事業の内容といたし

ましては、市内に居住します季節労働者の生活の
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安定を図ることを目的に、生活資金の貸し付けを

行うものでございます。 

貸付対象者は、市内に居住する季節労働者で、

扶養家族を有する世帯主となっております。また、

季節労働者であることから、特例一時金を受給し

ている者で、市税の滞納のない者となっておりま

す。 

資金の使途としましては生活資金で、貸付限度

額は20万円、貸付時期は12月25日から３月15日の

冬期間でありまして、返済は５月から12月までの

８カ月となっているところでございます。 

○永本浩子委員 今、季節労働者の方のための仕

事がない時期の生活資金ということで御説明があ

りましたけれども、この貸し付けの実績はどう

なっておりますでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 貸し付けの実績でござい

ますけれども、平成９年度に一度利用がありまし

て、その後、何度か問い合わせ等はあったのです

が、実行されたのは平成９年ぐらい、今のところ

ない状況となっております。 

○永本浩子委員 平成９年以来、毎年この予算が

計上されていても、貸し付けの実績がないという

そのことの理由というのは、どういったところを

考えていらっしゃいますでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 これまでに何度か実際に

来て、私もついていって北海道労働金庫、担当の

銀行なのですけれども、そらちに相談したことも

あるのですけれども、銀行さんの中での基準みた

いのがございまして、市税に滞納があったりです

とか、それから金融機関に未返済の借り入れが

あって、それが滞っていたりした場合については、

借り入れができないという状況がございまして、

それに係ることもありました。 

また、最近では建設ブームにもなっておりまし

て、季節労働者が減少してきているという状況も

ございまして、使われる数が減っているのかとい

うふうにも考えているところでございます。 

○永本浩子委員 さまざまな貸し付けの条件に合

わないということもあるのかもしれませんけれど

も、せっかくのセーフティネットの事業なのに、

活用されなければ、意味がないのではないかと思

います。冬の生活費がなくてサラ金に手を出して、

サラ金地獄に陥ったという話も過去にはあったよ

うで、もっと活用されるように改善策、また周知

がどれだけされているのかといったことも検討し

ていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 この貸付事業につきまし

ては、市のホームページで随時、皆さんに紹介し

ているところですけれども、今後、さらなる周知

に努め、利用していただけるよう努めていきたい

というふうに考えております。 

○永本浩子委員 季節労働者の方がホームページ

を見る機会といのうは、なかなかないかもしれま

せんので、また別な角度の周知の方法もぜひ御検

討いただきたいと思います。 

それでは、次に66ページの農地集積支援事業に

ついてお聞きいたします。 

27年度の予算が2,000万円だったのに対して、

28年度、1,070万円に減額されましたけれども、

この事業の内容と減額の理由をお聞きいたしたい

と思います。 

○川合正人農政課長 農地集積支援事業の事業内

容と予算の減額についてでございますけれども、

こちらのまず事業内容でございますが、平成26年

度に農地中間管理機構というものが創設されまし

て、その機構を活用しまして、担い手への農地集

積集約化を加速するために、農地の集積に協力す

るものに対しまして協力金を交付しまして、農地

集積の促進を図る目的でこの事業が創設されたと

ころであります。こらちは国の事業であります。 

こちら28年の予算が1,070万円となってござい

ますが、こちら協力金の単価が26年、27年につき

ましては、農地耕作者集積協力金のほうが10アー

ル当たり２万円だったものが、28年、29年は１万

円に減額されることから、予算の減少ということ

になっております。 

○永本浩子委員 減額の理由は、ただいまの説明

で承知いたしました。この事業が始まって、まだ

間がないと思いますけれども、平成27年度の実績

はどのようになっておりますでしょうか。 

○川合正人農政課長 平成27年度の実績でござい

ますが、これまで耕作者集積協力金４名に対しま

して、1,315万4,000円の交付をしております。面

積にしますと65.77ヘクタールで、単価２万円の

交付となってございます。 

○永本浩子委員 今、４名の方という御説明でし

たけれども、この集積に協力する理由というのは、

やはり離農が多いのでしょうか。 

○川合正人農政課長 27年度の４名の方でござい

ますが、この方では３名の方が、後継者がいない
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ということで離農されております。また、１名の

方につきましては規模縮小をして、農地の担い手

のほうに集約を図ったということでの交付となっ

てございます。 

○永本浩子委員 ３名の方に後継者がいないとい

うことで、ただ、離農した後の農地が有効に活用

されるということは、とてもよいことだと考えま

す。網走の農業規模としては、どれぐらいの広さ

が最も効率がよいと考えられますでしょうか。 

○川合正人農政課長 農業者の方には、規模拡大

の意向を持っている方が、まだ多いというふうに

考えております。今現在は、38ヘクタール程度の

１戸当たりの面積となっておりますが、まだ規模

拡大しているところであれば50ヘクタールぐらい

までは、家族経営でも可能ではないかというふう

に考えております。 

○永本浩子委員 今、農業のほうも本当に機械化

が進みまして、ＧＰＳを使った無人でも仕事がで

きるような態勢もできてきておりますので、網走

としてもこの集積の事業というのは大事になって

くると思いますけれども、今後の見通しというの

はどのようになっておりますでしょうか。 

○川合正人農政課長 やはり農地を担い手のほう

に集約しまして、効率的な農業経営をしていくと

いうことが必要だというふうに考えておりますの

で、この農地中間管理事業を活用しまして、担い

手への集積を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○永本浩子委員 若い後継者の方が張り合いを

持って仕事ができるように、今後もこういった形

で支援をお願いしたいと思います。 

それでは、次に70ページの鳥獣害防止対策事業

についてお聞きいたします。 

予算額としては435万5,000円が計上されており

ますけれども、この対象の鳥獣の種類というのは

どういったものがあるのでしょうか。 

○川合正人農政課長 鳥獣害防止対策事業の対象

鳥獣の種類ということでございますが、網走市の

鳥獣被害防止計画で規定しておりまして、その中

に、ヒグマ、エゾシカ、キツネ、カラス、ハト類、

アライグマの６種類となっております。 

○永本浩子委員 この６種類の中で、最も被害が

大きいのは何による被害なのでしょうか。 

○川合正人農政課長 最も被害の大きいものは、

エゾシカの被害が最も大きくて、他の鳥獣等も合

わせますと、被害は平成23年より減少傾向には

なってはきていますが、平成26年は128ヘクター

ルで約5,200万円の被害というふうになっており

ます。 

○永本浩子委員 今、平成26年の被害額が5,200

万円ということでお話がありましたけれども、具

体的な今までの推移というのは、どれぐらい最初

はあったのか、どれぐらい減ってきているのか、

教えていただけますでしょうか。 

○川合正人農政課長 エゾシカ等の被害状況でご

ざいますが、平成12年度には9,500万円程度あっ

たものが、徐々に減少しております。24年には

6,100万円程度、25年には6,000万円程度、26年に

5,200万円というふうに減少してきております。 

○永本浩子委員 最初に比べるとかなり、約半分

まではいきませんれども、減少してきているとい

うことがよくわかりました。 

また、鳥獣害防止の具体的な対策とその成果と

いいますか、捕獲実績とかはわかりますでしょう

か。 

○川合正人農政課長 具体的な対策なりでござい

ますが、市としましては、農協と猟友会へ駆除の

委託をしております。また、国の鳥獣被害防止対

策事業を活用したくくりわな、箱わなの導入もし

てございます。また、緊急捕獲補助事業によりま

す駆除で、こちらのほうハンターの費用助成をし

ております。 

また、網走市で実施隊を編成しまして、ハン

ターを市の非常職員に指名しまして、巻き狩りに

よる一斉捕獲も実施しているところでありまして、

平成26年度につきましては、一斉捕獲により23頭

の捕獲をしております。 

また、ハンターの駆除も含めて、平成26年度の

捕獲頭数につきましては、エゾシカが345頭、ヒ

グマが３頭、キツネ129頭、カラスが779羽、ハト

類27羽となっております。 

○永本浩子委員 さまざまな角度の努力によって、

着実に進んできていることはよくわかりました。

猟友会の高齢化ということで、なり手不足がよく

テレビ等でも報道されておりますけれども、網走

の場合は、こういった点、大丈夫なのでしょうか。 

○川合正人農政課長 猟友会の現状についてでご

ざいますが、現在、猟友会の網走支部の会員数は

80名となってございます。平成24年には85名いた

のですが、26年、27年と80名で今推移をして、若
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干は減少しております。しかしながら、高齢化と

いうことが全国的には言われておりますが、平均

年齢でいきますと、網走の猟友会では59歳という

ことで、平成24年では平均年齢が61.1歳であった

ものですから、若返ってきているというふうに考

えております。 

○永本浩子委員 網走の場合は、まずは大丈夫と

いうことで安心いたしました。 

本当に農家の方が丹精込めて育てた作物を、い

よいよ収穫というときに荒らされるというのは、

農家の方にとっては被害の額だけでなく、精神的

にも本当にがっかりするものだと思います。さら

なる個体数の調整が必要となると思いますけれど

も、平成28年度の捕獲目標というのはあるので

しょうか。 

○川合正人農政課長 28年度の捕獲目標というこ

とでございますが、先ほども申し上げました網走

市鳥獣被害防止計画によりまして、捕獲目標が設

定されておりまして、エゾシカで300頭程度を捕

獲する予定でございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。また、捕獲

したエゾシカの活用法などというのは、検討して

いるのでしょうか。 

○川合正人農政課長 捕獲したエゾシカ肉の活用

等でございますが、エゾシカ捕獲した場合は、食

肉工場に持っていかなければならないのですが、

そこまで行くまでに一応２時間という２時間ルー

ルというのがありまして、こちらのほうから加工

場に運ぶまで２時間以上かかってしまうことから、

食肉にはなかなか適していないということになっ

ております。 

ただ今後、囲いわなも導入しておりますので、

囲いわなで捕獲した場合は、加工業者のほうに引

き取ってもらうようなことも考えていきたいとい

うふうに思っております。 

○永本浩子委員 なかなかいろいろなルールが

あって、そう簡単ではないとは思いますけれども、

せっかく捕獲したものが少しでも有効に活用でき

るように、今後、また考えていっていただきたい

と思います。 

 それでは、次に70ページの水産加工振興事業の

新製品等研究開発指導についてお聞きいたします。 

 予算額、27年が290万円から140万円にこれも減

額になっておりますけれども、事業の内容ととも

に減額の理由をお聞かせください。 

○脇本美三水産漁港課長 新製品等研究開発事業

の予算の平成27年度と本年度の比較で、150万円

減少の理由はということでございますが、この事

業、サケやカラフトマスを活用した新製品開発の

ために必要だということで、サケやマスを二枚や

三枚におろす機械がございます。27年度までは事

業費の補助に当たって、この機械のリース料の一

部を含めて補助を行ってきたところでございます。

平成27年度において、この期間が満了したことか

ら予算が減額になったと。これが主たる理由でご

ざいます。 

○永本浩子委員 リース料の満額になったという

ことで、減額の理由は承知いたしました。 

この新製品の開発研究事業なのですけれども、

研究開発している企業というのは、お聞きしても

差し支えはありませんでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 この新製品開発の事業

主体でございますが、市内の水産加工業で構成を

いたします網走第一水産加工協同組合、ここが製

品開発の事業主体というふうになってございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。これまでに

開発された製品というのは、主にどんなものがあ

るのか教えていただけますでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 過去に製品されたとも

のといたしましては、魚醤油、マスの山漬け、ホ

タテ貝ヒモ、山わさびの魚醤油漬け、マスやサケ

のトバなどでございます。 

○永本浩子委員 結構、本当に網走の主たる製品

をここで開発されているのがよくわかりました。

これで今度、平成28年度の計画とかというのは、

市のほうは何か聞いていらっしゃるのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 平成28年度の補助の申

請に当たっては、これから事業主体様のほうで事

業計画をつくっていただくということになります

が、これまでの事業実績なり流れから言いますと、

現在、昨年度までホタテの貝柱のフレークですと

か、あるいはサケやカラフトマスの魚醤油を活用

したドレッシングやソース。今、最近、混獲で定

置網に入ってきたりして、ブリなどが混獲される

という状況が出てきていますが、そういったブリ

を活用した魚醤油漬けの一夜干し、こういったも

のが試作段階にありまして、平成28年度もこの事

業の中で、こういったものの製品化を目指す取り

組みを進めるということになろうかと思います。 

○永本浩子委員 今、お聞きしましたところ、海
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水温の上昇とかでとれる魚の種類が少し変わって

きている、そのブリに対してもちょっと研究がさ

れるということで、本当にしっかりと取り組んで

いただいて、網走の次を担っていただければと思

います。この研究開発費の算出方法というのは、

補助金の出し方という何か計算方法があるので

しょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 基本的には市の単独補

助でございまして、事業に要する経費の２分の１

以内、なおかつ予算の範囲内ということになって

ございまして、具体的には今後、予算の成立後、

先ほどお話いたしましたとおり、事業の実施計画

を提出していただきまして、内容を審査いたしま

して、妥当だということで判断した場合に交付決

定を行います。そして事業が実施をされ、事業が

完了した後に、領収書等の必要な証拠書類等つけ

ていただいた実績報告書を提出いただいて、内容

審査の上、妥当ということになれば補助金の額を

確定するということで、具体的にはこれからにな

りますが、おおむねこの140万円で事業費の２分

の１以内を補助するという流れになります。 

○永本浩子委員 承知いたしました。これからも

力を入れていろいろな商品を開発していっていた

だきたいと思います。 

それでは、次に70ページの水産加工品販売戦略

構築事業についてお聞きいたします。 

予算額が71万9,000円ということで、昨年の同

じ金額が計上されておりますけれども、毎年同じ

金額で、新しい販路は開拓できているのでしょう

か。 

○脇本美三水産漁港課長 販路拡大ができたのと

かというお尋ねでございますが、まず、この事業

の目的をちょっとお話させていただきたいと思い

ます。 

地場の水産加工品等の販売促進と販路拡大を目

的といたしまして、網走市とゆかりのある首都圏

の飲食店チェーン企業、あるいは大手のビール

メーカー、それから東京網走会、厚木市などの友

好都市、そういったところと連携をいたしまして、

多様な販売戦略の構築を図ろうというのが主たる

目的でございます。 

具体的には、首都圏の飲食店チェーンにおける

網走の食材を活用したフェアの開催ですとか、大

手ビールメーカーとの連携をいたしまして、首都

圏への地場水産物の販路拡大を図ろうというのが

事業の内容です。こうしたつながりと、信頼関係

を地道につくり上げていきながら、新たな企業や

団体との関係性の構築も目指していこうというも

のであります。また、東京網走会の会員や友好都

市の厚木市の職員の皆様への地場水産物のＰＲや

あっせん・販売など行っているところでございま

す。 

販路拡大でございますが、そういう意味では、

この事業は、ゆかりのある企業や団体様との関係

性を維持・発展をさせながら、新たな関係性構築

も視野に入れた取り組みでありますし、そういう

意味では、大変地道な取り組みなのだろうなとい

うふうにも思っているところでございます。 

そんな中にあって、昨年、平成27年には大手

ビールメーカー様から、当市とはこれまでおつき

合いのなかった首都圏の飲食店の紹介を受けまし

て、地場の水産物の食材を活用していただいたと

いう例もありまして、一足飛びにはなかなか一度

には進まないかと思いますが、こういった地道な

取り組みというのは、今後も継続してまいりたい

なというふうに思ってございます。 

○永本浩子委員 地道な取り組みということでお

話がありまして、東京網走会も私も東京にいたと

きに行くと、網走のおいしいカニとかたくさんも

らえるチャンスがあるということで、結構人気が

ありまして、昨年も私の姉のところは参加できな

かったのですけれども、抽選で当たったようで、

送ってもらって大変喜ばれておりました。また、

そういったことが新しい販路に本当に結びつくよ

うに、また、これからも力を入れていっていただ

きたいと思います。 

それでは、次72ページのレイクサイドパーク・

のとろ管理運営事業についてお聞きいたします。

予算額1,210万円ということで、パークゴルフ場

とキャンプ場の利用状況をまずお聞かせください。 

○脇本美三水産漁港課長 利用状況でございます

が、平成24年度以降の利用状況についてお話をし

たいと存じます。 

 まず、パークゴルフ場ですが、平成24年度が１

万7,312人、平成25年度が１万6,517人、平成26年

度が１万6,269人、平成27年度が１万5,407人とい

うことで、やや微減傾向にあるのかなというふう

に思っております。一方、キャンプ場の施設でご

ざいますが、平成24年度が2,351人、平成25年度

が2,443人、平成26年度が2,425人、平成27年度が
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2,620人というふうになってございます。これら

を合わせますと、平成24年度が１万9,663人、平

成25年度が１万8,960人、平成26年度が１万8,694

人、平成27年度が１万8,027人となってございま

す。 

○永本浩子委員 パークゴルフ場がちょっと微減

ではありますけれども、キャンプ場のほうは少し

伸びてきているということで、この数字というの

は、近隣のパークゴルフ場やキャンプ場と比べる

と好調と捉えてよろしいのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 この北網圏のパークゴ

ルフ場、無料・有料さまざまございますが、ゴル

フ場によってそれぞればらつきがありますが、減

少の激しいところでは、この三、四年の中で半分

ぐらいに減ってしまったとか、平均すると大体８

割程度、この４年間ぐらいの間で２割程度落ちて

いる中では、９割水準を維持していますから、

95％ぐらいになるかと思うのですが、健闘はして

いるほうだというふうに認識しています。 

○永本浩子委員 健闘しているということで、少

し安心いたしました。そこで、のとろのパークゴ

ルフ場は、虫に刺されて大変だという話を聞いて

いるのですけれども、利用者からそのような声は

上がっているのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 虫に刺されて大変だと

いうことですが、私どもとしてもキャンプ場、あ

るいはパークゴルフ場含めて利用者の方々のアン

ケートですとか、毎回、御意見を伺う機会をつ

くってございますが、そういった中でも虫が多く

て大変だなという率直な御意見はいただいている

ところでございます。 

○永本浩子委員 それに対して、何か対策という

のは講じていらっしゃるのでしょうか。 

○脇本美三水産漁港課長 キャンプ、あるいは

パークゴルフ、それぞれアウトドアの取り組みで

ございますから、どうしても虫の対策というのは

それぞれ行っていかなければならないなというの

は共通認識だというふうに思いますが、ただ、施

設の運営に当たって、そういった蚊を中心とした

虫がふえないような努力ということで、指定管理

者のほうにもお願いしながら、雨の後の水たまり

をスポンジで水を吸って早く乾くようなちょっと

努力をするですとか、そういった対策は可能な範

囲で行っているところでございます。 

 また、センターハウス内の売店に虫除けスプ

レー等も販売してございますので、事前にお客様

が用意しなくても防虫対策がとるような環境は、

できているのかなというふうに考えてございます。 

 ただ今後は、より防虫対策を利用者の方に促す

ことを考えたほうがいいだろうということもあり

まして、例えば、パークゴルフ場の団体利用の申

し込みの際ですとか、あるいはキャンプ場の申し

込みがあった際に、そういった対策をお願いしま

すということを一言添えるとか、あるいはホーム

ページ等を活用して防虫対策を呼びかけたいと

いった、そういったことをちょっと考えていきた

いなと思っています。 

○永本浩子委員 ぜひ、パークゴルフ場もキャン

プ場も決して無料ではなく有料で、そしてまた、

ある程度の人気もあるということで、特に私は、

たくさんの人がいても私だけ虫に刺される率がす

ごく高い人間なので、虫というのはちょっと一番

気になるところなので、そういったきちんと対策

を講じるということで、また、より気持ちよく

使っていただけるのではないかと思いますので、

事前のちょっとした一言であっても大事になって

くると思います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、74ページの企業誘致プロモーション

事業についてお聞きいたします。予算額が137万

8,000円ということで、事業の内容と具体的なプ

ロモーション先があれば教えていただきたいと思

います。 

○田口徹商工労働課長 企業誘致プロモーション

事業についてですけれども、事業の内容につきま

しては、千葉県の幕張メッセで行われております

データセンター構築展におきまして、データセン

ターの誘致活動を行ってきているところでござい

ます。 

○永本浩子委員 今、データセンターの誘致活動

ということでお話がありましたけれども、どれぐ

らい進んでいるのか、進捗状況等教えていただけ

ればと思いますが。 

○田口徹商工労働課長 本事業につきましては、

平成26年度から開始した事業でございまして、当

初は全く網走市がデータセンターに誘致に行くと

いうことはなじみがなくて、皆さん不思議に見ら

れていたような状況だったのですが、ことし２年

目ということもありまして、昨年に引き続きつな

がりのあるということもありまして、窓口に「昨

年も来ていましたよね」というような声をかけて
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いただいたりしているところです。毎年行ってい

ろいろと意見を聞いてきて、そこには礼状なりを

出したりしているのですけれども、具体的に誘致

が進んでいるという状況には、残念ながら今のと

ころはない状況です。 

○永本浩子委員 データセンターを誘致しようと、

網走市に誘致しようと思った要因というのは、一

体どういったところにあるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 データセンターの関係な

のですけれども、東日本大震災以降、道外のＩＴ

関連企業におきましては、危機管理に関する関心

が高まりまして、首都圏などを中心としている企

業や施設の分散化が図られる動きが活発化になっ

たという背景がございます。こうしたことから、

首都圏で開催される展示会に出展しまして、市内

の工業団地へ積極的な誘致を図っていこうと考え

たものでございます。 

○永本浩子委員 道のほうも、このデータセン

ターの誘致に力を入れているというお話もちょっ

と聞いているのですけれども、そういったところ

の動きはあるのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 北海道のほうでは、デー

タセンター誘致に向けました地域構想特定支援事

業というのを行っておりまして、今年度におきま

しては、網走市が採択を受けておりまして、網走

としての課題や優位性を道とそれから専門家とと

もに整備しまして、今後の誘致活動に向けた取り

組みを進めさせていただいているところでござい

ます。 

○永本浩子委員 北海道だと、何かあったときも

そのデータを失われずに済むということで、条件

的には北海道はとても適していると思うのですけ

れども、道内で既にこのデータセンターの誘致が

できているところというのは、現在あるのですか。 

○田口徹商工労働課長 有名なところでは石狩市

の「さくらインターネット」などというのは、大

規模なデータセンターを誘致しておりますけれど

も、そのほかでは旭川あたりでもデジタイズとい

う、小規模なデータセンターも誘致しているとこ

ろもあります。 

○永本浩子委員 もし網走が、このデータセン

ターを誘致できた場合、雇用というのはどれぐら

い見込んでいらっしゃいますか。 

○田口徹商工労働課長 データセンターの規模に

もよるので一概には言えないのですけれども、今

言いました旭川あたりの規模ですと、14名ほどの

新規雇用が生まれているというふうに聞いており

ます。 

○永本浩子委員 旭川で14名というとちょっと、

もう少し人数がいるのかなという思いもあります

けれども、でも誘致ができるといろいろな税金の

関係でも、網走市にとってはとてもいいことだと

思いますので、これからの誘致に対する計画とい

うのはどんなふうになっておりますでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 先ほど申しました北海道

の支援事業で、網走の課題や優位性などをいろい

ろ検討しているのですけれども、今年度におきま

しても３回ほど、道から来ていただきましていろ

いろ検討しまして、来週になりますけれども、３

月23日に札幌のほうで道内のデータセンター関連

企業、それから道外の実際にデータセンターの事

業者40社程度と聞いていますけれども、そこを道

のほうで集めていただきまして、そこで網走の

データセンターに対するプレゼンテーションをさ

せていただくことを予定しております。 

それから、新年度に入りましては、本事業につ

いて、また幕張のほうに行って取り組みたいとい

うふうに考えております。 

○永本浩子委員 来週に絶好のチャンスのプレゼ

ンテーションがあるということで、網走は本当に

災害が少なくて、女満別空港からも近いなど、ア

ピールできるポイントはたくさんあると思います

ので、プレゼンテーションではぜひ頑張って、誘

致獲得に向けて力を尽くしてきていただきたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは続きまして76ページ、観光消費動向調

査についてお聞きいたします。 

 新規事業として300万円の予算が計上されてお

りますけれども、観光に力を入れている網走の取

り組みが的外れにならないためにも、大事な取り

組みだと思いますけれども、具体的にはどのよう

に調査を進める予定でしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 観光消費動向調査事業で

ございますけれども、こちらの事業につきまして

は、網走市としては平成18年度に観光経済調査の

実施をさせていただいていると、こういう実績が

ございます。そのときから10年の経過をしており

まして、旅行マーケットの環境を見回しますと、

よく言われる団体旅行から個人旅行とか、あるい

はインターネット・ウエブそうした環境の中にお



 

－ 101 － 

手軽な旅行とか、さまざまな旅行環境の大きな変

化がございます。 

最近、特に目立つのは、網走にたくさんの海外

からのお客様も大勢いらっしゃると、こういった

大きな環境変化がございます。こうした環境に対

して、少しでも観光振興政策を効果のあるものに

していくと、こういうことできちっとしたマーケ

ティングが必要であると、こういう観点から28年

度にこの調査事業を実施したいと、こういうこと

で考えております。 

調査の方法でございますけれども、観光客が多

く立ち寄る施設、宿泊施設、あるいは見学入場施

設、あるいは道の駅、駅、バスターミナル、こう

いったところにおきましてアンケート、あるいは

調査員から調査員のヒアリング、こうした手法を

用いまして一定数のサンプリングをシーズンの幾

つかに分けて情報を集約し、統計的処理をさせて

いただいて、動態、あるいは動向の調査をさせて

いただくと、こういう形でと考えております。 

○永本浩子委員 今、シーズンを分けてというこ

とでお話がありましたので、ということは１年間

をかけて調査をするということでよろしいでしょ

うか。 

○二宮直輝観光部参事 基本的には、１年の調査

期間ということでございます。 

○永本浩子委員 １年かけて調査をするというこ

とで、今、確認させていただきましたけれども、

例えば、28年の夏に関する調査結果は翌年の29年

の夏に反映できるように、また、28年の冬の結果

は29年の冬に生かせるような、そういうようなス

ピード感を持って対応していただきたいと思いま

すが、この点についてはいかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 基本的に調査でございま

すので、大きく網走の観光の動向を見ますと、夏

の大きな動き、それから冬の大きな動き、ここの

情報というのは大変貴重かと思いますので、この

情報をきちっと調査、集約をするということがま

ず１点。 

今、御質問の少しでも早くということでござい

ますので、これは実際に受託、あるいは受託をし

ていただける調査会社との打ち合わせになります

けれども、少しでも集約できた結果を反映できる

ような、そうした報告を求めていきたいと思いま

す。 

○永本浩子委員 よろしくお願いいたします。 

また、この調査でわかった結果を、それをどう

生かしていけるかというのが、最も大事なポイン

トになると思いますけれども、網走市内のあらゆ

る角度の観光業界の方たちとの連携というか、そ

ういったところの気持ちの連動感というか、そう

いったところはどのように考えていらっしゃいま

すでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 観光事業者さんとの連携

の御質問でございますけれども、前段に調査の方

法について申し上げましたけれども、観測地点が

観光事業者さんの施設内、あるいは施設周辺、例

えば、宿泊施設であれば、まさに宿泊のお客様に

宿泊施設に一定の調査の御依頼をして御協力いた

だくと、こういうような手法も考えられるわけで

すので、今、委員から御指摘のとおり、十二分に

連携をとらせていただいて御協力をお願いし、一

方はこうした貴重な情報につきましては、少しで

もフィードバックをさせていただくと、こういう

連携をとっていきたいと思っています。 

○永本浩子委員 ぜひよろしくお願いいたします。 

また今、高齢者や障がいのある方にも安心して

宿泊していただくために、おもてなしの心と安全

な介助技術を身につけるサービス介助士の学びを

積極的に導入している宿泊施設がふえております。

また、宿泊施設だけでなく、さまざまな企業も社

員のスキルアップやサービス向上のために導入す

るところがふえており、網走も観光協会の方々を

初め、一般市民もこうしたおもてなしの心を身に

つけていけると、国内外からの観光客の皆様にも

安心して来ていただくことができ、また喜んでい

ただいてリピーターもふえていくのではないかと

思いますが、こういった点はいかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 介護士のということでご

ざいますけれども、サービス介護士につきまして

は、当市としてはふやしていきたいという形で、

取り組んでいきたいと思っています。 

○永本浩子委員 ぜひ、そういった取り組み、力

を入れていただきたいと思います。 

 それでは、次に76ページの冬期イベント開催事

業についてお聞きいたします。 

 予算が300万円ということで、このイベント事

業は網走湖畔から天都山にイベントを移して行っ

たものだと思いますけれども、きょうの網走タイ

ムズにも１万2,000人という数が出ておりました

けれども、実際移してみて、結果はどうだったの
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か教えていただきたいと思います。人数と収益の

面から、具体的な数字でお願いいたします。 

○伊倉直樹観光課長 冬期イベント開催事業につ

いてのお尋ねでございます。 

今年度につきましては、これまで網走湖上で実

施しておりました「北の新大陸！あったか網走」

について、入り込み数の減少等やさまざまな理由

から８月１日にオープンをいたしましたオホーツ

ク流氷館に会場を移しまして、あったか網走流氷

絶景スライダーとして、チューブ滑り、氷の滑り

台、ポニーの乗馬体験など有料メニューと、氷の

イグルーや週末イベントの開催を実施し、事業を

展開したところでございます。 

新聞にも書いておりましたが、期間につきまし

ては、１月30日から３月７日までの38日間という

状況でございました。期間中の来場者につきまし

ては、延べ人数で約１万2,000人という状況でご

ざいまして、昨年の暴風雪などに見舞われた、

あったか網走の入り込み数につきましては、昼と

夜、合わせまして１万1,500人でしたので、初回

開催としては、まずまずの入り込みであったので

はないかというふうに思っているところでござい

ます。 

また、絶景と雪、それから氷を体感できるスラ

イダーというのは、特に外国人観光客の方には大

変御好評をいただいておりまして、網走観光の満

足度の向上に、大きく貢献したのではないかとい

うふうに考えております。 

また、近隣市町のファミリーの方たちが楽しむ

姿も週末などには見られまして、会場のにぎわい

創出にもつながったのではないかというふうに考

えております。 

○永本浩子委員 地元の方からも愛され、観光客

の方からも喜ばれるというのがとてもいいことだ

と思いますけれども、収益的には網走湖畔で行っ

ていたときはなかなか収益が上がらずに、ちょっ

とその点が大変心配されていたと思いますけれど

も、天都山に移ってからの収益面はどのように

なったでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 今回のイベントにつきまし

ては、収支につきましては、黒字の見込みという

状況になっております。 

○永本浩子委員 それを聞いて安心いたしました。 

今回やった初めての流氷絶景スライダーなど、ほ

かではなかなか味わえない景観の中での催しは、

私もかなり評判がよかったのではないかと思って

おりますけれども、終わってみてよかった点とま

た反省点、そういった課題点がどんなことが上げ

られているのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 現在、事業を委託しており

ます株式会社網走観光振興公社と事業の成果の報

告について取りまとめを行っておりますが、小学

生以下のお子様が体験できるアクティビティーが

若干少なかったという御指摘を受けていることも

ございまして、この部分につきましては、来年度

の事業の反省点としていきたいというふうに考え

ております。 

 また、週末のイベントにつきましても、市民や

観光客が多く参加できるメニューの構築、また、

ほかの冬イベントや冬観光と連携した事業の構築

につきましても、２年目以降は検討してまいりた

いというふうに考えております。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

 今回は初めてということで、スケジュール的に

もＰＲ不足だったというのは否めないかと思いま

すけれども、この点に関しても今後、どのような

形で取り組んでいく予定になっておりますでしょ

うか。 

○伊倉直樹観光課長 先ほども若干お話させてい

ただきましたが、今回のいろいろな課題を踏まえ

まして、次年度に向けての内容を早急に確定しま

して、紙媒体やウェブ等で積極的にＰＲを図って

いきたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 網走の新しい観光スポットとい

うことで、今後、さらにまた力を入れて取り組ん

でいっていただきたいと思います。 

 それと関連するかもしれませんけれども、同じ

ページの天都山エリア魅力構築事業150万円とい

うことで、昨年からの継続事業ということになっ

ておりますけれども、具体的な事業内容はどのよ

うなものなのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 天都山エリアには、名勝天

都山という景勝地の中に、天都山展望台、オホー

ツク流氷館、また博物館、網走監獄、北方民族博

物館、道立オホーツク公園などの施設や飲食の

ショップ、収穫体験の果樹園など、魅力的な施設

等が集積している状況になっております。 

 さらに昨年は、天都山展望台、オホーツク流氷

館のグランドオープン、また道立オホーツク公園

の野外遊具の増設、博物館、網走監獄の旧網走刑
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務所建築物の重要文化指定などニュートピックも

多くございまして、網走市観光振興計画、網走市

まち・ひと・しごと創生総合戦略の中におきまし

ても、観光施策といたしまして天都山エリアの魅

力構築を目指すということになっております。 

 このような中、天都山エリアの魅力構築事業に

つきましては、観光施設が点在する天都山周辺に

おきまして、エリアとしての魅力を向上するため、

戦略の策定を行いまして、誘客の促進などを行う

ことを目的としているところでございます。この

天都山エリアを面としてとらえまして、個々の施

設の魅力をエリア全体の魅力として観光客はもと

より、市民も寄り添うような居心地のよい空間を

創出しまして、来訪者の滞在時間の増大と交流人

口の増加を図りまして、天都山エリアのにぎわい

創出を図りたいというふうに考えております。 

○永本浩子委員 今、お話を伺いまして、網走の

観光の課題というのが点から線に、線から面にと

いうことで、ばらばらだった部分をどうつなげて

いくかということが一番の課題で、この天都山と

いうエリアを使って、そういった課題が一つ大き

く変えていければ、大変いい取り組みだと思いま

す。そのためにも、あそこに点在している各事業

者さんたちの意識の変革というか、連帯感という

か、そういったものが大事になってくるかと思い

ますけれども、そういった点は去年１年間やって

みて、どういう感触がありますか。 

○伊倉直樹観光課長 今年度、平成27年度につき

ましては、天都山エリアの魅力を引き出すために、

地域振興に精通しております専門家であります、

玉置氏によるエリア内の施設のフィールドワーク

を実施いたしまして、現状分析を行い、さらに観

光施設や飲食施設、果樹園へ個別のヒアリングを

実施した後に、主役となるエリア内の事業者の

方々とのワークショップも開催をいたしまして、

事業の方向性の合意形成を図ったところでござい

ます。 

 その中で個々の活動だけではなく、エリア内の

事業者が情報共有と交流を持つことで、天都山エ

リアのネックレス化を目指すことの重要性を確認

したところでございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

 例えば、果樹園に来て、そこで果物をとって終

わり、どこかの博物館に行って、そこに行って終

わりというのではなくて、お互いにもっとほかに

も近くにこういったところがありますよ、こう

いった内容やっていますよということのお互いの

情報発信をし合いながら、エリアとして大きく育

てていくということは、私も大変大事なことだと

思いますので、そういった形でこれからきちんと

魅力ある観光スポットの構築に期待をしておりま

す。よろしくお願いいたします。 

 それでは76ページ、同じく外国語ホームページ

更新事業についてお聞きいたします。 

 今、インバウンドの情報源が、ほとんどネット

からと言われておりますので、網走市としても魅

力あるホームページづくりというのは、大変大切

な事業だと思いますけれども、現在、網走市の

ホームページは何カ国語で対応していらっしゃる

のでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 網走の観光の情報発信で

ございます。「旅なび！網走」のホームページの

御質問でございますけれども、ただいま外国語に

ついては４カ国。英語、中国語では簡体字・繁体

字、それからハングル語の４カ国語でございます。 

○永本浩子委員 了解いたしました。 

 今、台湾のお客様が大変多いということで、そ

の対応で、さらに広がってくればいいかと思いま

す。また、更新の時期や内容面で工夫している点、

アクセス数等も教えていただければありがたいで

す。 

○二宮直輝観光部参事 「旅なび！網走」の外国

語のホームページについてでございますけれども、

情報の更新につきましては、今、１年に１度それ

ぞれの国、言葉・言語を更新するというタイミン

グで更新をさせていただいております。 

 それから、アクセス数でございますけれども、

この１年間、アクセス数の数字が手元にございま

すのでお知らせ申し上げますと、繁体字、これは

台湾、あるいは香港かと思いますが、１万6,937

アクセス、それから簡体字が2,198、英語が6,429、

それからハングル語が1,394、ちなみに前年比の

アクセス数でいきますと、ほぼ130％の伸びとい

うことでございます。 

○永本浩子委員 130％の伸びということでお話

がありましたけれども、多分、この数字だと、か

なり低いアクセスなのではないかと思います。

ホームページ、今、開設しているということで海

外宣伝広告事業にも載っておりますけれども、

フェイスブックがホームページに導入するための



 

－ 104 － 

入り口として大変有効だと思いますけれども、見

た人が思わず「いいね」を押したくなるような工

夫というのはあるのでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 まず、ホームページにつ

きましては、基本的には「旅なび！網走」とでき

るだけ情報量を近づけた、全く同じ情報量は掲載

できませんので、少しでも情報量を近づけた公開、

あるいはアップをしているということでございま

す。というので、できるだけ旬の情報をタイミン

グよく発信をすると、こういう工夫をさせていた

だいております。 

 それから、特に中国語でございますけれども、

こちらについては今御質問ございましたフェイス

ブックへの広告連携では、大変繁体字のことし、

去年、伸びが大きく伸びているということで、

フェイスブックの効果というのは上がっておりま

す。 

○永本浩子委員 年に１回の更新でいいのかとい

う点や内容の工夫ということも、ほかの人気の

ホームページ等も研究していただきながら、少し

でも魅力あるホームページづくり、また、フェイ

スブックの活用ということをお願いしたいと思い

ます。 

 次に、施設めぐり観光バス運行事業についてで

すけれども、これは多分、団体客ではない個人の

観光客のためのものだと思いますけれども、具体

的な事業の内容はどういったものになっておりま

すでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 御質問の施設めぐり観光

バス運行事業でございますけれども、こちらの市

街地バスターミナル、冬期間は道の駅と天都山エ

リアにございます各施設へのループバスを、バス

事業者が運行しない閑散時によっても運行するも

のでございます。平成27年度は、閑散期の平日も

加えた交付金を活用させていただいて、通年運行

で実施をしたものでございます。利用状況から、

モヨロ貝塚ルートについては、平成27年度から廃

止をしております。 

 以上でございます。 

○永本浩子委員 ありがとうございます。ちょっ

と時間がもうなくなってきたようなので、今、車

内アナウンスは中国語が入っていないということ

を聞いております。先ほども台湾の方が多いとい

うことで、車内アナウンスに中国語を入れていた

だきたいということと、また、ガイドのいないワ

ンマンカーということですけれども、例えば、網

走の検定を通った方や英語が得意な方などに、ボ

ランティアガイドをお願いするという形で工夫し

ていただきたいと思います。 

 また、団体だと網走を観光した後、知床や阿寒、

摩周に宿泊されてしまう通過型が多くなりがちで

すけれども、個人や少人数の観光客は滞在型の切

り口になる可能性が高いので、人数の増加は少し

ずつかもしれませんけれども、こういった点も

しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

 また、外国語リーフレットの作成事業も予算が

一気に10倍にふえているということで、かなり力

が入ったことしの取り組みになっていると思いま

すけれども、宣伝の最大の武器になるリーフレッ

トですので、ぜひ、さまざまな点を工夫して行っ

ていただきたいと思います。 

 以上で、私の質問終わらせていただきます。 

○平賀貴幸委員長 ここで、暫時休憩いたします。 

午前10時57分休憩 

───────────────────────── 

午前11時08分再開 

○平賀貴幸委員長 休憩前に引き続き、再開をい

たします。 

 質疑を続行いたします。 

 栗田委員。 

○栗田政男委員 私のほうからは、労働費部門の

まず、シルバー人材センターについての予算につ

いてお伺いをしたいと思います。 

 昨年と同じ同額の計上がされておりますシル

バー人材センター、これに至った経緯についてま

ず御説明をいただきたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターの

補助金の額ですけれども、本年度の額につきまし

ては922万1,000円、昨年同様というふうになって

おります。これは全体事業費が、一定のレベルで

推移しているということもあります。そういうこ

とで、昨年同額の補助金というふうになっており

ます。 

○栗田政男委員 事業規模が一定レベルで、安定

した事業内容だったということだと思うのです。

当然、同じ額だから同じ額の執行ということに

なったのかなというふうに理解をさせていただき

ますが、シルバー人材センター、長い歴史を持っ

ている事業であります。それで少しずつ熟成をさ

れて、当市においても、かなり成熟した組織に
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なっているように感じております。そういう中で、

当市のいろいろな事業の中でも、欠くことのでき

ない組織であるというふうに位置づけられている

というふうに言っても、過言ではないというふう

に思っています。 

2012年は、公益社団に法人化されたという部門

でありますので、この事業、非常に高齢者のある

面で生きがいだったり、今まで人生の中で培って

きた技術ノウハウが、社会に還元される大切な事

業であるというふうに考えております。花いっぱ

い運動等で利用される花苗も、このセンターでつ

くられているふうに聞いていますので、これから

もぜひとも積極的な支援をしていただきたいので

すが、聞くところによりますと、昨今の事情が少

し変わってきて、いろいろな管理作業で主に人を

雇って活用するわけではないので、単発で人材を、

労働力を派遣するいわば労働派遣に当たるのです

ね。 

これは、この法人格が特例で届けを出すことに

よって、それが認められているわけですから、全

く法的には問題ないのですが、そういう中で、例

えば今、草刈り機、昔は資格等が要らなかったの

ですが、チェンソー等ああいう小さな機械、普通

に使える機械が今、有資格者でないと使ってはい

けないというルールに変わってきています。 

そういう中で、多分、このシルバー人材の皆様

にもそういう資格等の取得、そんなに高額ではな

いのですけれども、に係る費用も必要になってく

るケースも出てくるのではないかと思うのですが、

こういう部分について原課として、このセンター

のほうから打ち合わせ等で聞いた経緯がございま

すか。 

○田口徹商工労働課長 先ほど、平成28年度の事

業の予算化922万1,000円というお話しして、昨年

と変わりないというお話ししたのですけれども、

実はシルバー人材センターの補助金というのは、

市の補助金と国の補助金と二つになって使ってお

ります。 

それで以前は、国の補助金と市の補助金がほぼ

同額で推移していた。市の補助金というのは常に

国の補助金よりも、少しでもいいから高い金額で

なければならないという条件にありまして、必ず

市の補助金は国の補助金を上回る形でとって   

いたわけです。それでしばらく一定のレベルで推

移したのですが、平成22年から若干、国のほうが

下げる。これにつきましては、市のほうでは国の

ほうに下げないように要請はしたのですけれども、

下げたと。そういう状況がございまして、市のほ

うは、一定の補助金のレベルを維持してきたとい

う経緯にございます。 

今ほど、栗田委員のほうから派遣のお話があり

ましたが、これが昨年から行われておりまして、

ことしはまたさらに制度が変わりまして、派遣の

費用の補助金を上げることも可能だったのです。

上げれば、当然、市のほうの金額も上げなければ

ならないという状況になるわけですけれども、そ

こでシルバー人材センターと協議しまして、ただ、

事業費を上げれば、当然それだけの事業をしなけ

ればならないということになる。ただ、それだけ

の事業をするだけの体力は、今のところないとい

うことで、今のこの補助金でちょうど適当な事業

になるということを確認の上、ことしはこの金額

にさせていただいたという現状であります。 

○栗田政男委員 予算の範囲の中で、そういう資

格等に対応できる柔軟性が持てるという、弾力性

があるということで理解をするしかないのかなと

いう気がします。 

もちろん今、課長のほうから答弁があったよう

に、そういう形の中で協議ををしながら、いろい

ろなものがやっぱり変わってくると思います。ま

すますこの部分は、60歳から健康で働く意欲のあ

る人がこれにかかわってくる。もしかすると、本

当にフルタイムに近いような方も出てくるのかな

と。現実にいるかどうかはまた別なのですが、そ

ういう部分も含めて、これからますます当市にお

いても非常に重要なウエートを占める事業ではな

いかと思うので、引き続き商工としてもしっかり

とこの内容検討。補助金ですから、やっぱりしっ

かりとした結果ももらわなくてはいけないですし、

そういう精査をやっていただきたいということを

お願いしたいと思います。 

 続きまして、花火大会の魅力アップ事業につい

てお尋ねをいたしたいと思います。 

 この事業、当市が予算をつけてから場所も変わ

り、非常に市民が楽しみにしている事業の一つで

あります。まずは、多分今の御時世、あれだけ立

派な花火を上げるとなると、総事業費というのは

非常に高額なものになっているのではないかとい

うふうに理解をするのですけれども、予算の上で

は市の補助として200万円の計上でございますが、
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総体的な予算、実行委員会から多分来ていると思

いますので、それを教えていただければなという

ふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 平成27年度の実施状況で

すけれども、花火大会の総事業費につきましては、

1,462万9,631円というふうに報告を受けておりま

す。 

○栗田政男委員 約1,500万円近い。以前、港地

区で奥のほうというか、本当の網走湖のほうで行

われたときの予算も聞いていますけれども、それ

から見ると、かなり１箇所の花火大会としては高

額になってきていると思います。 

当然、花火も高度化、すばらしい芸術性のある

ものが開発されて、今までにない魅力ある花火大

会が実施されていると思います。これは主に実行

委員会の方というか、はっきり申しますと、商工

会議所の皆さんが手弁当で、この花火大会の事業

を運営されているというふうに聞いております。

いろいろな企業を回り寄附を集め、一生懸命この

網走の花火大会を成功させるために尽力された結

果、市民誰もがあの花火大会を見て、本当に心潤

ういい花火大会に成長していると思うのですが、

そういう部分も考えたときに、今後ますますいい

規模に拡大していくということが、私は可能性と

してあるのではないかと思うのですけれども、原

課として、その辺の考え方をお聞かせいただきた

いと思います。 

○田口徹商工労働課長 花火大会の補助金の関係

ですけれども、この補助金につきましては、平成

24年度から補助をさせていただいておりまして、

それ以来、200万円の補助金という形になってお

ります。 

それで来年につきましては、この花火大会第70

回を迎えるということもございまして、規模も拡

大になるというふうに聞いております。それで事

業費の関係等につきまして、会議所さんの事務局

のほうとも相談させていただいたところなのです

が、別件の補助等も考慮しているということもご

ざいまして、当面、市のほうについては例年どお

りの範囲でお願いしたいという話を伺ったもので

すから、それを計上させていただいたところでご

ざいます。 

○栗田政男委員 70回大会ということですから、

節目の大会になろうかと思います。せっかく市の

大会で、花火大会ですから、豪華に大きな規模に

なると思うのですけれども、僕はその以後もその

規模ぐらいのものはずっと成長していって、この

辺ではやはり十勝の勝毎の花火大会、すごく有名

ですごく集客があって、費用対効果だけの花火大

会ではないと思うのですね。それは市民も参加、

もちろん観光の方も、よそから来る方、近隣市町

村から来る方もしっかりとこういう楽しみにして、

花火を見ておもしろくない人は誰もいないと思う

のですよ。 

やはりすばらしい花火を、個人では小さい規模

では上げられないものをしっかりとした形で上げ

るということは、もしかすると、網走の底力を見

せる大切な部分ではないかなというふうに私は思

いますので、ぜひとも力を入れてやっていただき

たいのと、予算は商工会議所の皆さん、非常に

ジェントルマンですから、謙遜なさって予算要求

は過分にはしないのかもしれませんが、僕はやは

りしっかりと予算づけをしてあげて、バックアッ

プしてあげるべきだと。企業の皆さんもそれなり

にそれ増額ということは、みんなそれぞれ考える

と思いますので、本当に一生懸命この事業に関し

ては皆さん、まち一体となってやっている事業と

いうふうに認識をしていますので、お願いをした

いというふうに思います。 

花火大会のほうは、それで終わらせていただき

ますが、続きまして観光の部分に入ります。 

大曲湖畔園地の整備事業の部分で、昨年よりは

かなり減額にはなっていますけれども、この整備

事業の概要についてお伺いをしたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 大曲湖畔園地の整備費の関

係についてでございます。 

28年度につきましては、27年度とそう大きく変

わる部分はありませんが、芝生スペースの面積が

ふえたことで、維持管理費が増額になっているこ

とと、収穫体系としてのアスパラ圃場の拡充があ

ります。予算の減額の大きな理由といたしまして

は、27年度に実施をしました園路の乳剤補修工事

が終了したということから、その分が減額になっ

ているという状況でございます。 

○栗田政男委員 毎度そのように、この部分につ

いても非常に気になる部分がございますので、質

問させていただいております。 

アスパラの圃場整備ということと、去年、芝生

を、ここマラソンに活用したということがござい

まして、広大な面積の芝生化を行っています。芝
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生ですから、植えておけばそれで済むというもの

ではなくて、管理をしながら黙っていると、多分

あの場所ですとタンポポ畑、クロバー畑になるの

かなと思います。そういう対策もしていかなくて

はいけないのかなというふうに思いますし、こと

しもあの場所でマラソンのイベントが、多分、ど

ういう形の活用になるかは別にして行われる予定

だと思いますので、それも含めてしっかりとやっ

ていただきたいなというふうに思います。また、

これも毎年いろいろな形で質問をさせていただい

ていますが、今のトイレ事情、今の建物、建物と

申しますか、既存のあったものを今、活用してい

るのですけれども、そういう中でもう少しきちっ

とした機能、もう少しちゃんとしたトイレを設置

するなり、休む場所も、あそこ結構前には災害が

あったり、通り道になっている場所ですから、そ

ういう時に避難する場所等が、余りにも今の状態

では粗末ではないかなという気がするのですが、

その辺についての再度お考えをお聞きしたいと思

います。 

○伊倉直樹観光課長 簡易トイレ、それから管理

棟につきましては、かねてより懸案になっており

まして、種々御指摘をいただいているところでご

ざいますが、園地の整備を行っていく中で、引き

続き検討してまいりたいというふうに考えており

ます。 

○栗田政男委員 ぜひともその検討は休まなく、

いつかはつくらなくてはだめな時期が来ると思い

ます。それは大きなあそこのビジョンというか、

絵が描かれたときがやっぱり、場所の選定も一つ

あろうかと思います。今の場所にそのまま建てる

ことが、将来にわたっての園地の活用方法の中で

ベストのものかという選択もしなくてはいけない

でしょうし、そういうことがあるからいろいろと

検討しているということが現実だと思うのですが、

やはりそれはどこかの段階でしっかり決断をして、

前に進めなければいけない大切な部分ですし、

せっかくあれだけ広大な網走の宝である観光園地

と呼べるものがあそこに存在するのですから、活

用をもっと積極的な活用をするべきではないかな

というふうに思いながら、また来年も多分するで

しょうけれども、この問題については、引き続き

注視をしたいと思います。 

 続きまして、サンゴ草の群生地の育成事業につ

いてお伺いをいたします。 

 これも不幸な事故から奇跡的な回復を遂げて、

昨年については、ほぼ七、八割と言われています

けれども、見事な数々の皆さんの御尽力によりま

して復活をされた事業であります。本年度も昨年

同様程度の予算が計上されております。この内容

についてお教えいただきたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 サンゴ草群生地の整備保全

事業についてでございます。 

 28年度につきましては、サンゴ草の保全を中心

とした整備事業を実施することといたしまして、

大規模な群生地整備は行わない予定をしておりま

すが、これまで行ってきましたサンゴ草の生育調

査、それから植生の保全のための耕運や河口部へ

の堆積土のしゅんせつ、地形測量、地下水位の観

測など、最低限の調査を行いたいというふうに考

えております。 

 また、28年度の事業の拡充分といたしまして、

新たにサンゴ草の生育不良から復活までの歩みを

まとめた報告書を作成する予定をしております。

今後も引き続き必要な調査や環境整備を継続しな

がら、保全に力を注いでまいりたいというふうに

考えております。 

○栗田政男委員 お話を聞く範囲では、多分、徹

底的な最後という形ではないですが、ある一定程

度の今年度の予算執行をもって、この事業はある

程度の完遂といいますか、その状況になるという

ふうに理解してよろしいですか。 

○伊倉直樹観光課長 昨年の８月に復活宣言をさ

せていただきまして、おおむね８割程度、復活を

したということでなっていると思います。今後、

100％に向けて完全復活ということになると思い

ますが、その後も一定程度の保全、整備というの

は必要になるというふうに思っておりますので、

引き続き必要な支援というのはしていきたいとい

うふうに考えております。 

○栗田政男委員 ぜひとも、ことし100％のすば

らしい、前にもまさるとも劣らない群生地ができ

ることをお祈りするとともに、協力をしていきた

いというふうに思います。あそこには、私は日本

一だと思っている知り合いがやっている旅館があ

ります。ああいう形の旅館というのは、網走、当

市においては非常に貴重な形で、アットホームな

中にもしっかりとしたおもてなしをするすばらし

い、僕は日本一だと思っているのですね。そうい

うそういう旅館もございますし、あの地域、卯原
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内地区は今後も発展し続けること、このサンゴと

いうのは、非常にそういう上では大切な部分だと

思います。当市においても、欠くことのできない

観光資源であるというふうに思いますので、この

部分、しっかりとこれからも保全活動、我々も含

めて、議員の中には観光協会等に参加をしながら、

一生懸命御尽力されている方もいらっしゃいます

ので、協力情報等の密にとりながらやっていただ

ければなというふうに思います。 

 続きまして、宿泊バスツアー商品造成事業につ

いてお伺いをいたします。昨年も違った形で計上

はされていたのですけれども、このバスツアーの

内容についてお伺いをしたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 宿泊バス等商品造成事業

についての御質問でございますけれども、こちら

につきましては、昨年、内閣府の経済対策として

の消費喚起の交付金事業を使わせていただいて、

バス代の高騰、あるいは貸し切りバスを利用した

ツアーが造成しづらくなったと、こういった環境

に対してバス助成事業を実施したところ、想定を

上回る商品造成が行われ、閑散期の誘客につな

がった実績を残すことになりました。 

昨年度の反響が大きかったということから、今

年度、何らかの手だてを行いませんと、大幅な反

動減が予想され、激変緩和措置の必要性が高いと

判断をされることから、同様の宿泊バス商品造成

事業を実施させていただきたいということでござ

います。市内における消費喚起とバス事業者や宿

泊施設への誘客を目的に、貸し切りバス及び市内

宿泊施設並びに市内観光施設を利用した宿泊バス

ツアー商品の造成を促進し、活性化を図るもので

ございます。 

事業内容につきましては、昨年と同じスキーム

でございますけれども、網走市内の宿泊、１泊以

上の宿泊と、それから貸し切りバス利用の募集型

企画旅行商品の周遊型の商品を募集、造成募集を

していただく旅行会社にエントリーをしていただ

いて、当該商品を購入し、ツアーに参加する利用

者の方に、１名につき2,000円の助成をするス

キームでございます。助成金の規模としては、昨

年、それに比べまして一回り小さくなっておりま

すが、4,000名で対象の助成額は2,000円というこ

とで考えております。 

○栗田政男委員 今の説明を聞きますと、エー

ジェントさんが網走を絡めた周遊のツアーを考え

たときに、一人当たり2,000円の補助をするとい

うことで、宿泊のバス代とか、例えば僕のイメー

ジとしては、以前行われたように札幌からの周遊、

中央圏からの道内のお客さんを呼ぶためのバス代

の補塡だとか、そういう形かなと思ったのですが、

そうではないということでいいですか。 

○二宮直輝観光部参事 委員、御指摘のスキーム

でございますけれども、基本的には委員の御指摘

どおりの、基本的には貸し切りバスを利用した募

集型企画旅行商品ということでございますので、

おっしゃる商品が対象になると思います。 

○栗田政男委員 私が言っているのはバスを、要

するにインフラのところにお金をかけるのか、こ

れはパックですから、全部の全体の中で宿泊パッ

クになっているのですね、利用者というのは。そ

の中の補塡ということで、では違う聞き方をする

と、例えば、網走に１泊で知床に１泊というツ

アーを組まれたときにも、これは対象になるので

しょうか。 

○二宮直輝観光部参事 まさに、その対象になる

募集型企画商品そのものかと思います。 

○栗田政男委員 本来であれば、こういう商品に

形成をする段階では、できるならば網走連泊とい

うのが理想像ではありますが、何せやはり知床遺

産も含めたそういう発進力という部分から言いま

すと、網走もそれに絡めてもらうというようなス

タンスになるのかなというのも仕方ないような気

がしますが、ちょっと予算が2,000円で、果たし

てどのような効果があるのかなというのが、私自

身ちょっと疑問も残るのですが、全体これ例えば、

想定されているパック料金というのは幾らぐらい

を想定されますか。 

○二宮直輝観光部参事 旅行代金の想定でござい

ますけれども、ほぼ平成27年度のエントリーをし

ていただいた商品、あの商品の一定の額を申し上

げますと、やはり４万円から５万円くらいの２泊

３日のツアーが中心でございましたので、ほぼ同

程度の想定になろうかと思います。 

○栗田政男委員 そうすると、５％ぐらいの補助

という形になろうかと思います。それでどれだけ

の成果が出るかというのも、後から報告しっかり

もらいたいのですが、以前、いろいろな商品こう

いう企画の中で出されて例えばバス、来た人を宿

泊場所から市内のほうに誘致するために、タク

シーだとかいろいろなヘルパー代の補塡だとか、
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いろいろな事業を展開してきました。中にはバス

で、弾丸ツアーで網走に来てもらうというような

話もありました。 

非常に来てもらうということがまずは大切なの

で、来てもらえば何らかの経済効果というのは必

ず生まれるので、その基本スタンスは非常に間

違っていないことですし、札幌周辺、道央圏の

方々は、この道東に来たことがないという方もた

くさんいらっしゃいます。これだけ交通網、車網

が発達しても、やはり何かのきっかけがないと来

られない。それは非常に残念なことですし、同じ

北海道にいながら網走というものを理解していた

だけないというのは非常に寂しい話ですから、そ

れも含めてこの事業は引き続きしっかりとやって

いただきたいなというのと、2,000円が妥当かど

うかというのもよく検討なさってみていただきた

い今後の課題ではないかなというふうに思います。 

続きまして、網走観光協会の補助金についてお

伺いをいたします。 

昨年、この件についてもお願いをしました経緯

がございますが、増額になっているよう思います

が、その後、増額の要因についてお伺いをしたい。 

○伊倉直樹観光課長 網走市観光協会への補助金

についてのお尋ねでございます。 

観光協会への補助金につきましては、毎年、次

年度の事業要望を受ける中で、その事業内容をヒ

アリングいたしまして、事業費を精査した上で補

助金を決定しております。 

その仕組みといたしましては、28年度の補助金

につきましては、27年度から若干の増額をしてお

りますが、この要因といたしましては、近年、観

光協会が抱える業務量というのが相当増加傾向に

ございまして、職員、個々人の負担も大きくなっ

ている状況となっております。 

このため、職員の賃金やスキルの向上を図るた

めの研修費用など、観光協会全体の資質の向上と

事業量に見合った適正な補助金の交付を図ること

を目的として、今回、増額するものでございます。 

○栗田政男委員 非常に適切な判断かなというふ

うに思いますし、これからもどんどん需要が高ま

るばかりではないかなと。ここの部分、観光協会

の部分が窓口となって網走に来た方々、先ほどの

質問にも出ていましたいろいろな外国の方々が、

それに通訳等いろいろな形で対応するのは、やは

り窓口はあの観光協会がベストではないかと。そ

ういう部分で、いろいろな費用がこれからも発生

すると思います。それはしっかりと受けとめなが

ら、あそこをしっかりと補塡、管理していくとい

うのが、一番やはり網走にとっては有益かなと。 

 昨今、本当にインバウンドのお客様が大変いっ

ぱいいらっしゃって、来てくれるおかげで正直

言って網走の観光業の方も一息ついているのです

ね。今、やっと一息ふっとついたところなのです。 

今まではやはり呼びたくても閑散として、流氷、

いろいろなシーズン含めて、やはり思い通りの収

益、集客ができなかったという現状がありました

けれども、どこまで続くかは別問題ですけれども、

今、これだけ大勢の方が流氷を見たり、おーろら

に乗っていただいたり、網走で歩いて買い物をし

ていただたりという成果というのは、非常にあり

がたい話で、ぜひともそれに対応するというのは

タイムリーに、しっかりと対応してあげないとだ

めだ。 

そういう部分からすると、この観光協会の予算

づけというのは、僕は何度も言っていますけれど

も、もっともっとしっかりとつけてあげないと、

やはりあそこの団体というのも多分に営利を目的

でするわけではないですから、やはり補助の必要

性があるというふうに思いますので、引き続きこ

の部分もしっかりと対応を協議しながら、市を挙

げてバックアップをしていってほしいということ

をお願いいたします。 

 続きまして、農業分野のほうに入ります。 

 スマート農業推進事業の部分で、150万円の予

算が計上されております。この事業概要について

お伺いをしたいと思います。 

○川合正人農政課長 スマート農業推進事業の事

業概要についてでございますが、まず網走の背景

といいますか、この網走の現状につきまして説明

させていただきますが、網走市の畑作経営は、ま

ず家族経営が主体となっております。その中で土

地利用型農業で、30ヘクタール以上の大規模な農

地で、大型トラクターなどを用いて営農している

という現状にあります。 

また、担い手の高齢化や現在規模拡大の傾向も

ありまして、農作業の効率化、省力化が求められ

ている状況にもあります。今後、個々の農業経営

体の耕地面積の拡大が予想されておりますので、

経験の浅い農業者や女性の方でも農業機械を操作

できるような環境整備して、農作業負担の軽減を
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通して、さらなる経営規模の拡大に対応できる体

制整備が求められているというところであります。 

そうした中で、ＪＡオホーツクあばしりでは、

ＧＰＳガイダンスシステムを活用した農業の推進

が計画されているということであります。農協が

設置するＧＰＳ情報の発信基地局の整備に対する

支援を行いまして、網走市の農業の振興と安定を

進めていきたいということで、支援のほうをして

いきたいということになっております。 

ＧＰＳの基地局の整備内容についてでございま

すが、昨年、平成26年の補正予算で東網走の麦乾

施設に基地局を設置してございます。その基地局

から受信しますと、網走の末端のほうに行きます

と、やはり位置情報に誤差が出るということで、

ＧＰＳ基地局の増設ということが必要になったと

いうことでありまして、設置場所につきましては、

西網走地区、卯原内地区に設置をするということ

で、その事業費の支援として150万円の予算の計

上ということになっております。 

○栗田政男委員 丁寧に説明をいただきました。

ＧＰＳですから、通常は空の上から振ってくる電

波を受けるのですね、それで正確性がちょっと足

りないということで、地上波を複合的に多分受信

するシステムではないか。これはあれですね、農

業分野が一番先陣を切ってこの分野はやっている

のかなと思うのですが、これについては、今、時

代の流れですし、トヨタにしても日産にしても自

動運転システムというのも当然このシステムです

ね。 

これを高度化して、手を離していても目的地に

着けるような時代が、目先に来ているような気が

しますので、農業分野でＧＰＳの活用というのは、

今、課長がおっしゃったように、大型トラクター

はもちろんのことですが、当市において考えられ

るのは大型のコンバインが、季節になると大量に

刈り取り作業に入るわけですけれども、現場のオ

ペレーターの方々に聞くと、ＧＰＳを導入するこ

とによって数分の狂いがなく畝に出られるという

ことは、かなり効率的にアップするのだと。 

ということは、それだけ環境に対する負荷も少

なくなるし、いいことづくめではないかなと。投

資する費用がありますけれども、今後そういう形

で多分このＧＰＳというのはまだまだ発展するで

しょう。 

あと考えられるのは、今、悪い形で都市部のほ

うで利用されて話題になったドローンなのですが、

そもそもやっぱり測量だとかいろいろな部分に活

用するべきで開発されたものが、今後は多分、農

業分野に飛躍的に参入してくるのかなという気が

します。中に入らないでも農薬散布ができるとい

うのは、すごいメリットですし、この後にちょっ

と触れますけれども、そういう対策の中で、今、

ヘリコプターでやっていますが、ヘリコプターと

いうのは操縦するのにかなりの技術と、フォバー

リングすることがかなり難しいシステムです。ヘ

リコプターというのは。ドローンは画期的ですか

ら、４枚であろうが６枚であろうが、やはりその

安定度というのが飛躍的に向上していますから、

そういう意味では今後、非常に楽しみな分野であ

りますし、これからもぜひともそういう部分のも

し要請があれば、しっかりと農政のほうでも対応

していってほしいというふうに思います。 

 今、話しした中で病害虫のほうの防疫対策事業

ということで、454万円の計上がございます。こ

の内容について御説明願います。 

○川合正人農政課長 重要病害虫防疫対策事業の

ことだと思うのですが、こちらまず事業の目的と

しましては、シストセンチュウの対策ということ

になっておりまして、網走市では、シストセン

チュウが平成13年に発生が確認されたところであ

ります。さらに平成27年度には、重要病害虫であ

りますジャガイモシロシストセンチュウが、日本

で初めて網走市内の圃場で発見されたということ

であります。平成27年度に、国の横浜植物防疫所

が主となりまして、植物検診、土壌検診を行った

ところでありまして、その結果が３月４日、農林

水産省において、シロシストセンチュウ対策検討

会議というものが開かれまして、網走市の圃場で

はジャガイモのシロシストセンチュウが49圃場、

190ヘクタールの発生が確認されたというところ

であります。 

 しかしながら、発生密度は低密度でありまして、

直ちに農作物に被害が生じるものではないという

ふうにも言われております。今後、平成28年度は

発生地域の把握をするために、網走市全地区にお

きまして土壌検診を行うこととしておりまして、

時期につきましては４月の下旬から５月の上旬に

実施することとなっております。 

 市としましても、拡散蔓延防止対策を行うこと

が急務ということでありますので、国の対応とあ
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わせまして、網走市もシストセンチュウ蔓延防止

に向けて体制を強化するということで、ジャガイ

モシストセンチュウの対策ということで、本年度

は225万円の予算計上とさせていただいたところ

であります。 

○栗田政男委員 私がちょっと書き方間違って

400と書いている、225万円、検査費用ということ

だと思います。 

この病害虫、過分に反応する必要もないですし、

我々消費者側が食べることについては何も問題な

いのですが、報道等聞いてしまうと、どうしても

変な風評被害が出てしまう可能性が強い部分なの

ですね。全く人間が食べても問題もないですし、

一ついろいろな問題と言われているのが、その収

量が落ちてしまったり、この対策というのは市だ

けの対策では到底太刀打ちできるものでもないで

すし、今、考えられる最善の方法というのは、

やっぱり圃場の移動がないようにその防御をしっ

かりするということで、それに農家の皆さんもこ

こで大変な御苦労されているのだ。そういう部分

もしっかりと、農政は、これからするべきことと

いうのは、やはりそういうことをしっかり情報提

供しながら、管理も含めていろいろ指導徹底して

いくというのが、一つの大切な役割なのかなとい

うふうに思います。 

なかなか非常に難しい問題ではありますけれど

も、先ほど私が言ったように、こういう対策も一

つとってもやはりヘリコプター散布等の要請とい

うのは、当然出てくるでしょうし、圃場から人間、

そうはいっても先ほど来出ている鹿が移動したり、

キツネが移動したり、必ず侵入するルートという

のはあるのですね。だから、非常に難しいとは思

いますが、今、できる範囲で最大限ということで

こういう対策、しっかりとこれも大切な農業分野

の問題なのだと思うのですね。特に当市が、それ

にクローズアップされているので、対策等もしっ

かりと進めていただければなというふうに思いま

す。 

農業制度、農業委員会制度も変わります。まさ

しくＴＰＰも今、ことしあたりからいろいろな影

響が懸念される状況であります。非常に当市に

とって大切な基幹産業の一つである農業が、しっ

かりとこれからも永続的に経営できるように、行

政としてもしっかりとそこを考えていく、守って

いくというスタンスを崩さないで、大変忙しい、

大変な多分１年になるのかなと思いますけれども、

しっかりと対応していただければというふうに思

います。 

以上で質問を終わります。 

○平賀貴幸委員長 川原田委員。 

○川原田英世委員 早速、質問させていただきま

す。 

 先ほど、栗田委員のほうからも質問がありまし

た、シルバー人材センターについてまず質問させ

ていただきます。重複しない部分だけ、質問させ

ていただきます。 

 まず、会員の人数の近年の推移と現在の会員数

についてお聞かせください。 

○田口徹商工労働課長 網走市シルバー人材セン

ターの会員数の推移ですが、まず、本年２月末現

在の会員数は385名、男性286名、女性99名となっ

ております。過去から少しさかのぼりますと、平

成22年が会員数が334名、平成23年度が342名、平

成24年度が358名、平成25年度が363名、平成26年

度が358名という推移で来ております。 

○川原田英世委員 年々ふえてきているというこ

とで把握させていただきました。 

次に、現在の会員の方のシルバー人材センター

においての収入なのですが、それぞれ会員によっ

て違いはあると思うのですけれども、把握をして

おりましたら、平均を示していただきたいと思い

ますが。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターの

登録者の平均の収入ということですけれども、今、

委員のおっしゃったとおり、いろいろな事業がご

ざいまして、その人その人でかなり違うのですけ

れども、単純に平成26年度の配分金で単純に会員

数を割ったという形でいきますと、配分金の総額

が約１億4,500万円程度、会員数が358名というこ

とで、単純に割りますと、40万5,025円程度にな

るというふうに伺っております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

まち・ひと・しごと創生総合戦略の中にもＫＰ

Ｉで目標値を定めているというところで、その資

料によると358人の基準値から428人という目標で、

先ほど伺ったところ385名ということなので、こ

の基準値をつくったところから既にかなりＫＰＩ

に向けて、目標値に向けて進んでいるところだな

というふうに認識させていただいているのですが、

そういうことになってくれば会員の増加に合わせ
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て、こういった会員の方たちの収入を確保してい

くためにも、それだけ仕事の量を確保していかな

くてはならないということになるのだと思います。 

総合戦略の中には、シルバー人材センターを受

け入れている企業などと、ネットワークを構築す

るというようなふうになっているところでありま

すので、そういった取り組み進めているというこ

とで認識させていただいているのですが、現状の

取り組みの内容と今後の方針がありましたらお聞

かせください。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターの

業務の確保ということですけれども、今、委員が

おっしゃったとおり、なかなか仕事というのは

黙っていてくるものでございませんので、平成26

年度におきまして緊急雇用を活用しまして、会社

回りなどをして仕事を確保する推進員を雇ってい

ると、そういう経過がございます。今、その方は

違う業務になっているのですけれども、それでつ

くった関係等を理事さんが回ったりして、仕事の

確保には努めているというふうに伺っております。 

○川原田英世委員 そういうふうに仕事を集めて

回る方が専門におられるということなので、進め

ていただきたいと思います。 

そしてやっぱり網走のようなまち、冬の間多く

雪が降るだとかそういう環境になってくると、季

節ごとに仕事の量にばらつきが出てくるのかなと

いうふうに考えられますので、それによって季節

ごとにかなり差が出てくるのではないのかなとい

うふうに受けとめさせていただいているのですが、

そのような状況、どのように把握されていますで

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 シルバー人材センターに

おける季節ごとの業務のばらつきという形ですけ

れども、確かに夏は草刈りという業務があり、冬

は除雪という業務があったり、その季節に応じた

仕事はあるのですけれども、それは私どもが思う

よりは一部分であって、ほかの仕事であれば通年

で結構ある仕事がメインとなっているので、余り

季節感での差はないというふうに、シルバー人材

センターのほうからは伺っているところでござい

ます。 

○川原田英世委員 わかりました。通年通して、

一定の雇用はあるということで、あとはその量を

これからいかにふやしていくのかなというところ

だと思います。 

何年か前に事業仕分けというのがありまして、

シルバー人材センターもそれに上がったというこ

とがあって、私も全国のシルバー人材センター、

歩かせていただいたことがあったのですが、やっ

ぱり独自に自分たちで会員になっている方が事業

を起こすと。自分たちで木を加工して製品をつ

くって売ってみたり、そういった取り組みをされ

ているところもありました。ぜひ、シルバー人材

センター、ますます活用されるように推進して

いっていただきたいなと思います。 

次に、地産地消のところで「春よ恋」の地産地

消推進事業についてお伺いさせていただきたいと

思います。 

地産地消の推進の事業として網走産の小麦「春

よ恋」これを活用されると。主に、学校給食でパ

ンをというふうに伺っているところなのですが、

いつごろから実施していく予定なのか、また、対

象となるところの範囲ですね、また、どれくらい

の期間行っていくのか、ちょっと具体的な内容を

お示しください。 

○川合正人農政課長 網走産春よ恋小麦普及事業

でありますけれども、網走市は麦乾施設なり、港

町に小麦の集出荷施設など建設をしておりまして、

小麦の一大産地というところでもあります。こう

した一大産地である網走の小麦粉を使った給食の

パンを使用することによりまして、食育の観点か

らも地元産品の地産地消を促進するために、学校

給食にパンを提供していくという考えであります。 

こちらの実施時期につきましては、本年の４月

からを予定しておりますが、こちらのほうもこれ

までの小麦の在庫の状況にもよりますけれども、

なくなり次第、順次切りかえていくという考えで

あります。こちらのほうは４月から年間を通して

網走産の小麦で、学校の給食のパンを提供してい

きたいというふうに考えております。 

○川原田英世委員 ４月から順次年間を通して、

全ての学校でということでということなのだと思

います。 

それで、あくまでも食育推進事業の中の地産地

消ということですので、この事業を通じて子供た

ちに食育をしっかりとならしていくということが

必要になってくると思うのですが、生産者の方で

すとか、学校側と連携してそういった教育という

ところの取り組みを進めていただきたいと思うの

ですが、どのように御検討されたのか伺います。 
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○川合正人農政課長 食育事業につきましては、

学校の食育につきましては、これまでも限定的で

はあるのですが、行者菜や網走和牛、クジラ料理

やサケなどの地場産食材を提供しまして地産地消、

食育のほうを実施しているところでもあります。 

今後の食育の推進の考えについてでございます

けれども、網走産の小麦を使ったということにな

りますので、そういうことも周知をしていくとい

うことで、講師の派遣などにつきましては、教育

委員会と協議をしながら進めていきたいというふ

うに考えております。 

○川原田英世委員 ぜひとも進めていっていただ

きたいなと思います。やっぱり子供たちが実際に

食べるということ、自分たちのまちで育ったもの

を食べるというのは、子供たちにとってもまちに

対する愛郷心といいますか、それが育むことに

なっていくのかなと思いますので、ぜひともお願

いしたいと思います。 

そしてこの事業を通じて、やっぱり「春よ恋」

自体のＰＲも進めていくことが大切だと思います

ので、各報道機関に周知だとか進めていただきた

いなと思うのですが、そこについてお考えありま

したらお聞かせください。 

○川合正人農政課長 「春よ恋」のＰＲというこ

とでございますが、やはり網走の主力な商品でご

ざいますので、今後、「春よ恋」の販売が促進さ

れるようなＰＲということは、これからも進めて

いきたいというふうに考えております。 

○川原田英世委員 ネーミングとしても、とても

なじみやすい名前になっていますので、ぜひとも

ＰＲを進めていただきたいと思います。 

○平賀貴幸委員長 川原田委員の質疑の途中であ

りますが、ここで、昼食のため休憩いたします。 

 再開は、午後１時といたします。 

午前11時59分休憩 

───────────────────────── 

午後１時00分再開 

○井戸達也委員長 休憩前に引き続き、再開しま

す。 

 川原田委員の質疑を続行します。 

○川原田英世委員 それでは、観光について質問

させていただきます。 

 先ほど、永本委員のほうからも質問があったと

ころですが、外国語ホームページ更新事業につい

てなのですが、先ほど事業の内容については把握

させていただいたのですけれども、もうちょっと

１点聞きたいところがあったのですけれども、外

国語ホームページの更新ということで、このシス

テムというかなのですが、よく一般的なホーム

ページを見ると、グーグルなどが提供する翻訳の

ソフトを導入していて、クリックするとそこで翻

訳されていくというそういったものなのか、それ

ともそれぞれに外国語のページを持っていて、リ

ンクが飛ぶようになっているのか、ちょっとそこ

把握させていただきたいのですが。 

○二宮直輝観光部参事 「旅なび！網走」の外国

語ホームページでございますけれども、基本の掲

載されているホームページ、そのものを翻訳で掲

載をしているという、ページで掲載しております。 

○川原田英世委員 わかりました。 

最近、海外のホームページ等でも、日本語に翻

訳するソフトがついていたりして見られるのです

けれども、日本語になっているのだか、よくわか

らないというページも多くあるものですから、そ

ういったシステムはやっぱり完全ではないところ

で、そういうところでやはりそれぞれ独自にその

ように持っていただくのが一番いいのかなと思い

ますので、ちょっと確認させていただきました。 

そして、それぞれに翻訳されたというか、ペー

ジを持っているということですので、ちょっとそ

れを踏まえて１点質問させていただきたいのです

が、先ほどの質問にあったように、旅なびのホー

ムページということで、外国人の旅行者に対する

情報提供のあり方ということなのですけれども、

やっぱりそれぞれの国柄などで相手の立場に立っ

た情報提供をしていく必要があるのだろうなと考

えるところです。 

例えば、それぞれの外国語に対応したスタッフ

がどこにいるのか、そういった施設の情報だとか、

対応した言葉のメニューを置いている飲食店のあ

る情報だとか、これは今、見ないかもしれないの

ですけれども、例えばこれから先、進んでいけば

ハラールだとかの情報もイスラム圏の方にとか必

要になってくると思いますし、そういった相手の

立場に立った情報を外国語ページにはそれぞれ記

載していくと、載せていくということ。これを

やっていく必要があるのではないかなと、私は考

えているのですけれども、そこについてどう考え

ているのかお聞かせください。 

○二宮直輝観光部参事 外国語ホームページ、ま
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さにごらんをいただくのは海外というか、外国人

の方でございますので、まさに川原田委員がおっ

しゃられました外国人目線でいろいろなビュー、

あるいは掲載、あるいは情報の発信を整えるとい

うか、まさにそのとおりでおつくりすれば、より

それぞれのお国柄、あるいは国別の目線の違い、

それを通した情報提供ということができるかと思

いますけれども、残念ながら現在の旅なび！網走

は、そこまでは実は進化をしておりませんので、

基本的には外国語ページ、日本語のページとは少

しつくりは違いますけれども、基本的には外国語

ホームページは基本の同じフォーマットで、それ

ぞれの御説明、御案内、発信情報をそれぞれの英

語、あるいは中国語、ハングル語に翻訳をして掲

載をしているということでございますので、でき

ればそういったことも、将来にそういったことを

考えていくべきであろうというふうには思ってお

ります。 

○川原田英世委員 今回の予算の中では、なかな

かそういった部分は難しいと思うのですが、先ほ

ど何点かの質問にも上げられた、それぞれの国別

も把握しておられるということですので、それぞ

れのニーズさらに把握して研究をしていって、そ

ういったところを詰めていっていただきたいと思

います。 

次に、その下段にある海外向け広域観光ＤＶＤ

作成事業負担金についてでありますが、昨年と同

様に計上されているということですけれども、負

担金ということですので、幾つかの自治体や団体

と負担し合って作成しているというふうに認識し

ているのですけれども、その事業の内容について

伺います。 

○二宮直輝観光部参事 海外向け広域観光ＤＶＤ

作成事業負担金でございますけれども、こちらは

女満別空港国際チャーター便誘致協議会の事業、

網走市は、会長市ということで参加をさせていた

だいている協議会でございますが、こちらの事業

の負担金でございます。 

この協議会の名称どおり、海外からのチャー

ター便を誘致、あるいはオホーツク地域を中心と

した東北海道地域の誘客、外国人の誘客と、こう

いった取り組みを行っている協議会でございます

が、そちらのプロモーション、海外プロモーショ

ンで利用すると、こういう目的で制作をさせてい

ただいております。 

こちらのＤＶＤにつきましては、27年度と28年

度の２年がかりの事業ということでございます。

いずれにしても、このオホーツク地域のさまざま

な観光の素材を、当然、四季がございますので、

春・夏・秋・冬を一度につくり込むということな

かなか難しゅうございますので、できるだけ活用、

早く活用させていただくためのということで、２

年かけまして、初年度は半分の季節の新しい素材

を撮り、残りについてはライブラリーを活用し、

そして２年目に、次年度でございますけれども、

次年度には残りの季節の新作を入れると、こうい

う形で２年計画でつくり上げるということでござ

います。 

ただ、１年１年で成果品は納品ということでご

ざいますので、もう既に27年度のＤＶＤについて

は制作を完了しておりまして、さまざまなプロ

モーションで利用させていただいています。 

○川原田英世委員 既に、前年度分は活用されて

いるということですが、それぞれ協議会の中でも

負担割合、網走は40万円と計上されているのです

けれども、負担割合というのはどうなっているの

か。 

○二宮直輝観光部参事 負担割合でございますけ

れども、総事業費が300万円、単年度300万円とい

うことで、網走市は40万円、北見市が40万円、斜

里町が20万円、大空町が15万円、小清水町が15万

円、美幌町が15万円、それから女満別空港ビル株

式会社が５万円、それから道の地域づくり総合交

付金を残りの分で手当てをさせていただいて、

300万円事業ということでございます。 

○川原田英世委員 年間300万円で２年度という

ことで、かなりクオリティーの高いものはできる

のではないかなと期待するところですけれども、

これが国内外、多くの方の目に触れるということ

は非常に重要だと思いますので、各施設で使って

いただくということはもちろんなのですけれども、

ネット上の環境でユーチューブだったりとか、

フェイスブックでも拡散だとか、各地、各場所で

ＤＶＤこれが流されていく必要が求められている

かなというふうに思いますが、その取り組みどう

されるのか伺います。 

○二宮直輝観光部参事 まさに川原田委員がおっ

しゃられたとおり、いかに見せて、見せて初めて

価値が、こういうことでございますので、早速、

納品後いろいろなプロモーションで利用し、ある
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いは海外プロモーションでは現地の旅行エージェ

ントにＰＲの素材として複製版をどんどんお渡し

をしてきたり、それから当然、誘致協議会と協議

会に参加をしている市、町、観光協会へもそれぞ

れ配付をし、事あるごとに利用を呼びかけをさせ

ていただいていると。 

それから、北海道、道庁のほうから在外の事務

所が、事務所でのＰＲということもパンフレット

と合わせてＤＶＤも提供をすれば、それぞれの事

務所のあるお国でもプロモーションの素材として

導入していただけるということございます。そう

いったところも合わせてお送りをして、御利用い

ただくということで、少しでも情報の発信、ある

いはＤＶＤ画像のＰＲのする機会を少しでもふや

していく取り組みをさらに進めていきたいと思っ

ております。 

○川原田英世委員 負担の割合を見ると、やはり

網走が多く負担しているということで、やっぱり

これ取り進めていくのも網走がしっかりとリー

ダーシップとってというか、地域をまとめて取り

組んで行く必要があるのだろうなと思いますので、

その取り組みをぜひお願いいたします。 

次に、その下になりますが、外国人観光客イン

フォメーション事業ですが、まず、この事業の内

容について伺います。 

○伊倉直樹観光課長 外国人観光客インフォメー

ション事業についてでございますが、この事業に

つきましては、これまで外国人観光客に対する情

報発信、案内などの受け入れ体制の強化を図るた

め、緊急雇用創出事業を活用いたしまして、網走

市観光協会での各種窓口業務の充実を図り、当該

事業終了後につきましても業務委託や国の緊急支

援交付金事業等によりまして、必重な人材を確保

し、受け入れ体制の整備を図ってきたところでご

ざいますが、新年度におきましては、これまで市

観光協会への補助、または委託事業として実施を

してきました外国人観光客への案内、情報発信の

三つの事業を統合いたしまして、案内機能や情報

発信機能の充実を図るものでございます。 

○川原田英世委員 外国人観光客に対して、直接、

人がインフォメーションしていくということであ

るのだと思います。それぞれの施設、例えば、道

の駅だとか、ＪＲの網走駅だとかに入って、そこ

でブースを持って外国人観光客のインフォメー

ションを行うというふうに配置というところなの

だと思うのですけれども、私は先日、網走駅に

行ってインフォメーションの方と話をしていて、

ちょうどそのときノロッコ号のチケットがそろそ

ろ期間が最後だよということですごく混み合って、

多くの外国人観光協会がチケット購入のためにＪ

Ｒの窓口のほうに並んでいました。 

ＪＲの職員の方たちも総出で一生懸命、外国語

をボディランゲージ等も使いながら説明されて、

対応されていたのですけれども、配置されている

方の人数も限られていますので、どこまでできる

かというのがあるのですけれども、こういうとき

にやっぱりインフォメーションの方と連携してい

ければなというふうに見させていただいたのです

が、そこについてどのようなお考えか伺います。 

○伊倉直樹観光課長 外国人観光客インフォメー

ション事業における案内員の配置につきましては、

まず、網走駅に英語対応職員を１名、それから道

の駅に中国語対応１名、それから英語対応１名を

配置しております。 

今、お話がございましたＪＲ網走駅につきまし

ては、英語圏の外国人対応をしておりますが、今、

お話のありましたように、ＪＲ側から外国人の会

話の関係で御依頼があるというお話も聞いており

ます。そういった際には、協会の職員が通訳など

を直接行いまして、市の玄関とＪＲの玄関口であ

ります駅のホスピタリティーの向上にお互い連携

して取り組んでいる状況がございますので、今後、

ますますそういった連携の事業を取り組んでいき

たいというふうに考えております。 

○川原田英世委員 現在もそういうふうに要望が

あれば対応されているということで、今後、さら

にふえてくるインバウンド観光客に対して、おも

てなしと言われる日本のよき伝統を実際のサービ

スとして観光客に提供していかなくてはならない

というふうに考えますので、ぜひとも取り組みを

強化していただきたいと思います。 

 次に、ページ進みまして、観光ＰＲ事業のこと

なのですが、外国語リーフレット作成事業につい

てですが、まず、この事業の中身について伺いま

す。 

○二宮直輝観光部参事 外国語リーフレットの作

成事業でございますけれども、こちらは海外プロ

モーション、もしくは海外からいらっしゃるお客

様、観光客向けの網走の観光をＰＲする、情報を

発信する、あるいは情報をこちらのほうからとっ
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てもらうといいますか、そういったツールでござ

います。このツールの制作の費用ということでご

ざいます。 

こちらの外国語のリーフにつきましては、毎年

毎年でございますが、海外のプロモーション、あ

るいはそういった機会の拡大によりまして、以前

に比べますと、消化のピッチが速くなってきてい

るということも一方あり、それからこちらのリー

フレットにつきましては、実はこの前段に日本語

の観光リーフレット、パンフレットも27年度に新

しく改訂をする作業を進めておりますけれども、

改訂をし、その改訂をしたものにつきましては、

まだ、いわゆる制作データまでつくり込んで、28

年度に新しくパンフレットを刷新する事業が１本

ございます。新しくされた、刷新をしたリーフの

海外版、外国語版を制作すると、せっかくでござ

いますので制作をすると、これが外国語リーフ

レットの作業を、制作作成事業の一つの中身でご

ざいます。 

とはいえ、これまでも網走の観光リーフレット

につきましては、外国語につきましては、英語、

それから中国語では繁体字・簡体字、それとハン

グル、それから一部チラシ系でタイ語というのを

つくっておりますけれども、それは別として、オ

フィシャルのパンフレットにつきましては、４カ

国語プラス日本語ということで制作をしておりま

すが、まずは外国語版を刷新するのも４カ国語全

てを翻訳も含めて印刷も含めてということが、か

なりのボリュームになりますので、28年度につい

ては最も需要度の高い中国語の繁体字、それと英

語版と、この二つを刷新すると。残りの中国語の

簡体字とハングルについては、旧バージョンの増

刷で初年度は対応するということで予算計上をさ

せていただいております。 

○川原田英世委員 わかりました。日本語版も前

年度から新しくしていって、ことし外国語リーフ

レットということだと思うのですが、英語と二種

類を今、新しくすると、残りは増刷するというこ

となのですけれども、それぞれ大体の部数という

のはどういうふうになっているのでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 リーフレットの制作部数

でございますけれども、英語版が１万部、中国語

繁体字版が１万部、それから増刷をします中国語

簡体字が5,000部、ハングル語版が5,000部という

ことで、これも28年度プラス若干の余裕を持った

増刷というか、部数を想定して、この事業として

の予算を計上させていただいています。 

○川原田英世委員 わかりました。１万部という

ことで、それぞれ新しい物についてはそういうこ

とで、それがどれだけの場所に配置されてどのよ

うに使われていくのか、それの動向によってまた

すぐにこういったツール大切ですので、どんどん

検討をさらに前倒しで進めていっていただきたい

なというふうに思います。 

また、その下にあります海外ＰＲ宣伝事業、こ

れ国内宣伝ＰＲ事業に絡んできますので、この２

事業の中身について伺います。 

○二宮直輝観光部参事 まず、海外ＰＲ宣伝事業

について御説明をさせていただきます。 

これは言葉のとおり、海外に向けてのＰＲとい

うことでございます。これまででございますが、

網走への来訪の外国人観光客につきましては、主

力としては台湾、それから香港、中国とか、そう

いったお客様が大変ふえておりますけれども、こ

の海外ＰＲ宣伝事業については、まず、台湾と香

港、それからタイ、こちらのマーケットへ  各

国で発行されております旅行雑誌北海道再発見、

日本語に訳するのに北海道再発見というタイトル

になりますけれども、こちらへ網走観光特集記事

を掲載し、ＰＲを行うものでございます。 

それから、北海道への観光客が大きく拡大して

いる今、シンガポールについてもシンガポール国

内の発行の観光誌「Ｇｏ！Ｊａｐａｎ」という雑

誌がございますが、こちらへも同様の網走観光特

集記事を掲載して、ＰＲをさせていただくもので

ございます。 

続きまして、国内の宣伝ＰＲ事業について御説

明をさせていただきます。 

国内につきましては、雑誌、メディア、プロ

モーション、多様なツールを活用して、おいしい

まち網走のＰＲを実施し、誘客を展開しておりま

すけれども、この国内宣伝ＰＲ事業につきまして

は、網走市と網走市観光協会、ホテル・旅館組合、

飲食業組合、ＪＡ、漁協など、市内の各団体が連

携をしまして、全国及び道内の旅行雑誌やウェブ

サイト、道内のラジオ局、メディアを活用して網

走をＰＲするし、観光客の誘客につなげる情報発

信を展開するものでございます。 

事業の内容でございますけれども、電波媒体と

いたしましては、道内のラジオ局の番組と企画タ
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イアップいたしまして、網走コーナーを設置いた

しまして、毎週１回、網走の観光情報トピックス

を放送し、ＰＲを行っております。これは道内向

けということになろうと思います。 

それから、全国有力な有力誌であります旅行雑

誌への網走の企画広告を掲載して、網走の観光の

ＰＲを行う、これは全国展開をするものでござい

ます。 

それから、道内のお客様を対象に道内マーケッ

トに対して、ウェブサイト、もしくは道内の有力

な旅行雑誌ございますけれども、これにウェブサ

イトもしくは道内旅行雑誌のほうに年４回、企画

広告、もしくは企画特集を展開しまして、市内の

観光事業者の皆さんと共同でタイアップをして、

ＰＲ、誘客を図るものでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。海外・国内と

もに中心は紙面になってくるのかなという、紙面

での広告になってきて、国内のほうは道内向けに

ラジオということだというふうに理解させていた

だきました。 

予算で見ると、海外向けが121万円、国内向け

は480万円ということで差額がかなり出て、紙面

のＰＲにも大分ボリュームの量は違う部分での差

額だと思うのですけれども、特筆している部分と

して、国内ではラジオを使っているというところ

は出てくると思うのですが、ラジオの道内向け、

僕も何度か聞いたことがあるのですけれども、こ

こに係る経費というのは幾らなのでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 道内の電波媒体を使った

ＰＲ事業でございますが、年間167万円でござい

ます。 

○川原田英世委員 このうちに占める167万円と

いうことで理解させていただきましたが、ラジオ

ということですので、把握できるものなのかどう

なのかあれなのですけれども、どのぐらいの方が

聞かれているだとか、そういうことは把握できる

のでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 今この場で聴取率をお答

えできる資料ちょっと持ち合わせてございません

けれども、ただ、番組の中でパブも含めた網走の

情報発信をそれぞれの季節、旬に合ったイベント、

トピックスを人気キャスターが全道に向けて発信

をしていただきますので、かなり話題に上って拡

散をしているというふうには考えております。 

○川原田英世委員 なかなか聴取がどれぐらいな

のかというのは、把握しにくいことなのかなと思

いますが、僕も何度か聞いているのですけれども、

そのときそのときのタイムリーなイベントを毎回

取り上げていただいて、ラジオを聞いて来ました

よという方もおられることも把握しております。 

そして代表質問の中にも、ちょっと入れさせて

いただいていた部分でもあるのですけれども、海

外の旅行者の方、大半の方はやはり旅行の計画を

立てるに当たって、出発する112日前ぐらいから

計画を立てるということが、アメリカの調査会社

のデータであります。大体４カ月ぐらいなのだろ

うなというところなのですけれども、つまりは広

告、ＰＲを打っていくのもそれだけ先のことを情

報を、旅行を検討されている方にＰＲをしていく

と、広告をしていくということは重要だというこ

とが、この数字から明らかになったのだなという

ふうに私は認識させていただいたところだったの

ですが、また、これ国内でも同じ、国内だともう

ちょっと期間が短くなるのかもしれませんが、数

字がないので何とも言えないのですけれども、同

じようなことが言えるのだと思うのですが、広告

としてその日にち、日数約４カ月先というところ

を意識した観光ＰＲしていくべきというふうに私

は考えるのですが、いかがでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 まず、観光情報の発信の

タイミングということになろうかと思いますが、

まず一つ、海外の宣伝ＰＲ事業について申し上げ

ますと、この27年度、28年度もそうですが、今想

定しておりますのは、27年度のお話を申し上げま

すと、それぞれタイ、香港、シンガポール、台湾

でございますけれども、そちらの広告雑誌のいわ

ゆる発行のタイミングが、実は春から夏にかけて

発行しております。では、広告の記事の中身はと

申しますと、もちろん網走の冬の素材を全面的に

ピックアップして展開をしております。 

本来ですと、年２回とか３回とか掲載ができれ

ば、当然それに合わせた情報発信はできるのです

けれども、こうした数限られた機会を最大の効果

を上げるべく使っていくということになりますと、

やはりそれぞれの国からの来訪の観光客の多いタ

イミングを逆算して情報発信をする、誘客促進を

すると、こういうような展開になって、今申し上

げたようなタイミングで、それぞれの国へ展開を

しているというところでございます。 

それから、国内のほうでございますけれども、
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国内宣伝ＰＲ事業につきましては、道内の電波媒

体につきましては、まさにその前の週、あるいは

前々週ぐらいのタイミングでイベント情報ですと

か、今桜が咲きました、今流氷あけのカニが、こ

ういったまさに旬の情報を、では来週網走に行き

ましょうとか、こういうようなお誘いができるよ

うなタイミングを見ていたり、それから全国の展

開についても言いますと、これはまさに年に１回

の保存版の旅行誌を使いますので、これは年間を

通して１度のタイミングしかありませんので、春

夏秋冬の使える素材を掲載するということ。 

それから、道内の旅行雑誌のウェブの展開につ

きましては、これもそれぞれの季節に合わせて三

月前、二月前、こういったタイミングで道内につ

いては展開をしているというところでございます。 

ほぼそれぞれの旅行社、旅行雑誌、あるいは

ウェブのウェブ会社のお話でも旅行の意思決定を

されるタイミング、いわゆるリード期間と申しま

すか、そのリード期間のタイミングにはぴったり

と合っていると、こういうことでお知らせをいた

だいて展開をしているということであります。 

○川原田英世委員 まさに、そういった取り組み

が必要なのだなと、道内観光客、身近なところで

は本当にリアルタイムな情報と、また離れたとこ

ろでは、その先を見越したＰＲをしていくという

ことが必要なのだろうというふうに思います。 

日本が、かなり観光としてはおくれているとい

う認識で私はいます。目標としては、いろいろと

最近脚光を浴びて、目標値はかなり高く定められ

ていますけれども、それを見ても世界の先進国の

中では、最低レベルの海外観光客誘致数しかない

ということは、これだけ発展する可能性のある  

産業はやはり観光にあるのだという位置づけで、

これからしっかりＰＲ等も進めていかなくてはい

けないですし、先ほど上げたおもてなしといった

お客様の対応の部分もそうなのですけれども、私

も世界中を旅させていただいて、貧乏旅行をさせ

ていただきましたけれども、英語が通じない国は

台湾と日本だけというのは、世界中の観光客から

言われることです。 

やっぱりそれだけ日本がおくれているというこ

との認識と、やっぱりそれだけ伸びしろがあると

いうところで前向きな取り組みをお願いして、私

の質問を終わります。 

○井戸達也委員長 小田部委員。 

○小田部照委員 志誠会の小田部です。早速質問

に入らせていただきます。 

 農業費の新技術等試験研究事業について伺い

ます。 

 この事業の中で、農産物高次加工研究管理運

営等委員会負担金、合わせると545万円とありま

すが、まず、この事業の実態説明と、これまでの

成果について説明いただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 新技術等試験研究事業、農

産物高次加工研究所関係についてでございますが、

こちら、事業の内容でございますが、二つの事業

がございまして、一つが管理運営事業、こちらの

ほうが380万円の予算となっておりまして、こち

らは農産物高次加工研究所の管理費となっており

まして、歳出額のうち303万9,000円につきまして

は、研究業務を受託しております金印わさびが経

費を負担しているところであります。網走市の負

担は、実質、当該施設の管理などの経費 76万

1,000円となってございます。 

もう一つの事業ですが、委員会負担金というこ

とで、こちらの予算が165万円となっております。

こちらにつきましては、農産物高次加工研究所に

おきまして、農産加工の試験研究を行う網走市農

産物高次加工研究所運営委員会に対しまして、そ

の活動の一部を負担する事業となっております。 

こちらのほうは、これまで試験研究しておりま

して、平成15年度におきましては、大麦若葉青汁

の試験販売開始しております。こちらのほうは、

平成28年４月には終売する予定ではあります。ま

た、平成17年には、またたびのドライフルーツ、

ピューレの試験販売を開始しておりまして、現在

も販売をしているところでございます。また、そ

の後、カボチャのペースト、カボチャのシロップ

の試験研究、また、21年には冷凍とろろペースト

の試験販売等も開始しておりましたが、冷凍とろ

ろペーストの試験販売につきましては、平成25年

10月で終売、カボチャのペーストシロップにつき

ましては、一般の加工業務のところに技術移転  

 をしたというところであります。 

○小田部照委員 わかりました。この事業の目的、

経過、その成果などを総合的に審査し、政策の方

向性、実効性について検討する考えがあるのかど

うか伺います。 

○川合正人農政課長 こちらの政策の方向性、実

効性についての検討というところでございますが、
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農産物高次加工研究所や加工食品開発を促進する

ことにより、農業所得の向上を図り、地場産業の

育成に資することを目的として、こちらは昭和62

年に農産物高次加工研究所が設立されたところで

あります。ここは当初より、金印わさびと連携し

まして、事業を行っていたところでもあります。 

また、運営委員会が主体となりまして、毎年、

研究テーマを設定しまして、特産品の開発などに

取り組んでいたところでもあります。しかしなが

ら、施設の設置からもう間もなく30年も経過する

ということで、当時、導入した機械も古くなりま

して、最新の加工研究もなかなかできないという

ところにもあります。 

また、施設が設立された当初は、類似の施設は

なかったのですが、その後、平成元年には東京農

業大学のオホーツクキャンパスが創立されました

し、その後、平成６年には北見市に食品工業の振

興を目的としまして道立食品加工技術センター、

また、平成18年には呼人地区に「みんぐる」が

オープンするなどしまして、地域のニーズに対応

した食品加工に関する試験研究や検査・分析機器

の開放など並びに技術指導が行われているという

状況で今あります。 

こうしたことから、現在、金印わさびなどの加

工施設のあり方も含めて方向性について協議を行

いまして、高次加工研究所の一定の役割は終了し

たというふうに判断されておりますので、本加工

研究所の縮小、閉鎖に向けた検討を進めていると

ころでございます。 

○小田部照委員 理解いたしました。 

次に、植林について伺います。 

森林は二酸化炭素を初めとし、森林浴、治山治

水など国土保全、さらには水産資源を育む大切な

基盤として多種多様な役割を担い、命をつなぐ飲

料水、生産木はぬくもりのある住宅など、多目的

な機能を発揮している産業であります。 

網走森林組合は、地区組合との合併以来、歴代

の組合長ほか役職一丸となって努力された結果、

黒字決算を続け、平成27年度総会では７％という

高配当を実施されたと聞いております。この間、

いろいろな課題、問題もあったと教えていただき

ましたが、関係者の努力に改めて経緯を表します。 

そこで伺いますが、山は木が健全に植生されて

いてこそ、健康と言えるものだと思っています。

網走地区組合では、年間250から300ヘクタールが

伐採され、植林にはこの１割以上が減歩されてい

るのが実態です。これは火入れやネズミ被害など、

いろいろな原因があるそうですが、要は完全植林

にもっていくということが一番大切なことだと思

います。この考え方と、これからの検討・協議、

その対策について考えをお示しいただきたいと思

います。 

○川合正人農政課長 植林についてでございます

が、平成26年度には51.62ヘクタール、平成27年

度には56.79ヘクタールの人工造林を行っている

ところでございます。 

人工造林による森づくりを進めている中におき

ましては、ボサ置き場の設置によりまして、当初

の造林面積は若干減少するとは思いますが、森林

を適切に整備・保全するためには、間伐をしてい

きます。そういった間伐をしていくことから、森

林面積への影響は少ないのではないかというふう

にも考えております。 

また、山の火入れにつきましても、網走市火入

れに関する条例により管理をしているところでご

ざいまして、今後も適切に業務の執行していく考

えでございます。 

また、ネズミの被害につきましても毎年、殺鼠

剤の空中散布を行っておりまして、被害の減少に

も努めているところでもございます。 

そして、今後も循環型の森づくり、切ったら植

える林業を進めながら、林業はもとより環境保全

などのさまざまな多面的、公益的な機能を持って

いる森林の管理を行っていきたいというふうに考

えております。 

○小田部照委員 理解いたしました。 

それでは、続いて水産について伺います。 

新製品開発事業ですが、これは永本委員のほう

から質疑ありましたので、割愛させていただきま

す。 

内水面漁業について１点伺います。 

内水面漁業振興事業は、６項目825万円が計上

されていますが、網走湖、能取湖、藻琴湖、濤沸

湖がこの対象だと思います。湖は、山と川、海と

一体です。代表質問でもお答えいただきましたが、

平成27年３月に網走川流域の多くの個人、団体、

企業、大学研究機関、行政などで構成する網走川

流域の会が発足し、流域連携による地域づくりを

テーマにしたシンポジウムの開催などの活動が進

められており、緩やかではありますが、着実に広
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がりを見せております。こうした活動に、市も積

極的にかかわっておりますが、さらに、網走川流

域全体で活発な活動が展開されることを期待して

いるところでありますと、答えられました。 

私には、いま一つしっくり来ませんが、網走川

に限らず湖は、その流域の人たちの理解とその協

力が何よりも大切であり、水質やその環境整備こ

そが内水面振興対策の基本であると思います。こ

の認識と今後の取り組みについて、改めて所見を

お聞かせください。 

○脇本美三水産漁港課長 内水面漁業の振興の対

策ということで、網走湖や網走川を中心としたさ

まざまな河川、湖沼、こういったところの環境保

全、水質の保全ということについての御質問だと

いうふうに理解をいたします。 

 網走湖、網走川を中心といたしましたあらゆる

河川や湖沼の流域、あるいは湖の環境と水質の保

全というのは、内水面漁業の振興にとって最も重

要な課題であるというふうに認識してございます。 

 代表質問でも小田部委員から御質問がありまし

たが、網走湖、網走川の環境対策に関する今後の

国への引き続きの要望、引き続いて要望していく

ことや下流域や沿岸域の河川からの土砂流失など

の負荷の抑制のための取り組み、さらには民間に

よる流域連携の取り組みなどについて、市長から

答弁があったところでございます。 

 網走湖、網走川を中心といたしました定期的な

環境、あるいは水質のモニタリングといった取り

組みなどは、漁協や東京農業大学、あるいは試験

研究機関等と連携、協力して、市も積極的にかか

わりながら現在行っているところでありますが、

こういった取り組みというのは、終わりのない取

り組みなのだろうというふうにも考えているとこ

ろでございます。 

 また、平成28年度からは、北海道総合研究機構

の環境科学研究部門においても網走湖の環境調査

を行っていただけるという見込みとなっておりま

して、より質の高い環境や水質の調査が行われる

ものと、大変期待しているところでもございます。 

 いずれにいたしましても、こうした河川や湖沼

の流域環境の保全対策というのは、そのときその

ときの環境や状況の変化に対応しつつも、未来に

わたって地道に取り組んでいく課題だというふう

に認識しておりますので、内水面漁業の振興策の

一つとしても積極的に取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

○小田部照委員 わかりました。これからも今以

上に、積極的に取り組みをなされることに期待い

たします。 

 それでは、次に、レイクサイドパーク・のとろ

について伺います。こちらも先ほど永本委員から

の質疑がありましたので、私からは１点。 

 ことしもオホーツク網走マラソンや全国サイク

リング大会でも利用していく予定にあると聞いて

おります。先ほど、答弁でもありましたが、キャ

ンプ場、パークゴルフ場の評価も非常に高く、す

ばらしい施設であると思います。施設整備を含め

た今後の展望について伺います。 

○脇本美三水産漁港課長 まず、施設整備という

ことではありますが、これは日常的な維持管理を

既存の予算を活用しながら、必要な維持管理を

行っていくというふうに考えております。大がか

りな施設整備というのは、現在のところ考えてご

ざいませんが、利用者にきちんと使っていただけ

るような施設管理に努めてまいりたいというふう

に考えております。 

それから、マラソンとかサイクリングのお話ご

ざいましたが、昨年９月のオホーツク網走マラソ

ンでは、レイクサイドパーク・のとろは給水場、

あるいは救護、しじみ汁を振る舞うなどのエイド

を設置して、マラソンコースの通過点として位置

づけられてきたところでもございます。本年のオ

ホーツク網走マラソンにおいても、詳細は今後い

ろいろ議論されていくのだろうと思いますが、大

きく変更することはないだろうというふうに思っ

ておりまして、本年の網走マラソンでも昨年と同

様レイクサイドパーク・のとろが、こういった救

護や給水場といった機能をあわせ持った通過点と

して活用されるものと考えておりますし、所管す

る水産漁港課としてもそこは積極的に歓迎をして

いきたいというふうに考えています。 

また、サイクリングについてですが、レイクサ

イドパーク・のとろの活用について、現在のとこ

ろサイクリングの団体の方から、10月ごろという

ふうに聞いていますが、内容はこれからの詳細詰

めていくことになると思いますが、ぜひ休息をし

たり、あるいは給水をしたり、そういうようなこ

とで活用できないかというような相談は現在

ちょっと請け合いがありまして、仮に何らかの利

用を行うということになりましたら、基本的に当
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課としても歓迎をしたいというふうに考えてござ

います。 

○小田部照委員 わかりました。非常に利用価値

の高い施設でありますので、さらに活用していた

だきたいと思います。 

 それでは次に、オホーツク屋台村について伺い

ます。まず、オホーツク屋台村の概要と入り込み

についてお伺いいたします。 

○田口徹商工労働課長 オホーツク屋台村の概要、

入り込み数についてですけれども、オホーツク屋

台村につきましては、流氷観光に訪れている観光

客や市民を商店街及び飲食店街などへ誘導し交流

の場をつくるとともに、地域経済の活性化を図る

ことを目的とし平成14年度より開催し、本年度で 

14回を迎え開催されたところでございます。 

 昨年までは、会場の南４条西１丁目を歩行者天

国にしまして開催しておりましたが、本年度につ

きましてはラルズが解体されたことによりまして、

ラルズ跡地で開催した状況となっております。 

 入り込み数につきましては、本年度を含めまし

て過去５回の実績を申し上げますと、第10回が

2,900名、第11回が2,700名、第12回が3,400名、

このときは４日間開催ですね、第13回が2,800名

で本年度は、第14回は3,800名となっております。 

これまでの入り込み数の推移につきましては、

開催期間中の吹雪や強風、開催期間増減によりま

して、一概に数字のみでの比較はできないのです

けれども、本年度につきましては開催期間が３日

間は好天に恵まれまして、また、会場を移したこ

とによりまして一体感が出、大変にぎわいを見せ

ておりました。屋台村の認知度も年々向上してお

り、市外からの問い合わせや道外からのリピー

ターもふえてきており、今回につきましては日中

インバウンドの来客も多く見られた状況となって

おります。 

○小田部照委員 わかりました。では、その収支

についてはどういう現状にあるのかお聞きいたし

ます。 

○田口徹商工労働課長 屋台村の収支につきまし

ては、イベント運営費を収入のほとんどである会

券収入でほぼ賄ってきております。期間中に吹雪

など悪天候に見舞われると、当日の売り上げやイ

ベント収入が減少しまして、逆に除雪費の経費が

かさむ場合もあるので、実行委員会の努力や出店

者の協力のもと経費を切り詰めて開催していると

いう状況になっているところです。 

○小田部照委員 わかりました。冬期間の中央商

店街で開催される唯一のイベントでもあることか

ら、今後、これまで以上に盛り上がるような仕掛

けや誘客促進を図るために、補助金を増額するな

どの検討も必要ではないかと思いますが、所見を

伺います。 

○田口徹商工労働課長 オホーツク屋台村につき

ましては、これまで実行委員会による地道な周知、

宣伝活動等によりまして、市民はもとより道内外

の方々にも網走の冬の厳寒期を体感できる食のイ

ベントとして、知名度向上が図られてきていると

ころです。今後におきましても実行委員会及び出

店者と連携・協力して、今まで以上に魅力あるイ

ベントとなるよう創意工夫してまいりたいと考え

ております。 

○小田部照委員 わかりました。まだまだ伸びて

いく可能性が十分にある事業だと思いますので、

積極的に検討をしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○井戸達也委員長 次、金兵委員。 

○金兵智則委員 それでは、まず初めに雇用対策

事業についてお伺いいたします。 

 雇用対策事業の中に、来年度から新規事業とし

て、女性就労支援事業というものが始まるという

ことになっております。網走市では、女性に特化

した就労支援に対する事業ということは初めてで

はないかなというふうに思うのですが、これも昨

今の時代背景が大きくかかわっているというふう

に思うところであります。その事業の中身と事業

を始める理由についてお伺いしたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 女性就労支援事業でござ

いますが、平成28年度、新規事業でございます女

性就労支援事業につきましては、女性が結婚、出

産等を機に退職しまして、再就職を目指す女性や

働きたいと考えている子育て中の女性などを対象

に、就労にかかわる悩みや不安を解消すること及

び就職に有利な資格取得や企業など、新たな可能

性の検討を促す目的のセミナーを開催しまして、

女性の就労に関する支援事業を行おうとするもの

でございます。ただ当然、人口減少社会におきま

して労働力不足というそういうものが根底にござ

いまして、この事業に取り組むものでございます。 

○金兵智則委員 ただいまの説明でセミナーを開

催すると、内容については就労したい女性に対し
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て、さまざまな悩みであるとか、また、資格取得

のためのというような御説明もありましたけれど

も、女性が就労に向けてセミナーを開くというこ

とでありますけれども、逆に女性が就労しやすい

ように企業の理解を深めるといった内容は、この

中には含まれないという理解でよろしかったで

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 当然、女性が就労すると

いうことになるわけですけれども、そのような背

景を持つ女性を就労させるという形になることか

ら、企業の理解も必要というふうに考えておりま

して、そのセミナーにつきましては、当然、企業

に対しても参加を促していきたいというふうに考

えております。 

○金兵智則委員 その辺がちょっとはっきりしな

かったというところもあって、御質問をさせてい

ただきました。 

就労を目指す方へのセミナーと、女性の方の就

労を受け入れるための受け入れる企業の皆様への

セミナーというと、ちょっと内容が変わってくる

のかなというふうに思ったので、そこははっきり

と。多分、セミナー１回開催ということだと思う

のですけれども、そのような理解でよかったで

しょうか。 

○田口徹商工労働課長 セミナーについては１回

の開催で、両面に参考になるようなセミナーを開

催したいというふうに考えております。 

○金兵智則委員 どちらかに絞ってもよかったの

かなと、また、どっちつかずのセミナーというこ

とに、ちょっと言葉はあれですけれども、なって

しまうような危険性があると思いますけれども、

もう内容は固まっていたりするのでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 内容につきましては、当

然、事業を組むに当たりまして相談している方は

おられますけれども、だからといって、それで決

定することはまだないです。 

○金兵智則委員 新規事業ということでございま

すので、これから中身を詰めていっていただきた

いというふうに思いますし、どちらかにはっきり

と軸足を置いても私はいいのかなというふうに思

いますので、その辺、セミナー期待しております。 

 それで、女性が仕事をするということは、先ほ

ども言いましたけれども、企業の理解が大切であ

ります。人口減少社会を迎え、これに対応するた

めに国も網走市も出生率を上げていかなければな

らないということでございます。そうなってくる

と、必要となってくるのは多々ありますけれども、

その一つに、育児休暇というものがあるのかなと

いうふうに思います。平成26年度に網走市で行わ

れた労働実態調査というものでは、育児休暇制度

があると回答されたのは企業の45.1％と、半数に

届かないというような状況であった理解しており

ます。 

 育児休暇制度を設置し、さらに有休で休暇を取

れるようにしていかなければならないというふう

に思いますが、この辺の対応について、どのよう

にお考えか伺いたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 育児休業に係る支援の関

係ですけれども、道内におきまして、札幌市に育

児休業にかかわる助成金制度があることは承知し

ているところですけれども、今後、市町村の状況

についての動向等を検証しまして、また、市内事

業所における育児休業に係る実態等について情報

収集を進めまして、まずは研究してまいりたいと

いうふうに考えております。 

○金兵智則委員 実をいうと、その質問、次の質

問だったのですけれども、今の現状、育児休暇の

設置を企業に促したり、また、有休で取れるよう

にするといったような対応をしていかなければな

らないというふうに思うのですけれども、その対

応についてお伺いしたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 制度における導入につい

てでございますので、これらの制度については、

広く周知していく取り組みをしていきたいという

ふうに考えております。 

○金兵智則委員 網走の企業さんに広く周知をし

ていただいて、また、札幌で行われているような

上乗せの制度については、今後、市町村を研究し

ていただくという答弁をいただきましたので、次

の質問に移りたいというふうに思いますが、もう

１点。 

○井戸達也副委員長  金兵委員、ここで、暫時

休憩いたします。 

午後１時59分休憩 

───────────────────────── 

午後２時11分再開 

○井戸達也副委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 金兵委員の質疑を続行します。 

○金兵智則委員 もう一つ、雇用対策についてお
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伺いしたいというふうに思いますけれども、昨日

も若干、議論させていただきましたけれども、来

年度から福祉部分で行っている事業と統合する形

になりました高齢者世帯等除雪サービス事業でご

ざいますけれども、季節労働者の冬期の就労確保

といった目的もあり、行われてきていたというこ

とは理解しております。現在、時代が変わってき

たということもあるのだなというふうに思います

し、利用者からすると、一つにまとまっていたほ

うが、わかりやすいという面もあると思います。 

 しかしながら、福祉で行ってきた事業と大きく

異なるのは、雇用対策事業の一つであったという

ことです。これまでこの事業を続けてこられたこ

とを評価するとともに、敬意を表したいというふ

うに思いますが、来年度から女性就労支援も始ま

ります。通年雇用への促進とともに、季節労働者

が減少したとしてもまだまだいる以上、雇用対策

という大事な視点が薄れてしまわないことを願う

ところですが、見解をお伺いしたいというふうに

思います。 

○田口徹商工労働課長 季節労働者の雇用の対策

ですけれども、高齢者除雪サービスにつきまして

は、季節労働者の冬期就労確保のため、平成13年

度より冬期間の除雪が困難な在宅高齢者世帯に対

し除雪サービスを実施してきた、実施することに

より季節労働者の生活安定と高齢者世帯等の福祉

の向上を図ることを目的とし、実施してきたとこ

ろでございます。 

事業の実施に当たっては、季節労働者対策とし

て網走市勤労者企業組合並びに網走共栄企業組合

に委託して行ってきましたけれども、作業員の減

少、季節労働者の減少ですね、対応できる季節労

働者の減少、さらには高齢化等により、受託が困

難な状況になったという申し出があったことから、

高齢者世帯等の福祉の向上を図る観点から、来年

度より福祉部のほうへ移管するものでございます。 

季節労働者の冬期就労対策としましては、高齢

者除雪サービス事業は廃止することになりますけ

れども、これまで庁内各課へ冬期就労対策として

措置できる事業を検討していただいておりまして、

住宅等解体工事などをことしも含めて発注してい

るところでございます。 

また、商工労働課にて事務局を置きます斜網地

域通年雇用促進協議会におきまして、国から委託

を受け季節労働者に対しまして、通年雇用化を図

るための事業も継続して行っていくとしていると

ころでございます。 

○金兵智則委員 この高齢者世帯等の除雪サービ

ス事業がなくなったからといって、そういう視点

が薄れているわけではないと、また、ほかの事業

でもしっかりと進めていくというようなことだと

いうふうに理解しますので、今後も続けていって

いただきたいというふうに思います。 

次に、物産販路拡大事業について伺います。 

この事業には、大きく負担金と地場産品市場開

拓推進事業と二つの事業がありますけれども、こ

の事業の中身について御説明をいただきたいとい

うふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 済みません。もう一度、

質問お願いいたします。 

○金兵智則委員 物産販路拡大事業200万円とい

う事業がございます。それには、大きく負担金と

地場産品市場開拓推進事業の二つの事業がありま

すけれども、事業の内容について簡単で構いませ

んので、御説明をいただきたいというふうに思い

ます。 

○田口徹商工労働課長 販路拡大事業、諸補助負

担金につきましては、これにつきましては北海道

貿易物産振興会の負担金等などの負担金となって

おります。それから地場産品市場開拓推進事業に

つきましては、これは交流都市への物産の販路拡

大の事業ですとか、北海道貿易物産振興会が主催

する北海道や大阪などでの物産会、これの出店に

対する事業者への補助の事業となっております。 

○金兵智則委員 事業の中身については、理解さ

せていただきたいというふうに思います。 

 今年度までは、ここにメディアタイアップ特産

品ＰＲ事業というのも含まれておりました。継続

的に行われていた事業だというふうに私自身思っ

ていたのですが、来年度からは予算が組まれてお

りませんので、この事業は行われないということ

だというふうに思いますが、ということなのだと

いうふうに思いますけれども、それで間違いがな

かったでしょうか。また、事業終了であるならば、

その理由についてお伺いしたいというふうに思い

ます。 

○田口徹商工労働課長 メディアタイアップ特産

品ＰＲ事業につきましては、当市特産品等の販路

拡大及び知名度向上を図ることを目的としまして、

平成24年度よりマスメディアと連携し、特産品や
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食をＰＲ及びイベント出店による宣伝販売を実施

していたところでございます。 

これまで出店してきたイベントにつきましては、

来年度から会場の変更により、出店スペースが縮

小となる予定であるため、ＰＲ効果が薄れると懸

念がされたこと。また、本事業におきましては、

平成24年度から４年実施したてきたことによりま

して、メディアとの一定のコネクションを築くこ

とができましたことから、今後もメディアとのつ

ながりは維持できると判断されるため、今回、事

業の見直しを行ったところでございます。 

今後につきましては、本事業で構築したつなが

りを維持しつつ、マスメディアとの連携した費用

対効果の高い展開を検討していきたいというふう

に考えております。 

○金兵智則委員 さらにさかのぼりますと、平成

26年度までは網走フェア開催事業というものも、

この事業の中にあったというふうに記憶しており

ます。私自身は、網走フェア開催事業を大変評価

していたものですから、事業終了は大変残念に

思っておりました。 

ところで、今年度の予算には計上されていな

かった網走フェアですが、先月、ホテルオークラ

札幌で１カ月間開催されたということがニュース

になっておりました。開催の経緯とどのような評

判だったのか、わかればお示しください。 

○田口徹商工労働課長 網走フェア、ホテルオー

クラで昨年度まで市の事業として行っていたもの

ですけれども、今年度は、今、委員のおっしゃっ

たとおり、予算のほうは計上していない事業と

なっておりました。 

それで、この事業につきましては来年度以降、

オホーツク管内で北見の食加研等を軸としまして

オホーツク管内の事業として展開していくという

ことを予定していたものなのですが、ホテルオー

クラのほうでぜひ、昨年好評だったということも

あってやらせてほしいというお話がありました。

そういうことで、当然やっていただけるのであれ

ば、我々の物品を使っていただけることになるわ

けですから、若干協力させていただこうというこ

とで、ＰＲの部分につきまして、若干協力させて

いただいたという状況となっております。 

また、これは市内の金融機関も地方創生の意味

から協力していただきまして、札幌のビッセ前で

事前ＰＲとか、それからホテルオークラでの事前

の試食会などもやっていただいたということも報

告させていただきたいと思います。 

○金兵智則委員 やはりホテル側からということ

もあったということで、この事業、評判だったの

だなというふうに改めて思うところでありますけ

れども、このようにニーズがあるのであれば、今

後もこのような形、もしくはスポンサーを募集す

るなど、あらゆるやり方で事業の継続を検討して

いったらいかがかというふうに思いますけれども、

いかがでしょうか。 

○水谷洋一市長 先ほど、課長から答弁がありま

したけれども、網走だけでなくオホーツク全体で

取り組む方向で、今、考えたいという話がありま

した。網走だけでは、実は食材が足りないという

ところもありまして、ホテルオークラさんは和洋

中、三つのレストランでそれぞれ食事をつくって

いただくわけですけれども、網走の海産物はたく

さんおいしいものがあるのですが、農産物が時期

として足りない部分があったり、また、牛肉だと

かバターだとかスイーツだとか、さまざまなもの

をもっともっと用意しようと思いましたら、オ

ホーツク全体で取り組んで、網走をよくその中で

ＰＲするほうが効果があるのではないかというこ

とで、来年以降、先ほど食加研と申しまして、オ

ホーツク財団のほうで取り組みができないだろう

かということで、今、事業の検討をさせていただ

いているということでございますので、より一層

アピールをしていきたいと、このように思います。 

○金兵智則委員 僕も期待しております。ぜひと

も、次年度以降も続けていっていただきたいとい

うふうに思います。 

やはり継続性というのは重要なのかなというふ

うに思います。網走フェアは、あらゆる形で継続

していくということでありましたけれども、また、

メディアタイアップ事業というのも事情が変わっ

てしまったということで、いたし方ないという部

分もあるのかなというふうに思いますけれども、

やはり継続性というのは大事にしていっていただ

きたいなというふうに思いますけれども、この事

業の継続性といった面で、お考えがあればお示し

いただきたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 メディアタイアップ特産

品ＰＲ事業の継続性ということですけれども、先

ほど、メディアとのコネクションができたという

ことで、今後ともメディアを活用した事業は、行
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うことはあるかと思いますし、また、観光等にお

きましてもラジオを使った事業とかも毎週やって

おりますし、私どもも新商品プロモーション事業

というテレビを活用した事業などもやっています

ので、メディアを活用した事業は、今後、継続し

ていきたいというふうに考えております。 

あと、札幌での物産につきましては、私どもが

事務局を持っております網走市物産協会で毎年秋

に物産展などもやっておりますので、それはそち

らのほうで対応し、継続できるものではないかな

というふうにも考えておるところでございます。 

○金兵智則委員 何が何でも同じ形で事業を継続

してくれと言っているわけではなくて、続けるこ

とが大事な分、事業というのは必ずあるというふ

うに思いますので、その視点はなくさないように

続けていただきたいなというふうに思います。 

次に移ります。網走青果地方卸売市場でありま

すけれども、これまで網走の新鮮な野菜を取り

扱っておりましたけれども、先日、突然の業務停

止ということになりました。私自身も大きな衝撃

を受けたわけでありますが、関係者の皆様にとっ

ては、衝撃では済まされないような出来事だった

のではないかなというふうに思います。このこと

により、網走市としてもさまざまな場面、状況で

影響が出てきているのではないかというふうに思

いますけれども、現状どのようになっているのか

お伺いしたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 網走青果の破綻の関係で

ございますけれども、網走青果につきましては、

昨年12月22日に事業停止となりまして、その後、

本年２月10日に釧路地裁網走支部から、破産手続

開始決定を受けたというふうに認識しております。 

その後、２月26日に網走青果買受人組合及び網

走青果加工生産組合から市に対しまして、網走青

果株式会社の業務停止による事業者に及ぼす影響

に対する青果卸市場再建についての支援を求める

要望が出されたところとなっております。 

網走青果が営業を中止したことによりまして、

市内の一部の野菜小売店、全てではないかと思い

ますけれども、一部の野菜小売店は市外の市場か

ら仕入れざるを得ず、また、一部の生産者につい

ては出荷先についても影響を受けているものかと

いうふうに考えているところでございます。 

○金兵智則委員 さまざまな影響が出てきている

のだなということを理解させていただきました。 

また、先ほど答弁にもございましたけれども、

市議会のほうにも加工生産組合員様、それと買受

人組合様から要望が出ております。同じくあった

ということで御答弁をいただきましたけれども、

要望を受けて現状どのようなことになっているの

か、お伺いしたいというふうに思います。 

○田口徹商工労働課長 先ほど申しましたとおり、

２月26日に両組合のほうから要望を受けまして、

内容を精査させていただいたとともに、要望の内

容においてかなりちょっと抽象的な部分が多かっ

たものもあったものですから、現在、そのわから

ない部分について確認を求めていることとなって

おります。 

○金兵智則委員 急な出来事ということもあった

のかなというところもありますけれども、すぐに

こういった対応ということは難しいのかもしませ

んけれども、対応できることが出てくるようであ

れば、積極的な対応をしていただきたいというふ

うに思います。 

次に、観光についてお伺いしたいというふうに

思います。 

まずは、大曲湖畔園地整備事業についてであり

ます。もう質問も、先ほど栗田委員のほうから御

質問もありましたので、重複する部分は割愛をさ

せていただきたいというふうに思います。 

先ほど、本年度予算からの減額については、園

路の整備の完了だということでありましたけれど

も、この特異な事項といいますか、特別な整備が

なければ予算額というのは、来年度の金額ぐらい

ということで理解をしてよろしかったでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 マラソンの関係の特殊要因

を除いての予算の対比ということのお尋ねかと思

いますが、おおむね去年と、もしそれがなかった

ら200万円ぐらいの差ということになると。済み

ません。訂正させていただきます。今回の要求、

予算の計上している額は、大体計上ベースという

考えでよろしいと思います。 

○金兵智則委員 毎年、大体これぐらいは整備、

管理といった部分で予算がかかるのかなというこ

とで、理解をさせていただきたいというふうに思

いますけれども、また、昨年の一般質問でも、私

は言わせていただいておりますけれども、やはり

基本計画、基本構想とのずれ、それと現状を踏ま

えた上で今後の園地利用に方向性を定めていく必

要があるということは、共通の認識に立てたのか
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なと私自身は思っているところでありますが、そ

の手法に関しては、昨年度に整備、運営の可能性

の 検討を行い、今年度は民間サイドが現実に運

営する場合の整備計画に関する課題の整備をしよ

うとしているということで御答弁をいただいたと

いうふうに理解をしておりますが、来年度が目の

前に迫っておりますけれども、現在の状況につい

てお伺いしたいというふうに思います。 

○田口桂観光部長 大曲湖畔園地の整備計画に関

して今後どうしていくかと、昨年、金兵委員のほ

うからの質問受けまして、そのような答弁をさせ

ていただいております。それ以降についての動き

ですが、前回もお話をしましたが、あれぐらい非

常に広大な面積の園地であるということで、今お

話ありましたように、最低限の一定の維持管理を

していくだけでも非常に皆さん頑張って、費用を

落としながらやっていただいてもやはりこれぐら

いかかるということで、本格的な整備をして、そ

れを維持管理していくということは、多分相当な

金額になるということで、やはりそれは民間の活

力を導入して、手法なりスキルなりそれを活用し

ながら進めていく。実態として、そのプレイヤー

として受け入れをしていただける民間があらわれ

るのかどうかというのが、やはり大きなポイント

になるというふうに思っておりまして、本年度、

平成27年度あらゆるところ、全国ベースですが、

あらゆる企業さんのところに行きまして、そのう

ち何社か直接、私がお会いしてお話をしまして、

こういう素材があるのですけれども、御社で活用

方法、基本的な活用方法はこのような整備計画が

あって、今ある素材はこういう素材で、こういう

今現在使われ方をておりますが、御社で何かこれ

よりもっといいというか、運営の仕方も含めてア

ドバイスなり、御社にとってどう考えますかとい

うお話をさせてもらいましたら、やはりなかなか

園地の管理を含めて民間ベースで、事業ベースに

乗せていくというのは非常にこれは全国どこでも

そうなのですが、予算が厳しいという実態がござ

います。 

 なので、今のところ具体的に我が社でやります

と、やらせてくださいと、やりましょう一緒にや

りましょうというところがあらわれている状況で

はございません。ただ、まだ何社かお話も聞いて

いただけるところもありそうなので、そこについ

てもまだ今後もアプローチしていきたいというふ

うに考えておりまして、当面は、昨年せっかくあ

のような広大なひまわり畑が皆さんに喜ばれたり、

また、アスパラの収穫体験も少しずつではありま

すが、収穫の体験者も多くなってきておりますの

で、当面は同じような管理をしながら、基本的な

今後の考え方をどのようにしていくか、いかなけ

ればいけないのかというのは、やはり考えていか

なければいけないということでございます。 

○金兵智則委員 さまざま当たっては見たものの

という御答弁と、来年度はこれまでどおりの事業

を進めつつ、裏で二本立てと言えばいいのでしょ

うか、検討も進めていきたいということでありま

した。それは重要なことだというふうに私も理解

はさせていただきたいというふうに思います。 

ただ、基本計画・基本構想というのは10年計画

で立てられたものが、来年度は第２期整備計画の

スタート年度と、６年目ということでは進んでお

ります。マラソンで言えば、ちょうど折り返しが

来たところでありますけれども、さまざまな取り

組みをされているということは理解しますけれど

も、さまざま方向性を定めていくにしてもスピー

ド感というものは重要になるのかなというふうに

思いますので、その辺も申させていただいて、次

の質問に移りたいというふうに思います。 

次に、天都山エリア魅力構築事業について伺い

ます。 

この事業も先ほど質問がありましたので、事業

内容については理解をさせていただきたいという

ふうに思いますけれども、今年度も150万円の予

算で事業をしていたということで理解はさせてい

ただきます。重要性を確認したということであり

ましたけれども、もともと今年度の事業は150万

円を使ってそこまでと、そこを到達点に事業を進

めてきたのか、まず伺いたいというふうに思いま

す。 

○伊倉直樹観光課長 天都山魅力構築事業につい

てですけれども、一応、今年度につきましては、

エリア内の合意形成をとるための聞き取りですと

か、それからあとは皆さんの合意形成を図るため

にやっていくと。その上で必要なアドバイザーに

も来てもらって、土台をつくるということで一応

計画をしておりまして、来年度に向けてある程度

の完成の姿を見せたいというふうに考えておりま

す。 

○金兵智則委員 若干、ちょっとスピード感が足
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りないのかなというふうに思います。中身は若干

違うにせよ、２年間、150万円の予算を使って結

局のところは、来年度では戦略の策定をしたいと。

タイミング的には本年度それを行い、来年度から

はこのエリアの魅力を発信していくような形が望

ましかったのではないかなというふうに思います。 

それは、流氷館が本年度８月にオープンしたこ

と、そしてこれは付随なのか、網走監獄がまたあ

あいうふうな状況になったこと、ちょっとスピー

ド感が足りないのではないかなというふうに思い

ますけれども、いかがでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 今年度につきましては、観

光施設が点在する天都山周辺において、エリアと

しての魅力を向上するための戦略の策定を行うと

いうことを目的としているということでございま

す。27年度は、戦略の策定を行うということを主

な目的としていることでございます。 

○井戸達也副委員長 答弁調整のため、暫時休憩

いたします。 

午後２時38分休憩 

───────────────────────── 

午後２時39分再開 

○井戸達也副委員長 再開いたします。 

○田口桂観光部長 天都山魅力構築事業でござい

ますが、本年度150万円、また新年度150万円とい

うことで進めておるところでございますが、先ほ

ど課長のほうから御答弁申し上げたのは、全体と

して戦略を構築して進んでいこうということで、

その中でも現在、アドバイザーなり、この前の地

域の皆さんでワークショップをやって、それの取

りまとめを今年度の中でさせていただくというこ

とからまず始まって、28年度は天都山の魅力構築

につきましては、先ほど来申し上げておりますよ

うに、やっぱり点が面になっていくということが

大事だと。 

この中で、キーコンセプトとしては、つながる

ということをコンセプトとして、皆さんでそれを

共有しております。そのつながるというコンセプ

トは三つありまして、人がつながる・情報がつな

がる・足がつながるという三つのキーワードをコ

ンセプトとしてつながっていきましょうと。なの

で、エリアマップをつくることを目的としないで、

まず人がつながって、そのつながった人たちがど

のようなマップが必要なのかというステップを進

めていきましょうというような話も、この前の

ワークショップの中でさせていただいたところで

ございます。 

委員御指摘のとおり、できれば４月からつな

がったマップができていくというのがやはり理想

でしょうが、今年度、天都山エリアもなかなか忙

しい部分もあって、若干やはりおくれぎみという

のは否めないというふうな認識を我々のほうでは

持っておりますので、地域のサービスの提供者さ

んはとても前向きの御意見を持たれていて、こん

な事業がしたかったねということで、非常にいい

機会だというお話もいただいておりますので、今

後、何度か集まっていくうちに、さらに加速して

いくのではないかというふうに考えております。 

○金兵智則委員 今の答弁で、大まかな理解させ

ていただきたいと思いますけれども、１点、確認

をさせていただきたいと思いますけれども、その

戦略というか、その面としてつくっていったとき

に、天都山エリアの中からいろいろな声が上がっ

て、最終的にはマップをつくるということが完成

品というのか、マップをつくるということは事業

の一つに入っているということで理解してよかっ

たでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 最終的な到達点というのは、

マップをつくるということだけではないのですけ

れども、その目標、到達点の一つ、宣伝媒体の

ツールの一つとして、それも必要なものだという

ふうに考えておりまして、あともう一つ重要なこ

とというふうに受け取られているのは、各お店屋

さんがそれぞれ天都山エリアのほかのお店のこと

を宣伝できるような、そういった形のものも望ん

でいるという状況でございます。 

○金兵智則委員 マップが事業の完成品ではない

けれども、それを事業の目的のツールの一つとし

て、それを経過としてつくっていくというとらえ

方でよかったのかなというふうに思いますけれど

も、それは来年度の事業でそこまでいくかどうか

というのは、見通しというのはどうでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 天都山エリアの、今意見交

換を行っているワークショップの中で、そういっ

た意見も踏まえながら28年度、できればそれをや

れる形でできればいいかというふうに考えており

ます。 

○金兵智則委員 できればやっていただきたいな

というふうに思います。天都山エリアといった部

分で、魅力を構築しながら観光に取り入れるため
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に発信をしていこうということなのだというふう

に思いますけれども、これには市民というのはど

のようにかかわってくるのか。この天都山エリア

という観光の売り方、何といいますかね、天都山

エリアという言葉が観光の分野だけでおさまって

いるようでは、そこが本当に観光地として魅力の

あるものができるのかなというふうにも思うので

すよね。ここに天都山エリアというものが、市民

に周知されるということが必要かというふうに思

いますけれども、その辺の考え方についてお伺い

したいというふうに思います。 

○伊倉直樹観光課長 確かに、天都山エリアと、

そこだけでおさまっていたら、何も意味がないと

思います。そこで天都山エリアの例えば通信部な

り何かウェブなりで、そこの中から市民向けにも

発信できるような形で、そこの中で市民の人が天

都山の中に入ってきて、それをまた広げていくよ

うなそういった形になればいいなというふうには

思っております。 

○金兵智則委員 ぜひとも広めていくような方法

も含めて、考えていただきたいなというふうに思

います。決してこの事業、私自身否定しているわ

けではなくて、期待している事業の一つです。た

だ若干、ちょっと時間のかかりすぎといった部分

に関しては、注文つけさせていただくというか、

質疑をさせていただいたつもりでおります。きち

んとしたものができ上がるということを期待して、

推移を見守っていきたいというふうに思います。 

 終わります。 

○井戸達也副委員長 田島委員。 

○田島央一委員 結成の会、田島です。それでは

順次、質問させていただきます。 

 まず、国内チャーター便の誘致の受け入れ態勢

についてお伺いしていきたいと思います。 

 先日、北海道エアシステムが７月23日から25日、

函館旭川間でチャーター便を運航することが明ら

かになりました。これは７月下旬から３週間、三

沢空港の工事などに伴い丘珠三沢線が運休となり、

機材繰りに余裕が出ることから、旅行代理店に利

用を提案した際、新幹線と航空機で道内を周遊す

るプランを造成したいとのニーズが寄せられたこ

とを受けて、チャーター便運航が決まったとのこ

とです。 

 そこでお伺いしますが、こういった事態にも対

応できるように、今後、新幹線と航空機で道東地

域を周遊するプランを準備するなどして、逆提案

ができるような準備をしていく必要があると考え

ますが、網走市の所見をお伺いしたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 先般、発表されましたＨ

ＡＣの７月の余剰機材を使った函館旭川のチャー

ター便運航についてでございますけれども、委員

おっしゃったとおり、どちらかというのは、供給

側からの事情でのチャーター便の運航かというふ

うに理解をしておりますけれども、このチャー

ター便にかかわっております内容詳細について、

まだ全てをつかんでおりませんので、ただ、情報

としては函館、それから旭川周辺をめぐる２泊３

日のツアー商品で、このチャーター便を使ったツ

アー造成がされるということでございますので、

多分、網走あるいは知床といった地域が含まれる

ようなコース設定は、なかなか難しいのではない

かなというふうにも判断はしております。 

 一般的な旅行会社の商品造成を考えたときに、

その先のマーケット、今のマーケットのニーズを

踏まえながら、内容や値ごろ感などさまざまな観

点から検討を加えまして、商品企画を行っている

わけでございますけれども、請地側の発想だけで

コースプランニングをして、なかなかうまくいか

ないケースも多いというふうに聞いております。 

 今後、旅行会社などの意見も聞きながら、ニー

ズや可能性を探りながら、今の田島委員からの御

提案ございますので、検討をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

○田島央一委員 道東エリア全体でということの

観光客を引っ張ってくる方法として、一つこうい

う考えもありなのかなと私は考えました。そうい

う意味では、道東３空港を起点にして、そこの中

に来てもらうということでも構わないと思うので、

それは３空港連携の取り組みの事業もありますの

で、そういった協議会の中でも議論していただけ

れば、非常にありがたいかなと思っております。 

次に、女満別空港ＨＡＣ便の復活に向けた取り

組みについてお伺いしたいと思います。 

昨年４月に、北海道エアシステムの桑野社長は、

運休中の路線を順次再開する方針を示していたと

私は承知しておるのですが、その中でも函館～旭

川、函館～釧路、丘珠～女満別の３路線を優先的

に検討としておりました。 

また、筆頭株主が道庁からＪＡＬに変わったこ

とによって、ＨＡＣ内の検討状況を把握したりさ
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まざま要望する際には、筆頭株主であるＪＡＬに

も要請する必要があると考えますが、網走市の所

見をお伺いしたいと思います。 

○二宮直輝観光部参事 ＨＡＣの女満別便の復活

というか、就航にかかわる要請ということでござ

いますけれども、従来から当市、網走市としては、

女満別空港等整備利用促進協議会、網走市長が会

長代行の協議会がございますけれども、を通して

ＨＡＣのグループ会社の立場でございますＪＡＬ

に対して、以前ＨＡＣで就航しておりました函館

～旭川、あるいは函館～女満別、この路線につい

ての開設の要望を行ってきております。 

筆頭株主が今度、ＪＡＬに変わったということ

でございますが、ＨＡＣへの影響力がさらに高ま

るものと考えますけれども、従来どおり協議会と

して要望していくことには、変わりはないという

ふうに考えております。 

○田島央一委員 ぜひとも協議会通じてでも、要

請をしっかり行っていただきたいなと思っていま

すし、市長に出張の際に、ぜひともＪＡＬにも

寄っていただいて、その辺、強く要望していって

いただきたいなと思っております。 

 続きまして、空港の民営化の取り組み状況につ

いてお伺いしておきたいと思います。 

 先日、知事から新千歳空港を核とする道内空港

の民営化を目指す方針が示されました。政府とし

ては、国管理の新千歳、稚内、釧路、函館の４空

港と旭川、帯広も含めた枠組みについても言及さ

れております。道内経済団体からは、道内国管理

空港等の一括民営化には、女満別空港も含めるべ

きとの声もあります。また、地元意見要望に基づ

くことを前提としている空港経営改革においては、

地元関係者の合意形成が必要との網走市の認識を

今議会で示されたところであります。 

 そこでお伺いしますが、まずは地元合意形成の

ため、具体的に今後どのような動きをしていくの

か、網走市の所見をお伺いしたいと思います。 

○水谷洋一市長 田島委員の空港民営化、民間委

託、コンセッションの問題についてのお尋ねでご

ざいますが、まず、民営化、民間委託の問題とい

うのは、まずは地域活性化をするということ。そ

してまた、航空ネットワークを確保するという観

点から民間委託、このコンセッションの議論とい

うのは行われるべきものだというふうに思ってお

りまして、今回、政府において国管理空港の新千

歳、稚内、函館、釧路、そして市営空港でありま

す旭川、帯広という枠組みを示してのコンセッ

ションの提案が政府、特に官房のほうからあった

というふうに聞いているところであります。 

 一方で女満別空港が、ここに入っていないわけ

でありますが、そこが地元としてのどういうふう

な考え方かということが一番に問われるところで

ありますが、国管理空港の四つの空港、そしてま

た旭川、帯広は市営空港でありますけれども、女

満別空港は道管理空港でありますから、地元とい

う範囲がどこになるのかということであります。

こういったことを考えますと、北海道も地元であ

りますし、空港所在地、周辺地帯であります網走

市も地元ということが言えるのだろうと、このよ

うに思っているところでございます。 

 今後、網走市としては、私としては、この女満

別空港のコンセッションの議論には参加すべきだ

と、このように考えているところでございまして、

これは広域観光ルートの東北海道、広域観光ルー

トの形成を考えても女満別空港のコンセッション

の新千歳空港とのバンドリングの中に入って、今

後の活性化が図られるべきだと、このように思っ

ているところでもあります。 

 また、合意形成の問題でありますけれども、空

港ビルも当事者でございますが、先月において役

員会の主立った役員が集まりまして、代表取締役

を含めて役員会でこのコンセッションの議論をさ

せていただきましたが、民営化の議論の方向に乗

るべきであるということで、空港ビルのほうでも

役員会として方向感を出したところでありますの

で、地元としてこの方向で行くべきと、私も考え

ております。 

 また、各行政、経済界においても今後合意形成

が図られるべきものだと、このように思っており

ますし、また、大きくこの地域全体の意識の高揚

を図るためにも、例えば、シンポジウムのような

ものを開いて合意形成を図り、意識の共有を図っ

ていくといったようなことが、とても大切なこと

なのだろうというふうに思っております。いずれ

にしても網走市としては、このコンセッションの

議論には乗るべきであると、このように考えてい

るところであります。 

○田島央一委員 ただいま市長のほうから、現在

の動きの部分も含めて答弁いただきました。既に

ビルの役員会のほうで、方向性も示されたような
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答弁もいただきました。具体的に、これから手順

だとかはあるとは思うのですけれども、私自身も

この地域のことを考えていけば、やはり一括民営

化になって、新千歳空港自体が発着枠含めて飽和

状態というか、限界に近づいている部分もあるの

で、そこをちゃんと女満別空港も受け入れできる

のだということを地元の自治体の一翼を担う網走

市としてもしっかり表明されたということは、非

常にこれはいいことだったなと思っております。 

地元の合意形成を今後どういうふうに進めるか

という観点からも、これから具体的な動きは経済

団体等含めて、地域のいろいろな各種団体とも意

見を交換しながら、先ほどシンポジウムという形

で例えばということでしたから、これはまた、今、

日にちはどうこうということではないと思うので

すが、地域全体としてこういう動きにしっかり女

満別空港含め、この道東地域がしっかり声を上げ

て一括民営化はちゃんと乗っかっていくと、テー

ブルに乗っかって議論していかないと、やっぱり

やれるべきことがやれなくなる可能性が非常に大

きいので、ここはしっかりテーブルに着くことを

まず第一の目的として、取り組みを進めていただ

きたいなと思っております。 

○水谷洋一市長 少し先ほど、言葉が足らなかっ

たかもしれません。先ほど、空港ビルの役員会と

申しましたが、役員の主立った役員と申しますか、

空港ビルの代表取締役を二人、そしてまた、関係

する市町村の役員でありまして、取締役全員が集

まった会議ではありませんが、代表取締役も含め

て、その方向感で空ビルとしては考えるというこ

とで、一定の意思の合意の形成が行われたという

ことでありますので、決して取締役会でこれを決

議したとかそういうことではありませんので、誤

解があったかもしれませんが、そのように御理解

をいただきたいと、こう思います。 

あと、大きな意味での合意形成はしっかりと今

後ともやっていくということでありますので、委

員御指摘のとおりだというふうに思っていますの

で、取り組んでまいりたいと、このように思いま

す。 

○田島央一委員 今、答弁なされたことは、非常

にスピード感を持ってもう取り組んでいるという

ことのあらわれだと、私は認識しましたので、そ

こはこれからいろいろな手続あると思いますので、

そこは取締役会で正式な決定を踏むというのは、

また今後のことだと思いますが、この地域では非

常にそういうところに認識というか、非常に重要

な認識を持って、今、話し合いを進めているとい

うことで承知をいたしました。 

それでは最後になりますが、サンゴ草群生地、

最初、保全事業に関連して、カーナビ情報登録に

ついてお伺いしていきたいと思います。 

昨年は、サンゴ草復活宣言も実施することがで

きて、観光客の増加も顕著だったと、私は肌で実

感しております。本年も誘客に取り組むべく、

種々準備をしているかと考えておりますが、そこ

でちょっとお伺いしたいのが、昨年の９月第３回

定例市議会において、私のほうから御提案をいた

しました観光地へのカーナビによる誘導について

ですが、答弁で卯原内のサンゴ草群生地入り口の

登録など、一般社団法人日本デジタル道路地図協

会へ要望するとのことでしたが、網走市から協会

のほうに要望内容、そしてその後どのような状況

になったのか含めてお伺いしたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 昨年９月、委員からの御質

問の後、一般社団法人日本デジタル道路地図協会

へお問い合わせいたしまして、サンゴ草群生地に

隣接する駐車場の地番について、先月、登録完了

の通知を受けたところでございます。 

今回の登録に当たりましては、他の市内の観光

スポット、フラワーガーデン花天都や大曲湖畔園

地、フロックス公園、感動の道ビューポイント、

それから能取岬についても、合わせて登録の申請

をしたところでございます。今後、これらの登録

情報から国内の大手地図メーカーが、それぞれの

基準によりまして必要なデータを登録しまして、

検索データや道路データの整備を行い、各カーナ

ビメーカーは地図メーカーからの供給を受けまし

て、商品をつくっていくという流れになるという

ことで伺っております。 

通常、カーナビメーカーの商品製造に当たりま

しては、地図ソフトの更新が１年ごとに行われ、

夏や春、秋など、節目の時期に新製品の発売され

るケースが多いということで、今回の追加要望に

関しましては、大手地図メーカー４社中３社が、

ことしの春・秋製品に向けたデータに対応するよ

う整備するということの回答もいただいておりま

すので、今後、網走のサンゴ草含め観光スポット

へ多くの方にお立ち寄りいただけるのではないか

ということで期待をしているところでございます。 
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○田島央一委員 ちなみに、協会のほうから回答

があったのはいつでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 先月の２月の上旬ぐらい

だったと思います。 

○田島央一委員 ありがとうございます。そうす

ると、一部メーカーだとは思うのですけれども、

春の商品に間に合うところもあるということで、

自分のカーナビ地図のほうも、これいつ更新にな

るのかちょっと調べなければわからないのですけ

れども、早速、反映されているのであれば、私も

そろそろ更新の時期なので買いたいなとは思って

います。 

先般、卯原内のサンゴ草群生地入り口のことで

私は質問させていただいたのですが、網走市内の

各地の観光地も含めて上げていただいたことを本

当に感謝申し上げます。 

先般、昨年の９月だったと思うのですが、網走

タイムズの記事のほうで、ほかの登録するような

地区のところ、感動の道だとかも含めて要望を上

げたというふうに報道でありましたので、その辺、

どういう状況なるのかなと、ずっと心待ちにして

いた部分もあったのですが、正直言えばそんなに

費用のかかる話ではないので、要望上げて、こう

いった形で反映されたので、お金のかからない形

での観光振興も一つ、形になったのかなと思って

おります。それは非常にうれしく思っていますの

で、これからもいろいろな具体的な前向きな提案

をこれからもさせていただきたいなと思っていま

すので、今後ともよろしくお願い申し上げて、私

からの質問終わらせていただきます。 

○井戸達也副委員長 ここで、暫時休憩いたしま

す。 

午後３時02分休憩 

───────────────────────── 

午後３時12分再開 

○井戸達也副委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 質疑を続行します。 

 松浦委員。 

○松浦敏司委員 ６項目ほど質問をします。 

 まず最初に、コミュニティ交通対策についてで

あります。 

 この事業、公共交通の空白地域の解消を図るた

め、西山通り及び二ツ岩線の運行に係る経費に対

して助成するというふうにあります。この事業を

実施して、もう数年になりますけれども、昨年は

西山通り線の関係では新しいワゴン車が導入にも

なりましたが、この間のコミュニティバスの利用

状況について伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 コミュニティバスの利用

状況についてでございますが、コミュニティバス

西山通り線につきましては、平成23年３月に策定

しました網走市域公共交通総合連携計画に基づき、

一定の人口集積があるにもかかわらず、公共交通

の空白地帯になっている錦町、鉄南地域において

実証試験運行を実施した上で、平成25年10月１日

から、網走バスにより本格運行している路線と

なっております。過去２年間の利用状況につきま

しては、平成26年度が7,128人、平成27年度が

6,543人ということで、対前年比91.8％と減少の

傾向となっているところでございます。 

○松浦敏司委員 せっかく導入したのにもかかわ

らず、残念ながら若干減少しているということで

すが、減少している要因はどんなふうなことが要

因と考えているか伺います。 

○田口徹商工労働課長 当初、地域の要望で走ら

せたバスではあったのですけれども、次第にその

意識もちょっと薄れてきたのかなというようなこ

ともあって、若干利用が少なくなったと。 

また当初、錦町から上の商店街に行くというの

が目的だったのですが、だんだんその利用の方向

も錦町の人が厚生病院の方向に行くとか、そうい

うような変化もあらわれてきているような状況が

出ているところでございます。 

○松浦敏司委員 それでこの間、地域への説明と

いうのは、どのようになされていたのか教えてい

ただきたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 地域に対しての説明です

けれども、利用状況が思わしくなくなってきてい

ました昨年後半、平成27年11月９日なのですけれ

ども、鉄南、錦町地区の住民37名だったと思いま

すけれども、集まっていただきまして、利用実績

を説明するとともに、利用実績に応じた小型バス

の導入について説明させていただいた状況となっ

ております。あと、西山通り線の交通網、これに

対するニーズなどもあわせて確認させていただい

たところでございます。 

○松浦敏司委員 昨年の新しいコミュニティバス

が導入されたときに伺いますと、普通のワゴン車

を改良してつくったということもあって、小回り
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がきくというようなことも説明の中であったとい

うことであります。どうしても地域性もいろいろ

あると思いますが、高齢者の場合だと、今あるバ

ス停の場所が、果たしてその人たちにとってどう

なのかという問題も多分あるのではないかと。

せっかく小回りのきくバスが出たのであれば、も

うちょっと細かく回る方法などもあるのではない

かと、あるいは時間についても、もうちょっと検

討すべきことがあるのではないかと私なりに思う

のですが、その辺での検討はどうなのかというの

と、もし、それをやるとすれば、多分、陸運なん

かにも手続が必要なのだろうと思うのですが、そ

の辺について伺いたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 錦町、鉄南地区の皆様と

意見交換したとき、西山通り線の必要性というも

のは、住民の皆様から十分感じることができたと

ころでございます。その上で、何が不便なのか、

なぜ使わないのかということでを、地域のほうで

十分に話し合ってほしいということを伝えており

ます。それは今、委員のおっしゃったお話のとお

り、今回、バスも小型にしましたので、コースも

自由度ある程度出ますし、そういうこともありま

すし、また、この路線が国の補助の路線なのです

けれども、ある程度地域の意向によって変更も可

能だという状況があります。 

 そういうこともありますし、この路線につきま

しては、その申請が毎年６月ごろとなっています

ので、ですからできれば３月ぐらいまでに地域の

意向をまとめて、もし、変えたい要望があるので

あれば言ってほしいという話はしたところです。

そうですね。ただ、コースにつきましては、何も

かもがいいというわけではございませんけれども、

ある程度の要望は話しをしてもらっていいかなと

いうふうに思っております。 

○松浦敏司委員 国との関係もありますから、そ

れは全てが住民の思うとおりになるとは限りませ

んけれども、もし、そういう手続的にできるので

あれば、できるだけ地域の皆さんの要望を聞きな

がら、できるだけ利用者に便利な形で運行できる

ように努力をしていただきたいと思います。 

 次に移ります。勤労者総合福祉センター、ソレ

イユ網走についてであります。 

 まず最初に、この施設は、この地域でのどうい

う位置づけになっているのか。具体的には、例え

ば避難所の指定になっているのではないかと思う

のですが、その辺での地域の位置づけについて伺

います。 

○田口徹商工労働課長 勤労者総合福祉センター

におきましては、市の施設でございまして、管理

につきましては網走シルバー人材センターに、指

定管理者として管理していただいているところで

ございます。この施設につきましては、市の避難

施設として位置づけられている形になっておりま

す。 

○松浦敏司委員 避難所にもなっているというこ

とであります。この間、多分、利用者・団体など

からも要望が出ているのだろうと思うのですが、

昇降機をつけてほしいという要望があって、私も

現場を見させていただきました。そして、どうい

う昇降機があるのかなというのも私なりに調べた

のですが、この昇降機の設置について、ぜひつけ

るべきだと私は思うのです。避難所になっている

のであれば、とりわけ必要ではないか。避難所し

たときに全て健常者とは限りませんし、身体に障

がいのある人で、２階に避難をしなければならな

い人も出ないとは限りません。 

それから、この昇降機というのは、あれば使う

し、なければその施設を利用しようもないという

ようなこともありますので、その辺でのお考えを

伺います。 

○田口徹商工労働課長 勤労者総合福祉センター

における昇降機の設置についてですが、現在は、

階段の右側に手すりの設置のみとなっておりまし

て、高齢者の方の足の不自由な方にとっては、若

干、片方だけですから不便をかけているのかと

思っています。このため階段左側への手すりの設

置も検討を進めたいと考えておりますけれども、

当該施設につきましては、今、委員のおっしゃっ

たとおり、避難所に指定されておりますので、今

後、緊急時の避難誘導の際にどの程度の階段ス

ペースが必要になるのか、また、昇降機を設置す

ることにより、どの程度の影響となるのかなどを

慎重に検証していきたいと考えております。 

今後とも利用者の方の意見も聞きながら、快適

かつ安全に利用していただける施設となるよう取

り組んでまいりたいと考えているところでござい

ます。 

○松浦敏司委員 昇降機でもいろいろあるのです

ね。車椅子ごと乗る昇降機だと相当大きいものに

なりますし、金額も二、三百万円程度かかるかな。
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でも、一般的に普通の身体障がいの人たちが乗る

家庭用の昇降機というのは、ソレイユのような曲

がり角がある階段でも、大体安いのでは120万円、

150万円ぐらいかけるとそれなりにいいものがあ

る。ふだんは折たたまさってありますから、基本

的には階段の上り下りには邪魔にはならないと、

こういうものでありますから、ぜひその辺ですね。

いろいろな、インターネットもありますし、さま

ざまな昇降機の会社もありますので、それをぜひ

調べて検討していただきたいというふうに思うの

です。 

 ましてやこの勤労者総合福祉センターというふ

うに、福祉という名前もついている、そして避難

所にもなっているという点では、昇降機があって

も全く不思議ではないし、逆にないのが不思議だ

と私は思うのですが、その辺で、いま一度御答弁

いただきたいと思います。 

○田口徹商工労働課長 先ほどの答弁の繰り返し

になってしまうのですけれども、ちょっとその辺

のことを慎重に検証させていただきたいというふ

うに思います。 

○松浦敏司委員 ぜひ、検討していただきたいと

思います。 

 次に、中小企業金融制度の充実について伺いた

いというふうに思います。 

 政府は、昨年の６月30日に閣議決定がなされま

して、まち・ひと・しごと創生基本方針2015とい

うのがありまして、そこでは稼ぐ力を引き出すこ

とを重視するとしまして、そして生産性を向上さ

せ、稼ぐ力を強化できるよう今後の中小企業小規

模事業者政策のあり方についての意見を取りまと

め、中小企業政策審議会に諮問した。 

 しかし、その問題意識についてでありますけれ

ども、ＧＤＰが目標どおり伸びないのは、中小企

業の生産性が低いからとするもので、驚くべき内

容であります。中小企業小規模業者は、一つには、

09年12月から、09年から12年で35万社減少してい

るということで、二つには、70歳以上の経営者が、

過去最高の75万人を数えるほど経営者の高齢化が

進んでいる。三つには、日本最高戦略のＫＰＩは

開業率10％とあるが、実態は５％にも達していな

い。四つに、黒字企業は目標140万社に対し直近

で80万社にすぎない。五つに、大企業の経営利益

は拡大しているが、中小企業の売り上げは伸び悩

んでおり、その原因は中小企業小規模事業者の労

働生産性の低さにある。六つに、特に非製造業の

生産性が停滞しているが、その原因は設備の老朽

化にあるというものであります。 

 これらの点にメスを入れ、生産性の低い中小企

業小規模事業者の稼ぐ力を強化していくことが経

済の成長には欠かせないとし、一つにＩＴ投資や

省力化投資を促進、二つに特に地域経済を牽引す

る中核企業の支援、三つにＴＰＰを生かした海外

展開の促進、四つに信用補完制度の見直しのこの

４点が提起されています。 

 しかし、これで果たして中小企業の見方として

正しいのかと、これは全く違うのではないかとい

うふうに思うのです。これについてはあきれるば

かりでありまして、原因は何かと言えば、これは

やはり国内事業の圧倒的多数を占める中小企業の

売り上げが伸び悩んでいるその原因というのは、

個人消費が弱いためにほかならない、ほかなりま

せん。消費税の８％への増税の影響から抜け出せ

ないばかりか、ここ数年間にわたる社会保障と税

の一体改革のもとで介護医療の負担増など、社会

保障制度の改悪が続いてきたことも上げられると

思います。消費が低迷する中、厳しい価格競争を

強いられ、利益も上がらないため、設備投資など

進まないのは当然だというふうに思います。中小

企業は、少ない売り上げやもうけで多くの雇用を

生み出し、地域経済を支えているというふうに思

います。 

 大企業が今どのくらいあるかというと、約１万

1,000社、全体の0.3％、従業員は1,397万人、全

体の30％、中小企業は事業者数で385万3,000社、

そしてこれは事業者の99.7％、従業員数で言えば

3,217万人、全体の69.7％。この中小企業のうち、

小規模業者というのが334万3,000社、86.5％、従

業員は1,192万人、25.8％、こんなふうに実態は

なっております。こういう中で中小業者というの

が奮闘して、多くの労働者を抱えて支えていると

いうことであります。 

 そこで、当市の中小企業の融資制度というのを

見させていただきました。中小企業業者に対する

円滑な金融支援をすることというふうにあります

けれども、ここ数年の融資状況、一般資金の運転

資金、設備資金について、どのように判断してい

るのかまず伺います。 

○田口徹商工労働課長 中小企業融資制度の実績

でございます。 
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 一般運転資金についてですけれども、平成23年

からことしの分まででありますと、大体130後半

から140前半の新規の借り入れがあります。これ

は一般の運転資金です。それに対しまして設備資

金ですけれども、平成23年が８件で若干少なく、

それ以降は大体10件前後の設備の投資という形に

なっております。ことしにつきましても、１月現

在で昨年と比較しますと、同じ数字となっており

まして、一定のところで数字で借り入れが推移  

しているというふうに感じております。 

○松浦敏司委員 そういう意味では、27年度につ

いてもほぼ前年並み、これまで並みだろうという

ことですね、わかりました。 

実は日銀が、私の知っている限りで初めてだと

思いますが、マイナス金利にしました。当然、全

国的にも金融機関の金利が変化しております。そ

れで市内の金融機関の金利について、どのように

なっているかまず伺います。 

○田口徹商工労働課長 市内の金融機関の貸付利

率の関係ですけれども、全ての銀行に確認したわ

けではないのですが、マイナス金利になった後な

のですが、金利については動いていない、もうす

ぐ動くだろうというような、今、そういう状況に

なっているというふうに伺っております。 

○松浦敏司委員 まだ、網走には、その波が届い

ていないのだろうというふうに思いますが、いろ

いろな動きも出てきていますよね。住宅の金利が

下がったとかさまざまな形、これから出てくるの

だろうと思うのですが、当然、全体として下がっ

てくるというふうになってくるのは、当然の動き

だと思うのですが、網走市の中小企業金融制度の

金利についても、こういう状況に合った形で下げ

ていかなければならないのだろうというふうに思

います。 

私たちの預金も当然減っていくのですが、預金

の金利も減るのですが、しかし、そういった中で

中小企業のこういうせっかくの制度でありますか

ら、それをより一層活用するため、あるいは中小

業者の営業を守るためというようなことも含めて、

ぜひ市としても金融機関に対して、この融資制度

の金利引き下げの要請をして、実現していただき

たいと思いますが、お考えを伺います。 

○田口徹商工労働課長 網走市中小企業振興資金

の融資制度の貸付利率の関係でございますけれど

も、市の貸付利率につきましては、一定の基準を

もちまして検討しているところでございますが、

今回につきましては、現在見直し中で銀行と協議

をしているところということで御理解いただきた

いというふうに思います。 

○松浦敏司委員 期待をしているところです。 

次に移ります。その前にちょっと言うのを忘れ

ました。期待をすると同時に、実は、今、社会全

体に何が起きているかと言えば、公務員の給与が

削減になる、あるいは人員も削減になると、これ

が全国で起きています。そして消費増税によって

消費が減少していると、こういうような中で、経

済全体が非常に小さくなっているということであ

りますから、そういう中での中小企業の仕事を賢

明にやっているという点では、ぜひこの制度につ

いての活用を大いにしていただいて、頑張れるよ

うな体制にしていただきたいということをまず、

そのことを最後に言いたいと思います。 

次に、移りますが、網走マラソンについてです。 

代表質問でも出ておりましたけれども、昨年、

多くのマラソンの参加と市民のボランティアで成

功した網走マラソンだったというふうに思います

が、終了間際の大雨や収穫祭に参加した人たちが、

帰りが重なって大変混乱したということでありま

す。当然、それは当初から予想のできるといいま

すか、取りつけ道路が１本しかないということで

すから、詰まってしまうのがある意味やむを得な

い事情もあったのかなというふうに思いますけれ

ども、この駐車場の対策というのは、ことし、ど

ういうふうにするのか考え方について伺います。 

○伊倉直樹観光課長 オホーツク網走マラソンに

ついてのお尋ねでございます。 

 昨年の第１回大会での大きな課題として、フィ

ニッシュ会場での駐車場の渋滞問題、それと荷物

の受け渡しというのが、この二つが大きくありま

した。とりわけ駐車場出口の渋滞問題につきまし

ては、昨年は当然の豪雨によりまして、マラソン

の参加者と収穫祭来場者が一斉に帰路についたた

めに、混雑が発生したという状況になってござい

ました。駐車場の面積を確保すればよいだけでは

なく、十分な導線の確保が必要であるということ

が、改めて認識できたというふうに思っておりま

す。 

 そこで第２回大会に向けて、フルマラソンの参

加ランナーの駐車場につきまして、大曲湖畔園地、

第１回目の大曲湖畔園地ではなくて、呼人の網走
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スポーツトレーニングフィールドに場所を変更し

まして、スタート会場までとフィニッシュ会場か

らシャトルバスにて送迎することで、改善を図り

たいというふうに考えております。 

 網走スポーツトレーニングフィールドへの導線

につきましては、国道39号線から参加者がござい

まして、シャトルバスの出入り口を確保するにも

都合がよい会場であり、シャトルバスの台数の確

保と乗降所への誘導をしっかりすれば、参加者に

とってもストレスのない運営ができるものという

ふうに考えているところでございます。 

○松浦敏司委員 まずは、やってみないとわから

ないということだと思いますが、相当違いが出て

くるということは間違いないだろうというふうに

思います。これについてわかりました。 

 あともう１点ですね、これは昨年参加した人か

らの意見です。ちょうど終盤にさしかかってサイ

クリングロードに入ってから、突然、豪雨が襲っ

てきたということで、体温が急速に奪われて、棄

権しなければならないかなというぐらいに思った

のだけれども、実はそこがサイクリングロードと

いうことで、ちょうど道路側から見えない区間が

あって、そこだったために何とか頑張ってゴール

まではたどり着いたのだけれども、いわゆる人目

がつかないところ、区間があるということで、こ

れは何とかしないと、もしそこで低体温によって

走れなくなったり動けなくなった場合、非常に命

の危険に陥るということなので、これはやはり改

善する必要があるだろうというふうに思いまして、

今回、取り上げたわけですが、この辺に対する対

応についてどうするか伺いたいと思います。 

○伊倉直樹観光課長 サイクリングロードではな

いのですが、第１回の大会では、心肺停止による

救急搬送を行う、伴う事態が発生したところでご

ざいますが、ＤＭＡＴ(ディーマット)を初めとす

る救護体制が機能したことに加えまして、駆けつ

けたランナーの初期動作が適確だったことにより

まして、大事には至りませんでした。実行委員会

といたしましては、救急体制の重要性を改めて認

識したところでもございます。 

マラソンのコースで使用するサイクリングロー

ドにつきましては、約５キロの間、監視車両が通

れない状況が続く部分もありますことから、昨年

はその部分につきましては、監視員を約400メー

トルごとに配置をいたしまして、未監視部分がな

い状況で救護体制に臨んだところでございます。

今年度につきましても監視員の配置により、サイ

クリングロード全域の監視体制の構築とバイク等

のモバイルＡＥＤ隊の増強によりまして、救護体

制の強化を図ってまいりたいというふうに考えて

おります。 

○松浦敏司委員 ぜひ、事故のないようにするた

めにも、しっかりと取り組んでいただきたいと思

います。 

 次に移ります。レイクサイドパーク・のとろに

ついてであります。 

 既に二人の委員が、この問題では質問しており

ますが、虫・蚊の問題がありました。当然、虫よ

けなんかもあるのですが、実はあそこの網走の街

から行ってレイクサイド・のとろに入る直前に小

さな橋があります。その橋の下には水たまりがあ

るのですね、ここが水の流れが余りよくないとい

うこともあって、あの辺で多分、蚊が大量に発生

する原因があるのではないかというふうに私なん

かは思うのですが、その辺もぜひ調査をしてほし

いと思うのですが、いかがでしょう。 

○脇本美三水産漁港課長 先ほどの永本委員から

も少々御指摘がありまして、可能な努力はすべき

だと思っていますので、御指摘の点については、

調査等をして進めたいと思っております。 

○松浦敏司委員 それでは次に移りますが、利用

者から、実は近隣のパークゴルフ場と比べて、網

走のレイクサイドパーク・のとろのシーズン券が

高いという声がありました。8,500円だそうです。

私は、シーズン券使ったことないのでわかりませ

んが、8,500円です。隣の大空町は幾らかという

ふうに調べてみますと、大人の方で町内の人は

6,000円、町外の人は7,500円、町内の75歳以上と

高校生以下は1,000円となっておりました。津別

町のシーズン券は6,000円ということでありまし

た。 

 このようにシーズン券が2,500円の違いという

のは、相当な格差があるなというふうに感じるわ

けです。ほとんどこのシーズン券を使うというの

は、大体は年金生活の人たちが多いというふうに

思うのですが、こういう状況の中でシーズン券の

一定の引き下げというのを検討すべきだと思うの

ですが、その辺のお考えを伺います。 

○脇本美三水産漁港課長 まず、パークゴルフ場

の関係ですが、パークゴルフ自体は大変市民に人
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気のスポーツだというふうに認識をしておりまし

て、特に高齢者に人気のあるスポーツであると思

っております。特に、高齢者は年金で生活をして

いるということもありまして、少しでも金銭的な

負担が軽い中でパークゴルフを楽しみたいという

のは、非常に理解ができます。 

 レイクサイドパーク・のとろのパークゴルフの

利用料金につきましては、１日１回250円、11枚

つづりの回数券が2,500円、年間フリーパス、い

わゆるシーズン券が8,500円ということになって

ございます。これにつきましては、大空町などと

比較して高いのではないかという御指摘について

は、そのとおりなのだろうというふうに思ってい

ますが、料金の設定につきましては、施設の維持

管理に要する費用や指定管理者の委託料など全体

の維持管理、あるいは運営に必要な経費をもとに

算出したものでありますので、そこのところは御

理解いただきたいなというふうに思います。 

 なお現在、高齢者の支援策の中でバス券等をこ

ういった施設に活用できないかという検討を、今、

始めたところであります。これはパークゴルフ場

だけではなくて、ほかの有料施設についても検討

されているというふうに聞いていますが、そうい

った検討は現在進めておりますので、それはつけ

加えさせていただきたいと思います。 

○松浦敏司委員 わかりました。ぜひ、適用にな

るように努力をしていただきたいのと、パークゴ

ルフが普及する中で、やはり高齢者の健康という

のが、非常によくなっているのだろうというふう

に思います。数字に明確にあらわれているわけで

はありませんけれども、パークゴルフ場に来てい

る高齢者の姿というのは、非常に健康そのものだ

というふうに私たちには見えまして、比較的健康

な私なんかよりもはるかにプレイする姿は、しゃ

くしゃくとしてすばらしい状況だというふうに思

います。 

 そういう健康面からいっても、こういう高齢者

の皆さんがもっと気軽にここに使えるようにでき

ればというふうに思うのです。年金がとにかくず

っと下がり続けていますし、これからもマクロス

ライドで下がるというようなこともありますので、

ぜひその辺は考えていただいて、指定管理者制度

ですから、簡単にはいきません。それをやると、

指定管理者の経営というか、運営に関係してきま

すから。しかし、それは何とか市のほうで管理運

営費について上乗せするなどをして、運営に影響

が与えないような形も考えられるというふうに思

いますので、その辺も含めてぜひ前向きな形で検

討していただきたいというふうに思います。 

 最後に、ＴＰＰについてであります。 

 これは既に12月議会でも、私、質問をしました。

その後、状況が若干変化もしておりますので、あ

えて質問することにいたしました。昨年秋にＴＰ

Ｐの大筋合意がなされまして、その内容が相当明

らかにもなってきております。この内容を受けて、

限られた内容でありますけれども、どのように受

けとめているかまず伺います。 

○川合正人農政課長 ＴＰＰの大筋合意について

でございますけれども、委員お話のとおり、10月

５日に参加国12カ国におきまして大筋合意がされ

たと、その後、２月に署名が行われたところであ

ります。この大筋合意の内容、その詳細につきま

しては、まだまだ明らかになっていないところが

ございます。このため、情報開示を求める声もあ

るというところでもあります。こうしたことから、

国におきましては、農政新時代キャラバンを編成

しまして、各地でＴＰＰ対策の政策の内容を説明、

また、意見等の聴取を行ったところでもあります。 

 市といたしましても、北海道市長会を通じまし

て、今後の対策などを求めているところでもござ

いますが、今後、ＴＰＰ対策によりまして農業者

の影響がないような施策が講じられることが、今

後、求められているのだというふうに考えており

ます。 

○松浦敏司委員 このＴＰＰに関係して、2013年

４月に国会決議がなされました。米や麦など農産

物重要５項目を関税撤廃の対象から除外するとい

うことを求めておりました。 

 先日、我が党の紙参議院議員の国会での質問で、

協定文には関税を引き上げてはならない、前進的

に関税を撤廃する、関税の撤廃時期の繰り上げを

検討するための協議をするなどの規定があること

が明らかになりました。大筋合意は、明らかに国

会決議違反だというふうに思うのですが、その点

でどのようにお考えか、確認したいと思います。 

○川合正人農政課長 国会決議に違反しているか

どうかということでございますが、ＴＰＰは例外

なき関税撤廃を原則とした交渉でありまして、国

会決議では重要品目の関税撤廃をしてはいけない

ということがありましたが、関税が撤廃されなか
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ったということは事実でございますが、また、そ

の一方で税率やその仕組みの変更が行われたこと

になったということも事実でありまして、こうし

たことから国会決議の整合性、評価につきまして

は、今後、通常国会で議論されるというふうに考

えておりますので、今後の国会での議論を注視し

ていきたいというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 この協定そのものが全部明らか

にしないのが、この協定の取り決めですから、非

常にそういう点では問題のある協定だと思います。 

 それで次に、政府の影響試算について伺いたい

というふうに思いますが、先ほど課長も言いまし

たＴＰＰは、２月４日にニュージーランドで12カ

国による協定調印がなされました。いよいよ加盟

各国の批准手続の局面に焦点が移りました。日本

も先日、国会に法案が提出されました。昨年12月

24日には、内閣官房ＴＰＰ政府対策本部がＴＰＰ

協定の経済効果分析と農林水産物の生産額への影

響についてを発表し、それぞれＴＰＰが発効し、

その効果により我が国が新たな成長経路(均衡状

態)に移行した時点において、実質ＧＤＰは2.6％

増、2014年度のＧＤＰ水準を用いて換算すると、

約14兆円の拡大効果が見込まれる。その際、労働

供給は約80万人増と見込まれる。農林水産物につ

いては、関税削減等の影響で価格低下による生産

額の減少、約1,300億円から2,100億円が生じるも

のの、総合的なＴＰＰ関連政策大綱2015年11月25

日決定に基づく政策対応により、引き続き国内生

産量が維持されると想定しているとの試算を明ら

かにしたところです。 

 試算の結果は、次のようなものです。ＴＰＰに

より生じるＧＤＰの動きを概観する貿易と成長の

好循環の結果、最終的な実質ＧＤＰ水準は、ＴＰ

Ｐがない場合に比べて2.6％程度増加する。2014

年度の実質ＧＤＰ水準で換算すると、先ほど言い

ました14兆円程度の押し上げになると。その際、

労働は1.3％程度の就業者数をベースに人数換算

すると、80万人程度に相当するとしています。そ

して、ＴＰＰを初めとする経済連携がいかに大き

な効果をもたらすかを示すものである。この水準

増の効果は、恒久的なものとして未来に残り続け、

その利益の源泉は経済の生産性向上、それに伴う

追加的な労働供給や資本蓄積であると自画自賛し

ております。 

 なぜ3.2兆円がこの試算では14兆円になるのか

という、まさに恣意的としか言いようのないよう

な言い方をしておりますが、このことについてど

のように原課としてはお考えでしょうか。 

○川合正人農政課長 ＴＰＰに係る政府の試算の

考えでございますが、ＴＰＰによります影響額の

最終につきましては、政府では農林水産物の生産

額が1,300から2,100億円減少するというふうに試

算されています。しかしながら、諸対策によりま

して、国内生産は維持されるという意味の御指摘

のとおりの発言をされております。また、道にお

いても政府試算に基づき影響額を試算しておりま

して、そちらでは402億円から598億円の生産額が

減少するとも言われているところでもあります。 

 影響額の試算については、いろいろ種々声があ

りまして、米の影響額がゼロなど実態とかけ離れ

ているとか、また、食糧自給食率も変わらないと、

いろいろとその辺の疑問があるという声がいろい

ろと聞こえております。こちらのほうも政府の試

算影響につきましては、国内対策の妥当性とあわ

せまして、国会での議論を注視していきたいとい

うふうに考えております。 

○松浦敏司委員 専門家の大学教授なんかの話や

論文なんかも見ましても、この政府の試算という

のは話にならないと。都合のいいところをつまみ

食いして、結果として、こういうふうになってい

るけれども、これはほとんど根拠がないというふ

うに酷評している人たちもたくさんいらっしゃい

ます。そういう意味では、政府が出した試算とい

うのは、全く私は信用のできないものだというふ

うに感じているところです。とはいえ、そういう

中で今、国会論戦を始まっております。 

問題は、今後の取り組みです。既に、農業団体

の中で大筋合意について、あきらめて条件闘争を

するというところも出ておりますが、あきらめる

にはまだ早すぎるのではないかと、私は思います。

今、アメリカでは大統領選挙が行われておりまし

て、主要な大統領候補、全てがＴＰＰには反対と

いうふうに言っています。民主党のクリントン候

補も反対ということを明確に言っています。 

アメリカの選挙ですから、私たちはどうこうい

うこともできないわけですけれども、しかし、い

ずれにしても共和党なり民主党なり、どちらの候

補者が勝ったとしてもＴＰＰには反対だというこ

とを言っていますので、この場合、アメリカがＴ

ＰＰ協定にもし反対だというふうに表明した場合、
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このＴＰＰ協定はどうなりますか。 

○川合正人農政課長 ＴＰＰの関係で、アメリカ

の大統領選を経過しまして、その後、ＴＰＰ反対

ということになりますと、ＴＰＰにはＧＤＰの割

合によって締結が有効になるということもありま

すので、ＴＰＰにはアメリカが入っているという

ことが必至になりますので、ＴＰＰ、アメリカが

反対ということになれば、ＴＰＰの締結はできな

いというふうに考えております。 

○松浦敏司委員 そのとおりなのですね。だから、

とはいっても大統領になったら、また、ひっくり

返るということもありますけれども、しかし、い

ずれにしても明確に全ての候補者が、今、反対と

言っているということであれば、大筋合意をした

から、もうだめなのだなんていうのは、これは余

りにも早すぎるのですよ。 

 だから、少なくともアメリカの大統領選挙とい

うのは、ことしの秋ですよね。ですから、それま

であきらめる必要はないし、少なくともどなたが

大統領になっても、ＴＰＰには反対だということ

だけははっきりしていますから、その点ではあき

らめるのはまだ早いし、これから運動を起こして、

何せ日本においても明らかに国会決議違反だと野

党は言っていますし、それがその意見が通って国

会で批准されなければ日本も参加できないと、こ

れもまたこのＴＰＰ協定においては大きな影響を

及ぼす。日本とアメリカが参加しないとなれば、

これは明確にＴＰＰ交渉は決裂するというふうに

なりますので、私は、あきらめずに原課としても

今後、農業・漁業一次産業を初め、あらゆる産業

に対して大きな影響を及ぼすＴＰＰについては、

反対の立場でしっかりと取り組んでいく必要があ

るということを述べて、私の質問を終わります。 

○井戸達也副委員長 ここで暫時休憩いたします。 

午後４時02分休憩 

───────────────────────── 

午後４時14分再開 

○井戸達也副委員長 休憩前に引き続き、再開し

ます。 

 質疑を続行します。 

 古都委員。 

○古都宣裕委員 早速、質問させていただきます。 

 各種農政のほうでもそうですし、水産のほうで

もそうなのですけれども、ブランド化事業という

ものがあります。そしてまた、ふるさと納税の中

でも、網走の特産品として還付しているという部

分もあると思うのですけれども、そういった中で

このブランド化もそうなのですけれども、先日、

水産フェアがあったり、その１週間後に小麦フェ

アを行ったりとして、なかなか連携がとれていな

いように思われます。 

 いろいろな観光・商工・農業・水産、また、市

民部も含めた上でいろいろな各種イベントがある

と思いますけれども、それぞれを同じ日にしたり、

あるいはずらしたほうがよかったりという部分も

あるとは思いますけれども、そういった日程等を

含めた連携をしっかりとっていくべきと思います

けれども、どのようにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 特産品産地ブランド形成

の関係ですけれども、当市におきましては、今、

委員のおっしゃったとおり、農水産物のブランド

化を図るイベントや食や街中にぎわい創出などの

テーマとしましたイベント、さらにはその他の各

団体の各種大会等、さまざまなイベントや催しが

開催されている状況にあると思います。 

 そのような中、昨年度におきましては、商店街

と網走青年会議所が連携を図りまして七福神祭り

とＪＣの全道大会のマッチングを図り、共通の販

売券などを作成しまして、両イベントの活性化に

つなげたりしたという例もあったかと思います。

また、一方で複数のイベントが同日開催されてい

るにもかかわらず、連携のとれていないものも見

られたというのも事実であったかと思います。 

 ただ、イベントの主催者や目的が異なる場合、

必ずしも効果的な連携が図るものではないことか

ら、イベント自体のスケールアップや連携するこ

とによって相乗効果が図られるものについては、

今後、検討していきたいというふうに考えており

ます。 

○古都宣裕委員 その際、やはりどこかの課ない

し部が窓口になって、しっかりと一本化して情報

を共有化していくことが必要となると思いますけ

れども、それはどのようにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 市だけの取り組みであれ

ば、意外と難しくなくできる可能性もありますけ

れども、いろいろなイベントが市内にはあると思

いますし、いろいろな各団体もあると思いますの

で、そこもあわせまして検討させていただきたい

と思います。 

○古都宣裕委員 同じ市の中でも昨年、全国クジ
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ラフォーラムを誘致した上であった中で、たしか、

鱈福祭りが、商店街の中で行われたと思います。

会場が別な場所だったのですけれども、クジラフ

ォーラムの中で、今、お祭りやっていますという

ＰＲの部分も少しありました。その中で行くその

導線に、ほかのいろいろなお店があって、沿線も

ちょっと見て楽しいよという部分であれば、僕は

相乗効果もあって、会場が別という部分も大いに

ありだと思うのですけれども、今回の部分を見る

と、同じエコーセンターでやったほうが、もっと

にぎわいを創出できたのではないかなと思います。

そういった部分も含めながら、やはり相乗効果が

高いものというのは、一緒にやっていろいろなフ

ェアもあるのも確かにいいと思うのですけれども、

いろいろな人に来てもらう、そして人の多さがに

ぎわいにつながると思うので、それを一緒にして

いくことは必要だと思うのですけれども、どのよ

うにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 確かに、イベントだけを

見て、イベントが一つになっていれば盛り上がり

も大きいという、そういういい面もあるのかもし

れませんけれども、おのおののイベントは実行委

員会があって、さらにそのイベントを開催する趣

旨があって、おのおのがそういうものを持ってい

るわけであって、そこの考え方が一致するのと一

致しないのか、一緒にやることによって一致する

のかしないのか、そのがなかなか難しい部分もあ

ると思うのですね。 

 ですから、なかなか一概にそういうことも言え

ない部分もあるのかなというふうに思いますので、

その辺も慎重に考えていきたいなというふうに思

います。 

○古都宣裕委員 やはり人口減少というところも

含めて、やはりにぎわいを創出するという部分で

やっぱり人の多さ、過密度というのは大変重要な

一つのファクトだと思いますから、その部分も含

めてぜひ検討していただきたいと思います。 

 次の質問に入ります。次は、３月７日、厚労省

が今後ＨＡＣＣＰを全ての業者に入れるように検

討するというふうな話がありました。 

今、この網走市でも北海道ＨＡＣＣＰなど、水

産に対して海外輸出のためＨＡＣＣＰ取得に向け

ていろいろ動いている部分があると思うのですけ

れども、小さいところも含めてとなると、農業も

そうですし、商工もそうですし、いろいろな企業

さんが対象になってくると思います。そのときに、

やはりなかなかすぐ対応できないところもあると

は思うのですけれども、今後、出てくる可能性に

対して、今後、どういったサポートを行っていく

予定でしょうか。 

○田口徹商工労働課長 北海道ＨＡＣＣＰの関係

ですけれども、ＨＡＣＣＰ方式とは、食品製造等

において原材料の受け入れから製品の製造、それ

から最終製品の出荷に至るまで、一連の工程を衛

生管理の対象とする手法と認識しております。 

 北海道では、ＨＡＣＣＰ方式による衛生管理手

法を推奨しておりまして、北海道ＨＡＣＣＰ自主

衛生管理認証制度により、ＨＡＣＣＰ方式の手法

を取り入れた衛生管理を行っている製造事業者を

認証しているところでございます。 

 当市の取り組みなのですけれども、当市では、

一部の大手水産加工場におきましてＥＵ・ＨＡＣ

ＣＰの認証取得などが行われておりますけれども、

今、委員のおっしゃったとおり、小規模な製造業、

これは水産もほかの加工業も含めましてですけれ

ども、そういうところにおきましても北海道ＨＡ

ＣＣＰの認証取得をすることで、製品の品質及び

信頼性の向上を図り、そのことにより販路拡大に

つながることから、北海道ＨＡＣＣＰ取得のため

の設備更新などの必要な費用を、市としては助成

していきたいというふうに考えております。 

 なお、予算につきましては、水産加工業にかか

わるものにつきましては、水産漁港課のほうで今

回計上させていただいておりますけれども、その

他の製造業に係る予算につきましては、商工労働

課の、失礼しました。食品製造業ですね、製造業

というのは。その他の食品製造業にかかわる予算

につきましては、商工労働課所管のものづくり総

合支援事業のほうで計上させていただきたいとい

うふうに考えております。 

○古都宣裕委員 まだ、厚労省のほうでも検討中

と、検討課題に上がったばかりですので、今後の

動きに注視していただきながら、もしそうなった

場合、どの程度のスパンで対応していかなければ

いけないのかなど、いろいろ商工のほうに負担が

かかると思うのですけれども、また、中小企業が

このＨＡＣＣＰによって余り経済的な打撃を受け

ないように、しっかりとサポートをしていただき

たいと思います。 

 次に入ります。中心市街地活性化対策事業をお
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伺いします。 

 まず、毎年伺っているのですけれども、祭り等

の補助金についてお伺いいたします。この補助金

という体質の性質上、先ほど答弁の中にもあった

とおり、屋台村がことし空き地を利用した中で

3,800人という前年比1,000人増という形で、お祭

りの中でも盛り上げ、にぎわいを創出できたのか

なと思いますけれども、そういったある意味、一

つ、前年と全く同じではなくてステップアップし

ていくような手法が必要となっておりますし、ま

た、補助金の性質としても同じものにただ計上す

るのではなく、ある意味一つの発展性、将来性を

見据えながら新しいものに挑戦していくという気

概に対しての補助だと思います。それについて、

今後、どのようにお考えでしょうか。 

○田口徹商工労働課長 毎年イベントは継続的に、

今、行っている部分なのですけれども、そのイベ

ントというのは、毎年毎年、何らかの成長をして

いるのではないかなというふうに思っております。 

 今、委員のおっしゃったとおり、今年度におき

ましては、七福神祭りにおきましても先ほども言

いましたとおり、いろいろな連携を図ってみたり、

それから屋台村におきましてもラルズを活用した

取り組みなど行ってきているというふうに思いま

す。 

 両イベントとも補助金で収支不足を補っている

状況にございますけれども、そのような形で努力

をされているということを認めておりまして、今

後とも支援していきたいというふうには考えてお

ります。 

○古都宣裕委員 今回、例として屋台村が場所移

転の中、さらにそのにぎわいにつながったという

数字もあらわれておりますけれども、やはりそう

いった新しいことにチャレンジする、前向きな姿

勢の中の部分で補助というのは大変性質に合って

いくと思うのですけれども、同じことをただ繰り

返すようになってしまっては、いろいろなイベン

トも下火になってしまうのかなと思いますので、

その辺も注視しながらしっかりと行っていただき

たいと思います。 

 もう一つ、この中で中心市街地ということで、

いつも空き店舗で補助している部分があると思う

のですけれども、これも毎年、指摘させていただ

いているのですけれども、今、中心市街地という

のは４条、もちろんそうなのですけれども、その

前後の通りもやはり２条、３条、４条、５条あの

辺の通りも、もちろん中心市街地に入ってくると

思います。その中で、この空き店舗はバス通りと

４条通りのみが対象となるのですけれども、やは

り一体となってにぎわいをつくるという意味合い

では、対象を拡大して空きの部分を埋めていく対

応も必要だと思うのですけれども、いかがでしょ

うか。 

○田口徹商工労働課長 このお話は、もう多分３

年連続かなというふうに思っております。決して

私どもも考えていないわけではないのですが、や

はり中心市街地の認識は、確かに４条通りだけと

いうふうには当然押さえてはいませんけれども、

まだ４条通りが、にぎわいが十分に創出できてい

る状況というふうにはまだ思えないそういう状況

の中で、この空き店舗の補助事業を拡大するとい

うことは逆に分散してしまう。今でも余りにぎわ

いのない中が分散してしまうのではないか、だか

ら当面まだ今までどおり、４条通りと広小路を補

助対象として進めていきたいというふうに考えて

いるところです。 

○古都宣裕委員 ３年やっているということは、

ここ話しして、また平行線だというのはわかって

いるのですけれども、やはり認められたように、

なかなか４条通りも活性化できてないという部分

の中で、ではほかを活性化しなくていいのかとい

う部分にもあります。周りのほうに、新しく新規

店舗を出した方もいらっしゃいますし、そういっ

た部分を見てもやはり周りも活性化させて、４条

もひいては活性化につながるのだという意識も持

った上で、対象の拡大も検討していただきたいと

思います。 

 次に入ります。76ページの観光部に入ります。 

 まず、2012年３月29日、観光課が観光部と創部

になりましたけれども、観光課から部になった観

光としての予算の総額の推移と、それに占める網

走市としての割合を教えていただきたいと思いま

す。 

○伊倉直樹観光課長 観光部は平成24年に設置さ

れましたが、部設置以降に実施された主な事業と

いたしましては、長年の懸案でございました天都

山展望台オホーツク流氷館の建てかえ、それから

オホーツク網走マラソン、3,000名の参加、それ

からサンゴ草群生地のここ３カ年でおおむね整備

が終わったと。これらのほか、外国人観光客の誘
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致施策を強化いたしまして、プロモーションなど

を積極的に取り組むとともに、網走市観光振興計

画2014を策定しまして、おいしいまち網走のブラ

ンディングにも取り組んでいるところでございま

す。 

 今、お話ありました予算措置という点でござい

ますが、これらの事業展開に必要な予算を確保し

ながら、しっかり取り組んでいる状況でございま

して、平年度ベースで部設置前は平均で約１億

3,000万円、設置後は平年ベースで２億1,000万円

という状況となっております。 

○古都宣裕委員 予算の推移ということで、平年

で答えられたら何とも言いようないのですけれど

も、要は観光課から部に上がって、いろいろ北海

道も大分指摘されているように観光に力を入れま

すと言いながら、なかなか予算の割合が少なかっ

たり、そういった部分があるものですから、ちょ

っとここを聞かせていただきました。 

 網走市も肝いりとして、農業・水産業・観光と

して一つの柱として認めたわけですから、しっか

りとここは取り組んでいただかなくてはならない。

また、予算措置も厳しいながらも、やはり観光に

割く分はしっかり割いていなければいけないとい

うことを言わせていただきます。その中で先ほど

もあったのですけれども、冬季イベント開催事業

ということでありましたので、お伺いします。 

 先ほど、永本委員の質問からでも25年たったら

１万1,500人が、ことしは天候悪い中１万2,000人

を確保できましたよということがあったのですけ

れども、これは流氷館に来た人を単純に計算した

のでしょうか、それとも流氷スライダーを利用し

た人の人数なのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 流氷館の入館者も参考にし

ながら、有料のアクティビティーの利用者を総合

的に勘案してこの人数を決めました。 

○古都宣裕委員 勘案して決めたというとは、し

っかり把握はしてなかったということでよろしい

ですか。 

○伊倉直樹観光課長 有料者については、一人一

人把握しているのですけれども、無料のスペース

ゾーンがございますので、そういった部分に関し

ては、流氷館に来館したお客様を参考にして入場

者を決めています。 

○古都宣裕委員 もし差し支えなければ、入館者

からどのような割合で引いたかとか、そういうよ

うなのがわかればお願いします。 

○伊倉直樹観光課長 期間中の流氷館の入場者数

が約２万4,000人おりましたので、約その半数と

いうことで１万2,000人ということでございます。 

○井戸達也副委員長 答弁調整のため、暫時休憩

いたします。 

午後４時32分休憩 

───────────────────────── 

午後４時33分再開 

○井戸達也副委員長 再開します。 

○伊倉直樹観光課長 申しわけございません。 

 改めまして、１万2,000人の内訳でございます

が、有料入場者数、流氷絶景スライダーが6,900

人、馬そりが800人で7,700人、無料の来場者数が、

その差の4,300人となっております。 

○古都宣裕委員 それで、ダブりの分も勘案とか

いろいろ、そういうのは目をつぶった上で概算と

いう話だとは思いますけれども、そんな中で今回

流氷館ではなくてその周りの公園整備が行われる

のですけれども、この冬季イベントというのが、

また同じ場所で、同じような形でもし行われると

するならば、周りの公園整備と一体となって何か

行う予定はあるのかどうか。また、そういった部

分も考えた冬季イベントなのかというのをお伺い

いたします。 

○伊倉直樹観光課長 今、オホーツク流氷館の旧

流氷館跡地について、公園整備の計画というのは

ございます。それに関しまして、今、協議を進め

ているところでございますが、冬季イベントにつ

きましてもそこの会場でやることも一応視野に入

れた形で、そこの整備後の公園の跡地で冬季イベ

ントをやることも踏まえて、今後、検討していき

たいと考えています。 

○古都宣裕委員 もともとこの冬季イベントとい

うのは、あったか網走として、昨年であれば580

万円計上されていたものが、昨年、急遽、実行委

員会等いろいろあったというふうには伺っていま

すけれども、その中で流氷絶景スライダーという

形で振興公社の決算書見ましたら、決算の部分を

ちょっと見ましたら230万円程度で、350万円使わ

れないような形でなっていたと思うのですけれど

も、そんな中でことしは300万円としたのは、流

氷絶景スライダーという形を参考にしながら、プ

ラスアルファ何か考えていこうということなので

しょうか。 
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○伊倉直樹観光課長 予算額につきましては、今

回の事業費をベースにしてプラスアルファ、さら

に誘客を図るものを図っていきたいということで、

300万円ということで予算を計上させていただい

ております。 

○古都宣裕委員 前回は、たしか観光振興公社に

お願いしてやっていたと思うのですけれども、今

回も同じような形で観光振興公社さんに頼む形に

なるのか、また、それとも以前のあったか網走の

ように実行委員会形式でやるような形になるかと

いう、もしそこまで話が進んでいるのであればお

示しください。 

○伊倉直樹観光課長 まだ、今年度の事業につい

ての検証といいますか、そういうのがまだ済んで

おりませんので、次年度、どういう形でやるかと

いうのは、ちょっと現時点では未定となっており

ます。 

○古都宣裕委員 ことし特になのですけれども、

流氷も余り今の時点で全然来ておりません。暖冬

ということで、なかなか雪も降らないそんな中、

流氷祭りが行われましたけれども、昨年50周年と

盛大にやったという部分も逆にあだをなしてでは

ないですけれども、ちょっと小さくなってしまっ

た感がありました。そんな中で、あったか網走も

天都山エリアに移動したのですけれども、スノー

モービルなどそういったアクティブが少なくなっ

て小さくなったと。私は、とても冬季イベントに

関して、縮小してしまっているような気がしてな

りません。そしてまた、観光という部分に対して

とても危惧しておりますので、しっかりとした一

体となって取り組むような形でお願いいたします。 

 次に入ります。観光客受け入れ体制整備事業に

ついてお伺いします。 

 先に、女満別空港観光客利用促進事業とあるの

ですけれども、この利用促進であれば、観光につ

なげるという部分であれば、午前中の便できて網

走で楽しんでもらって、また宿泊につなげるとい

うように考えていいのか、それとも遅い便で来て

網走で宿泊ないし翌日の朝、遊んでもらうような

ことで考えているのか、そういった部分でつなげ

ないと、昼の便で来たら網走でちょっと遊んで、

すぐどこかへ行ってしまう、もしくは網走をその

まま通り過ぎてウトロのほうに行ってしまう等も

あると思うのですけれども、どのような戦略を持

って考えているのでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 女満別空港の観光客利用

促進事業でございますけれども、こちらは基本的

にこの事業名のとおり、女満別空港を軸に誘客の

組み立てをすると、こういう誘客の施策でござい

ます。ちなみに本年度の施策でございますけれど

も、ＪＡＬ旅プラスなびのサイトに網走特集、そ

れからモデルコース、それから絶景コレクション、

こうした素材をアップして、網走を女満別空港を

軸に見せていくということでございます。 

 今、古都委員からお話がございました、その誘

客のアプローチとして、想定されるフライトのス

ケジュールの御質問がございましたけれども、ま

ず、基本としては少しでも滞在をしていただく、

滞在時間を長く取っていただく。そのために本年

度のＪＡＬ旅プラスなびでの展開では、さまざま

に御来訪いただいたお客様に楽しんでいただくい

ろいろなアイテムを御提案する形で展開をさせて

いただいたということございますので、考え方と

しては、できるだけ早いフライトで来ていただい

て、遅いフライトでお帰りをいただくと、こうい

うことの考え方になろうかなと思います。 

○古都宣裕委員 女満別空港というのを利用促進

で考えるのであれば、また、観光の視点から考え

れば、やはりそのような考えにならざるを得ない

のかなと思います。 

 また、この事業の下のほうに、以前、セブンミ

ュージアムＰＲ事業とあったのですけれども、こ

ちら今回残念ながら廃目となりますけれども、効

果があった、一定の効果があったとされながら廃

目をしたというのは、なぜ効果がありながら廃目

をしてしまったのかなというのが気になるのです

けれども、その点について御答弁願います。 

○伊倉直樹観光課長 セブンミュージアムＰＲ事

業につきましては、平成25年度の５月、モヨロ貝

塚館がリニューアルオープンをした機に、市内に

ある七つの施設をセブンミュージアムとして位置

づけをしまして、知的好奇心を持つ観光客へ市内

の充実した施設のＰＲを目的としまして、ポスタ

ーの作成やスタンプラリーなどを中心とした事業

展開を図ってきました。 

 モヨロ貝塚館も一定の認知も見られたことから、

セブンミュージアムのコンセプトは残しながらも、

今後は既存のＰＲ媒体の中で告知することとする

が、予算上の事業としては一旦終了となるもので

ございまして、予算の計上はなくても今後はウェ
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ブの周知やポスター等の周知は図っていきたいと

いうふうに考えております。 

○古都宣裕委員 たしか、この事業は下のほうに

ある施設めぐり観光バスとも一体となって使うと

いう形でなっていたと思うのですけれども、施設

めぐり観光バスが倍増になって残っているのです

けれども、逆にセブンミュージアムをもっと生か

すために、クーポンの利用範囲を広げるなどとい

う話も代表質問の中でもありましたけれども、そ

ういった形で生かす方向、プラスアルファでもっ

と広げる方向で考えることはできなかったのでし

ょうか。 

○伊倉直樹観光課長 これまでも共通パスの導入

など、各施設への誘客施策については議論をされ

てきたというふうに認識をしておりますが、有料

施設と無料施設が混在することや運営母体が行政、

民間と混在していること、また、滞在時間も異な

るということもあるため、施設間の合意形成には

至らず、実態としてさまざまな課題があるという

ふうに認識をしております。 

○古都宣裕委員 たしか、セブンミュージアム自

体もほかの議員からの提案で、何かなかなか形に

なったという部分もたしかあったと記憶している

のですけれども、その中でとてもいいことだなと

私は思っておりました。せっかくなので、これを

広げてある意味やるやり方もあったのに何か口惜

しいなと思いまして、質問をさせていただきまし

たけれども、まだまだそのコンセプトは残ってい

るということですので、何らかしらの形でせっか

くやるのですから生かせるように、また、施設め

ぐり観光バスも残っていますから、各施設に対し

てせっかくですから誘客を図れるように、総体的

にやっぱりそういった施設が集まっている天都山

の魅力を構築するという意味もあると思うので、

しっかり取り組んでいただきたい、そのように思

います。 

 次に入ります。次は、次のページ78ページなの

ですけれども、観光ＰＲ事業について伺います。 

 先ほどもリーフレットの内容等について刷新す

る、また、外国語リーフレットについては、中国

語、英語が１万ずつで、また中国の中で中国語、

韓国語それぞれ5,000という話も出ていましたけ

れども、内容が刷新するということは、このリー

フレット自体も内容が違うということなのですけ

れども、このリーフレットをつくる際、来てもら

ってリーフレットを手にとって楽しめるようなリ

ーフレットにするのか、もしくは網走に来ていな

い遠くのところに置いてもらって、手にとって網

走に行ってみたいというコンセプトのリーフレッ

トにするのか、どちらなのでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 リーフレットのつくり方

等ということでございますけれども、リーフレッ

トにつきましては、本来のリーフレットいわゆる 

目的地・観光地の情報を掲載して来訪するお客様

へ情報提供すると、そういう機能を持っています

けれども、以前もちょっとお話をした記憶があり

ますが、大きく二つ考え方があって、今、古都委

員からも御指摘のとおり、いわゆる発地から訪問

先を決める、その決める情報として使うツールと、

それから目的地へ到着をして、着地として着地情

報を収集するツールとしての機能と、そういった

大きく二つ機能があろうかと思いますけれども、

網走のツールのつくり方としては、その両方の機

能を持たせた、これまでもつくり方をしてまいり

ました。 

 基本的にいろいろな種類をつくる、ツールをお

つくりすることができれば、もちろん両方それぞ

れの機能に特化をしたツールのつくり方、当然、

情報の掲載の仕方も違いますし、見せ方も違いま

すし、そういった機能に特化したつくり方ができ

るのですけれども、これまでも両方の機能を持た

せたつくり方をやってまいりました。 

 今回も基本的には何種類も制作できないという

ことも、事情もございまして、基本的には１種類

をおつくりすると、つくらせていただくと。ただ、

大きくは発地で来訪先を決めていただく情報と、

それから今申し上げましたような着地での情報を

提供するツールの機能を持たせ、かつ、これまで

にはない機能として、着地でのいわゆる見学の仕

方を御提案する。例えば、モデルコースの御提案

とか、そういった機能を持たせたつくり方をさせ

ていただくことで、今、最終的な制作を詰めてご

ざいますので、そういった意味では新しい冊子に

されたツールになるというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 以前、ここ同じところ指摘させ

ていただいて、同じことを言ったこともあるので

すけれども、今、オホーツクとして、この一体と

して登録されているように、観光の一つの道とし

てなっているのですけれども、では、だからこそ

このリーフレットも各町村でもつくっております。
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この周りのオホーツク管内でもつくっております。

だから、それをまとめて一冊の小っちゃな冊子で

もいいですから、オホーツク一帯として魅力を発

信する、そして来てもらうものに特化したものを

つくってやって、いろいろな各地に置いてくるこ

とが重要だと思うのですけれども、そういった考

えはなかったでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 今、古都委員からの御指

摘もございましたけれども、実はそうした大きな

地域を見せるツールにつきましては、例えば本年

度におきましては、東北海道の３振興局合同でつ

くって制作をしたツールがございます。それはま

さに東北海道全域を見せるツールでありまして、

それからこれまでもよく私どもセールスプロモー

ション等で利用をさせてもらっておりますけれど

も、東北海道観光事業開発協議会で制作している

東北海道観光ガイドマップ、これは東北海道を大

きく見せるツールになっておりますので、そうし

た大きく見せるツールと地域を一定程度見せて、

網走のように両方の機能、発地・着地で両方の機

能を持たせたツールをそのＴＰＯ、あるいは目的、

場所に合わせて使用していけばよろしいのではな

いかなというふうに考えております。 

○古都宣裕委員 以前のパンフレット等だと、何

月ということもなくサンゴ草のきれいなものが載

っていたりとかという部分もあるのですけれども、 

月においてこういったものができますと、しっか

りそういったものも網羅した上で、まず呼び込む

政策が必要ではないかと思います。着地からのア

ウトであれば、来てからグルメマップだとか地域

で作成しているもの、たくさんありますので、ま

ずは網走にいかに呼び込むか、また、外国語版顧

客もそうですけれども、今のもしっかり呼び込む

ために、どういったリーフレットが魅力的である

かというのをしっかり研究する必要があると思い

ます。 

 その中で海外青年ＰＲ等、国内もそうなのです

けれども、まず、外国人が個人旅行化、これから

どんどん進んでいくと思うのですけれども、この

個人旅行化で、先ほどガイドブック等というのは、

多分、日本で言うとじゃらんだとか、そういった

ような形だと思うのですけれども、そうではなく

て、今、ヨーロッパですと一つの冊子みたいな、

日本みたいな、北海道みたいなのを見て、そのま

ま選んでくる方もいらっしゃいますから、そうい

った本に載せてもらうようにＰＲしていくことも

大切だと思うのですけれども、そういったＰＲ戦

略というのはどのようになっているでしょうか。 

○二宮直輝観光部参事 まさに旅行、私ども日本

の、日本に住む私どもですが、例えば国内旅行す

る、あるいは海外旅行にこれから出かけようとい

うときに、ガイドブックを使って訪問先の情報を

集めたりということも、よくやっているわけです

けれども、まさにおっしゃるとおり、海外から来

るお客様におかれても、観光客におかれても日本

のガイドブック、北海道のガイドブックが彼らが

対応、利用してやってくると。これはまさに日常

茶飯事、そしてさらに個人化がどんどん進んでお

りますので、そうしたツールを海外の旅行者の方

が、それぞれの国でつくられているガイドブック

を使っていらっしゃる、そのとおりだと思います。 

 ちなみに私もせんだって、プロモーションで台

湾に行ってまいりましたけれども、台湾で幾つか

ガイドブックを買ってまいりました。以前から言

われておりましたけれども、北海道の紹介するガ

イドブックというのも、ほとんど３分の２ぐらい

までが道央圏なのですね。残り３分の１ぐらいが

道北で、道東もまた３分の１ぐらいということで、

圧倒的に道央圏の紹介のページが多いということ

があります。 

 こういうことは以前から言われておりまして、

ほかの地区なんかも試みをしておりますけれども、

ガイドブックの制作出版社、出版社を招聘したり

しまして、取材される方に実踏してもらって、そ

の地域をすり込んでもらう、すり込むと。それに

よって少しでも紹介するページをふやすと、その

ようなプロモーションも必ずしもエージェントを

お呼びするとか、あるいはこちらからお邪魔をし

てセールスコールをするだけではなくて、そうい

う戦略、あるいはそういう手法も有用だと考えて

おりますので、今後、検討していきたいと思って

おります。 

○古都宣裕委員 もちろん最近やはりのＳＮＳツ

ールなどを使っての発信も大切なのですけれども、

まず最初に来てくれる人というのは、友達等が来

てなかったら、そういったガイドブック頼りに来

ると思います。そんな中でも網走の大変貴重なと

ころだとか見つけてもらって、やっていくことも

大切であると思います。 

 テレビ番組の中に、「Ｙｏｕは何しに日本へ」
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という番組があって、私たちが考えられないこと

で楽しんでいるような外国人の姿がよく目に映り

ますが、そういった部分もそういった観点から見

れば、私たちでは全然考えつかないことが、向こ

うの人たちにとってはとても楽しいことだったり、

例で言うと、ただ私たちはマイナス20度に行った

ら、ただ寒いと思いますけれども、向こうでは全

然体験できないことで、嬉々として外で遊んでい

たりということもありますので、そういった部分

も見つけながら、しっかりとＰＲに努めていただ

きたいと思います。 

 次に、天都山展望台、オホーツク流氷館管理運

営事業に入ります。 

 こちら今回の計上では、１億563万6,000円とな

っておりますけれども、昨年は特会なのですけれ

ども、9,568万8,000円となって1,000万円の差額

があります。この差額の理由をお示しください。 

○伊倉直樹観光課長 管理運営事業の増額の要因

のお尋ねでございます。 

 まず、主なものとしましては、施設の光熱水費、

電気料、人件費等を初めとする管理運営費、こち

らが約640万円、それから流氷館の１周年のＰＲ

事業として260万円、それから公租公課分が100万

円、合わせて約1,000万円の増加ということにな

ります。 

○古都宣裕委員 ちょっとよくわからないのです

けれども、昨年までは途中まで２棟あってという

部分もあって、経費が逆にかさむかなと思ったの

ですけれども、今年度新しくなった中で光熱費が

640万円上がるというのは、単純に構造の問題な

のでしょうか、それとも機器がふえたからなので

しょうか。 

○伊倉直樹観光課長 先ほど、光熱費とお話しし

たのですが、電気料が新しい施設になるとかなり

多くかかるということと、あと職員がふえた分、

人件費がその分かかりますので、その分に経費が

かかっているという状況になっています。 

○古都宣裕委員 さっきは人件費ではなかったと

思うのですけれども、640万円が光熱費という話

で今おっしゃったので伺いました。確かに、この

冬、一度レストランで遅くまでいたことがあるの

ですけれども、下の施設が終わった後、残ってい

ると暖房切られたのか、物すごく寒くなったりと

いう部分もありました。そういった部分を考えて

レストラン、たしか夜もオープンしていいですよ

というような話をしていると思うのですけれども、

あんな寒さだったら、とてもではないけれども、

営業できないと思いますし、窓が多いことによっ

て、では夏は、お話を伺ったら日が差しすぎて逆

に暑くなって、大変だという部分もあったりしま

した。そういった部分で、今後、対応とかはどの

ように考えているのでしょうか。 

○伊倉直樹観光課長 昨年の８月にグランドオー

プンをいたしまして、いろいろな方からいろいろ

な御意見をいただいております。今、お話のあり

ました館内が寒いですとか、日がすごく入ってま

ぶしいとか、そういった部分が非常にいただいて

おりますので、一応、その都度、指定管理者の株

式会社観光振興公社とも協議をして、できること

から改善を図って来館者の満足の向上に努めてい

るところでございますので、今後もそういった皆

さんの御意見に真摯に耳を傾けながら、いい施設

にしてまいりたいというふうに考えています。 

○古都宣裕委員 これ、まだでき上がって１年も

たっていないので何とも言えないのですけれども、

ただ、つくる時点で私はちょっと１点、管理で光

熱等も最近は設備も新しくなって、逆に熱効率化

していろいろな一般の家庭の電化製品も売るとき

も、光熱費が抑えられるというのを売りにしてい

るような時代の中、光熱費は逆に下がるのですよ

ねという話をしたところ、そのように検討してま

いりますという答えがあった中で、今、逆に上が

ってしまっている状態なので、いろいろな設備の

部分、また、つくりの部分もあるとは思うのです

けれども、今後、この光熱費に対しても流氷館は

でっかい冷凍庫といいますか、体験室があります

から、光熱費がすごくかさむと思うのですけれど

も、今、市役所も新しい電力自由化によっていろ

いろなところ契約とか、安いところ探しています

けれども、もちろん流氷館もそのような方向性で

いくのですよね。 

○伊倉直樹観光課長 そういったことも前向きに

検討してやっていきたいと思います。 

○古都宣裕委員 わかりました。できるだけ削れ

るところは削って、今後、同じような入館料が維

持できるとも限りませんから、せっかくですから

来館者が多い時に、そういうときこそしっかりた

めて、リニューアルとかにためている資金をしっ

かりとつくっていって、今後の観光の軸を担える

ように入館者数の維持を図っていっていただきた
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いと申しまして、私の質問終わります。 

○井戸達也副委員長 次、立崎委員。 

○立崎聡一委員 早速、質問に入ります。 

 重複している部分は割愛させていただきまして、

予算資料の70ページ上段にあります西部川向地区

担い手支援畑草事業ほかについてお聞きします。

この事業の概要をまず説明願います。 

○川合正人農政課長 西部川向地区担い手支援畑

草事業ほかの事業内容についてでございますが、

こちらのほうは土地改良法に基づきまして農業生

産の基盤の整備を実施するものでありまして、道

が実施主体となりまして農地の区画整理や暗渠排

水の整備など、基盤整備を行っているものでござ

います。 

 平成28年度におきましては、中部北、藻琴、西

部川向の３地区に加えまして、今後の新地区とし

まして、平和地区、南部東第２地区の調査設計費

を計上しているところでございます。 

○立崎聡一委員 それで、それぞれ中部・北・藻

琴地区、それから西部川向、平和、南部、それぞ

れの終了年度というのをちょっと教えていただけ

ますか。 

○川合正人農政課長 それぞれの地区の終了年度

というところでございますが、西部川向地区につ

きましては平成34年、平成27年から始まりまして

34年、網走・藻琴地区につきましては平成27年か

ら始まりまして33年、中部・北地区につきまして

は平成26年から始まりまして32年ということにな

っております。平和地区につきましては平成29年

からの実施で、完了地区については、ちょっと未

定となっております。あと、南部・東第２は平成

30年から始まるというふうに予定をしております。 

○立崎聡一委員 いずれも時間のかかるものなの

だなというふうに改めて確認させていただきまし

た。ちょっと関連がありますので、68ページ下段、

農業基盤施設等管理事業についてお尋ねします。

この事業の内容の説明をお願いします。 

○川合正人農政課長 農業基盤施設等管理事業で

ありますが、こちらのほうは大雨災害時におけま

す藻琴川の氾濫を防ぐために、藻琴川へ流入する

用水路からのポンプによる排水を行いまして、畑、

道路の冠水を防止するものであります。樋門の４

カ所、農政課で管理しております樋門の４カ所に

排水ポンプ、発電機を設置して稼働するもの。ま

た、災害等によりまして農業施設、農道等、排水

路の修繕、整備をするものでございます。 

○立崎聡一委員 なぜ関連という言い方を、事業

の主体が別々なのですけれども、なぜ関連という

か、したかというと、長い時間かかるというふう

に思います。前段で説明いただきました道営事業

に関しましても、５年ないし７年という期間が、

調査設計から含めて時間がかかっております。そ

れから、基盤施設管理等に対しましても、これ毎

年のことだというふうに思います。 

いずれにしましても、網走の経済の屋台骨であ

る農業関係につきましては、引き続き屋台骨とし

て、その力を発揮するのだろうなというふうに思

いますので、引き続きお願いしたいなというふう

に思います。 

続きまして、次の質問に行きます。青年就農支

援資金貸付事業について説明をお願いいたします。 

○川合正人農政課長 青年就農支援資金貸付事業

についてでございますが、こちらは国の制度であ

ります青年就農給付金準備型を受給する就農前の

研修生につきまして、安定的かつ円滑に研修に専

念できる環境を整備するため、生活資金の貸し付

け及び貸付金の利子の補給を行うものでございま

す。 

○立崎聡一委員 現在までの利用者数をお聞きし

ます。 

○川合正人農政課長 平成27年度におきましては、

制度の利用者数は１名でありまして、貸付額の実

績としましては50万円となっております。 

○立崎聡一委員 利用者数というのは１名の50万

円ということなのですけれども、今後、少子高齢

化に伴って、ますます後継者不足ということが考

えられます。まだまだ規模拡大、原課のほうでは

規模拡大ということを考えておられるようでもあ

りますし、スマート農業実現に向けてのＧＰＳな

どの導入というふうなお考えもあるかとは思いま

すが、いかんせん経営者の戸数が減っていくとい

うことは、やはり衰退をしていくというふうに思

われます。その上で、この事業も新規就農者を歓

迎するという意味合いのもとから、重要な事業で

ありますので、利用者数が減るだとか、そういう

ふうな流れにはあるかとは思うのですけれども、

今後、多分ふえていくというふうに思います。 

 というのも、私の周りにも目に見えていらっし

ゃるので、引き続き継続してやっていただきたい

事業でございます。この質問については、以上で
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終わりたいと思います。 

 それから、北海道ＨＡＣＣＰの関係なのですけ

れども、この事業は、先ほど古都委員のほうから

質問がございまして、中身的には同じなので一言、

言いたいことだけを伝えたいなというふうに思い

ます。 

 というのは、やはりこれが認証制度なものです

から、これから今後、対象事業者が大変になるの

だろうなというふうに思います。それは水産業の

みならず商工業、それから説明を読みますと、い

わゆるスーパーマーケットのようなバックヤード

を持っている施設ですとか、給食施設、それから

大型ホテルや旅館等にもかかわってくると思いま

すので、その辺の対応はしっかりと進めていただ

きたいというふうに申し添えまして、私の質問終

わりたいと思います。 

○井戸達也副委員長 次、近藤委員。 

○近藤憲治委員 それでは、私からも端的に幾つ

かお伺いしたいと思います。 

 まず、農政から行きますけれども、財団法人オ

ホーツク地域振興機構負担金についてお伺いをい

たします。 

 当財団のこれまでの取り組みとまた負担金を支

出していることは、ということは負担の根拠があ

るかと思うのですが、その根拠をお示しいただき

たいということ。これまでの財団の取り組みにつ

いての効果、成果と評価、まとめてお伺いしたい

と思います。 

○川合正人農政課長 オホーツク財団の負担金に

ついてでございますが、まず、このオホーツク財

団の設立目的というところでございますが、オホ

ーツク圏において農業を核とする地域産業の振興

を支援することにより、地域産業の高度化と複合

を促進し、活力ある地域社会の形成に資するとい

うことで設立したところであります。こちらのほ

うの負担金につきましては、この財団の中で取り

決めをされているというふうに思いますが、平成

24年から負担金につきましては134万9,000円とな

っております。 

 また、これまでの事業につきましてですが、こ

ちらのほうは地場産品の付加価値向上を目的とし

まして、さまざまな取り組みをしております。オ

ホーツクブランド形成事業、いわゆるオホーツク

ブランド認証の取り組みなど、また、種々ありま

すし、また、それにあわせまして道立オホーツク

圏地域食品加工技術センターの管理運営などもや

っているところでございます。 

○近藤憲治委員 今の御答弁あったように、食関

連事業の創出でありますとか新商品の開発という

部分では、このオホーツク財団は本当に大きな役

割をこの地域で果たしてきているのだなというふ

うに思いますし、そこは評価をしたいところでも

あるのですけれども、一方で、過日、北海道大学

の農学部の大学院生が１年間、このオホーツクエ

リアでインターンシップをやりながら、この地域

の食関連事業の実態をまとめたプレゼンテーショ

ンを聞きました。 

 その中で出てきた指摘というのが、この管内の

食関連産業というが小規模乱立、イメージがばら

ばらという指摘でありました。こういった課題は、

私も日常的に感じているところでもありまして、

その課題を解決し得るのは、このオホーツク財団

なのではないのかなというふうに感じております。

これまでの取り組みもそうですし、また、他の地

域を見てみますと、十勝には十勝財団という似た

ような財団があって、非常にその地域の産業をつ

ないでいく、新しい価値を生み出していくことを

一生懸命やっておられると。 

 そういう状況を見ますと、やはりこのオホーツ

ク財団、いま一層の奮起を私は期待をしたいなと

いうところなのですけれども、負担金を支出して

いる市として、どのように今後の展開お考えにな

られているのか、お伺いをしたいと思います。 

○水谷洋一市長 より一層の奮起というお話であ

りました。私、オホーツク財団の責任者を務めて

いるものですから、答弁をさせていただくわけで

ございますけれども、経過の説明、川合課長のほ

うからありましたけれども、そういった目的で設

立をしたわけでありますが、当時、横路道政にお

ける戦略プロジェクトの中で、この財団が設立を

されて、北海道と地域が合わせて約10億円の財団

の財源をつくって設立をしたわけであります。 

 当初は、目論見書を見ますと、10億円を５％で

基金で回して、5,000万円の事業をやっていくと

いうような目論見書の中で設立をされたわけであ

りますけれども、全く低金利でありまして、そう

したまさに目論見どおりならずに、今の現状にな

っているということだと思います。そうしたこと

からの負担金というのが負荷されてきているわけ

であります。 
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 ですから、財団としては10億円あるうちの１％

の運用益が多分ないような状況でありますので、

財団そのものとしては、大変事業規模としては小

さくなってしまわざるを得ないというのが現状だ

と思いますが、さはさりながら、今、御指摘のあ

ったように、極めてオホーツク全体としての公益

財団法人でありますから、使い勝手がいいという

ふうに思っておりますので、そうしたオホーツク

ブランドの統一なイメージとか、または農業振興

という観点から、この財団というのは使われてい

くべきものなのだろうと、このように思っている

ところでございます。 

 より一層の奮起をということでありますので、

真摯に受けとめて取り組んでまいりたいと、この

ように思っているところでございます。 

○近藤憲治委員 ぜひ、よろしくお願いいたした

いというふうに思います。 

 それでは次に、これも農政なのですけれども、

こまば木のひろば管理費についてお伺いをいたし

ます。 

 こまば木のひろばというのは、もともと防風林

として整備された森林ということでありますけれ

ども、人口集積地にほど近い森林公園という機能

も有しておりまして、市民の皆さんが散策に使わ

れているケースも非常に多いというふうに感じて

おります。市民の憩いの場であるという認識は、

市も既にお持ちのようでありますけれども、もう

一工夫加えて観光素材化、交流人口増加のための

場としての活用も試行していただきたいと思いま

す。るる、イベントで地域にお客さんを呼ぶとい

う議論がたくさんありますけれども、どうも観光

客の方のお話を聞いていると、非常に指向が多様

化していて何もないから行きたいとか、人が少な

いから行きたいという顧客層もいるということで

あります。 

 そういう指向を持った観光客の方には、こまば

木のひろばのあの静かな森というのは、非常にフ

ィットしているようでありますので、このこまば

木のひろば管理だけではなくて、その価値をうま

く伝えていくような工夫もしていただきたいとい

うふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○川合正人農政課長 こまば木のひろばの管理事

業でありますが、こまば木のひろばにつきまして

は、平成元年度に多目的保安林総合整備事業によ

りまして整備をされて、広く市民に開放されてい

るというところでもあります。遊歩道も整備され

まして、自然林の中を自由に散策することができ

る市民に人気の高い施設でもあります。 

 また、エゾリスも多く生息しておりまして、冬

にはエゾモモンガが見られ、海沿いでは、遠くに

ある流氷も見られるということから、観光スポッ

トとなる可能性もある市の有用な財産だというふ

うにも思っております。 

 また、毎年６月に行われておりますツーデーマ

ーチなり、平成26年度からはオホーツク森林フェ

スティバルで森林ウオークを実施しているところ

で、今後も各種イベントで広く活用されるように

ＰＲを進めていきたいというふうにも思っており

ますし、今、委員御指摘の何もないというか、静

かな景観の中での森林というところもありますの

で、そういうところも今後ＰＲをしていくような

方法を考えていきたいというふうに思っておりま

す。 

○近藤憲治委員 質問の趣旨と今後の意図という

のは御理解いただけたようですので、次の質問に

移りたいと思います。 

 次は、ちょっと部署横断的な御質問になります。

先ほど古都委員も質問されていましたけれども、

この網走地域の食材や素材を広く発信していこう

という取り組みを、例えば水産加工フェアであっ

たり、小麦フェアであったり、また、観光で言え

ば春カニ合戦であったりと、さまざまな形でイベ

ントの形で打ち出しておられます。非常に一つ一

つの取り組みとしては意欲的であったり、価値が

あるものであるなというふうに実感はしておるの

ですけれども、それぞれが個別ばらばらにやって

いる印象は否めないという点もありまして、そこ

をうまく立体感を持った伝え方なり、開催の仕方

がないのかなという問題意識から質問をさせてい

ただきますけれども、まず、それぞれのイベント

にしてもそれぞれの考え方があると思いますので、

そこを確認させていただきたいと思います。 

○川合正人農政課長 まず、農政課主管の小麦フ

ェスタでございますが、小麦フェスタはオホーツ

ク財団との共催で、網走では初めてことしの２月

14日にエコーセンターで、エコーセンターの大部

分を貸し切って開催をしております。基調講演に

は230人ほどの集まりがありまして、延べにしま

すと850人というほどのにぎわいを見せたという

ところでもありました。 
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 この開催内容につきましては、基調講演、クロ

ストーク、調理教室、うどん打ち体験、オリジナ

ルサンド講座、スイーツの提供、また、網走ちゃ

んぽんの提供、ストローヒンメリの講座、小麦粘

土教室など、多岐にわたる開催事業をしたところ

であります。 

小麦フェスタの開催に当たりましては、財団の

ほか後援者、講師などのスケジュール調整が必要

でありまして、また、会場の確保などの制約もあ

ったところでもあります。他のイベントの開催、

それぞれのフェア、イベントのＰＲ活動が主たる

目的、趣旨があると思います。 

それぞれお互いに共催することによりまして、

効果が高まるのであれば、その目的を達成できる

のかを見きわめながら、関係者の意向も踏まえて

今後、検討をしていきたいというふうには考えて

おります。 

○脇本美三水産漁港課長 引き続きまして、水産

加工フェアについてお答えをしたいというふうに

思います。 

 水産加工フェアについては市が主催をし、網走

市水産加工振興会、あるいは網走クジラ協議会の

協力のもとで開催をしているという中で、水産加

工フェアに関しましては、この２月、あるいは３

月といった冬の時期に、ほかにイベントもなかな

かないという中で、このような時期に水産加工フ

ェアなどで、販売促進を図りたいというそういう

出店者の意向が、大変強いということもございま

す。 

 毎回、出店者様へ意向調査のためのアンケート

等を行っておりますが、同様の時期に同じ会場で

同様の手法で開催するのが望ましいという、そう

いう意向調査の結果も出ておりまして、当面は、

そういった出店者の意向に沿った形で、継続をし

たいなというふうには考えております。 

○伊倉直樹観光課長 最初の動向についてですが、

観光部におきましては、年間を通しまして実行委

員会を組織して各種イベントを行っておりますが、

特に食をツールとしたものにつきましては、春と

秋の各１回、週末のイベントを開催しております。

週末事業につきましては、食を通して網走市へ観

光客の誘客を図ることを事業の主たる目的として

実施をしておりまして、約２カ月間、カニやタラ

を活用した飲食店でのキャンペーンも行っており

まして、そのキャンペーンの一環としてイベント

を実施しているところでございます。 

 したがって、小麦フェアや水産加工フェア等、

対象者や事業主体も異なるという点がございます。

すぐに、同時開催や連携した実施は難しいという

ふうに考えておりますが、開催時期を近くするこ

とや周知ＰＲの工夫など、集客効果を高める方法

について関係する実行委員会や部署と、今後、協

議してまいりたいと考えております。 

○近藤憲治委員 御答弁いただきましたけれども、

各部署それぞれのねらいがあってやっておられる

ということは理解いたします。その目的というの

は、最終的にはやはりそれぞれの持つ食材の価値

を広く伝えたいというところであると思います。

そういうでは、最小限の努力で最大限の成果が得

られるような工夫があってしかるべきだなという

ふうに感じておりますので、今、最後に伊倉課長

の答弁にもあったように、いきなり同時開催には

しないにしても時期を近接させる形で、例えば網

走に１週間滞在すると、小麦フェスタがあって、

水産加工フェアがあって、またもう一個イベント

があって、あらゆる素材をこの１週間が楽しめる。

１週間、網走に滞在してみようみたいな切り口も

つくっていけるのかなというふうに思っておりま

すので、そういった共通の情報交換ができるよう

なテーブルが市役所内にあると望ましいなという

ふうに思うのですけれども、そのあたりの見解は

いかがでしょうか。 

○河野宣昭水産港湾部長 イベントの合同開催の

有効性につきましては、私どもも委員と同じ認識

でございまして、なるべくやったほうがいいとい

うふうな状況で、当該イベント以外の合同開催に

つきましては、庁内でもいろいろ検討してきてい

まして、できるものから随時やっていくという体

制にはなってきているところでございます。 

 ただ、各課で今、御説明した事業、イベント等

につきましては、それぞれ実行委員会の枠だとか

いろいろ事情がございまして、今回の実施内容と

いうふうになっているわけでございます。 

ただ、そういった状況を庁内で検討する体制に

もなっていますし、また、いろいろそういう共通

の部分で開催が可能かどうか、そこら辺は今後、

実施の可能性も含めて検討してみたいと思います。 

○近藤憲治委員 いろいろな部署がありますので、

それはその都度、協議をするという趣旨での御答

弁ですね、わかりました。それでは、そのような
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形で進めていっていただきたいというふうに思い

ます。 

 最後でございます。最後は、きのうの質問に関

連するのですけれども、昨日、福祉部関連の質問

で、お年寄りを網走のまちづくりに今後どう位置

づけていくのかという質疑の中で、お年寄りはい

わゆるサービスの受益者というだけでとらえるの

ではなくて、まちづくりの担い手として、また、

納税者として生涯地域で活躍していただくような

まちづくりの方向性が望ましいという質問の中で、

お年寄りも起業や創業をしてみたくなるような機

運の醸成等やってみたらいかがでしょうかという

質問をさせていただきました。そこについて、お

考え、御見解あればお示しいただきたいと思いま

す。 

○今野哲男経済部長 高齢者の起業支援について

ですけれども、網走の人口ビジョンでは、きのう

も出ていましたけれども、2040年には高齢化率が

37％になるというように表示をされております。

また、きのうの委員会の審議の中でも平均寿命が、

だんだん延びてきているというような説明もござ

いました。 

 このようなことから、今後、元気な高齢の方が

増加していくのではないかというふうに思ってお

りまして、そしてその元気な方が現役の時代に培

った知識ですとか経験、さらには技能などをたく

さん持っていらっしゃるのではないかなというふ

うに思っています。こういう人たちの活躍できる

場をつくっていければ、最高かなというふうに私

は思っているのですけれども、今後、起業ですと

か、創業に対するセミナーの開催などを、この辺

を高齢の方のビジネスマインドを高めるというよ

うな方法がとれるかどうか、研究をしていきたい

というふうに思っております。 

○近藤憲治委員 はい、終わります。 

○井戸達也副委員長 以上で、本日の日程であり

ます一般会計の歳出のうち、労働費、農林水産業

費、商工費及びその特定財源に関する歳入の細部

質疑を終了しました。 

 本日は、これで散会とします。 

 再開は、あす午前10時としますから、御参集願

います。 

 大変御苦労さまでございました。 

午後５時26分散会 

───────────────────────── 

 

 


